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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　十一月も半ばに差しかかった日の午前五時。街には冷たい霧きり雨さめが降っていた。一いち条じよう京きよう介すけは傘かさも何も持たずに虹にじ原はら駅に向かっていた。

　他ほかに着る服がなかったので、学生服を選んだのが幸いした。ポケットをひっくり返して出てきた二枚の硬こう貨かは、偶ぐう然ぜんにも目的地までの運賃と同じ金額だった。

　切きつ符ぷを一枚買い、ちょうどホームに滑すべりこんできた下り電車に乗る。暖だん房ぼうの効きが悪い車両の中は、時間帯のせいか、乗客は京介を除いて四人しかいなかった。座席の中央に背筋を伸のばして座り、新聞を読んでいる会社員風の男性。その真向かいでいびきをかいている、職業不明の初老の男。扉とびら付近に立ち、向かい合って何やら楽しげに話をしている二人の学生は、どこかの私立高校の制服を着ている。男子生徒と女子生徒の組み合わせだった。

　四人しかいないというよりも、四人もいるという現実に、京介はやや意外な思いを抱いだいた。こんなに朝早い時間でも、すでに活動を始めている人間がいる。そもそもにして、朝の五時から電車がきちんと動いていることが称しよう賛さんに値あたいする。京介自身はこの数日間、一歩も部屋から出なかったのだから。そんなことをぼんやりと考えながら、一列全すべて空いている座席の隅すみに腰こしを下ろす。ほぼ同時に発車の笛が鳴り、のんびりと車両の扉が閉められ、電車は動き出した。

　電車は虹原の古い住宅地に沿って走っていたが、五分もすると唐とう突とつに街並みが途と切ぎれ、一面の田園風景に突とつ入にゆうした。秋の終わりの田圃たんぼはどこまでも涸かれ果て、地表よりも辛かろうじて空の色の方が明るいことで、その境界を知る。車窓の外では雨あま粒つぶだけが軽快に舞まい、車両の中にはようやく暖気が行き渡わたり始めていた。

　扉側に立っている学生たちが、京介の方を見て何か囁ささやき合っていた。傘を持たずに駅まで歩いた京介の体は、鼻先から雫しずくが滴したたるほどに濡ぬれている。みすぼらしいとか変な人とか言われているようであったが、京介は気にせずに欠伸あくびを嚙かみ殺した。雨の降り出した数日前に比べると、だいぶ雨あま脚あしは弱くなっていたが、濃こい霧雨は染しみこむように体へまとわりついた。

　学生の話題はすでに変わったらしく、二人は笑い混じりの会話を交かわしていた。声は小さめに抑おさえられていたが、表情には制限がない。よほど面おも白しろいことがあったらしく、女子生徒の方が男子生徒の手を握にぎり、肩かたを揺ゆらして笑っていた。京介は何となく自分の手のひらに視線を落とした。雨に濡れた冷たい指が、血の気をなくしていた。警笛を鳴らしてすれ違ちがった上り電車のライトが、網もう膜まくに突つき刺ささった。京介は目を閉じた。

　十五分で電車は目的の駅に着いた。京介はひとつしかない改札を出て、小さな駅前ロータリーに出る。バスとタクシーが一台ずつ敷しき地ちを占せん領りようしていたが、改札付近に京介以外の通行人はなく、車体は暇ひまそうに雨にさらされていた。

　周囲を探すと、古い形の郵便ポストの隣となりに、町内案内図があった。海のある隣となり町まちは、一応観光地を名乗っている。そのせいか、案内図も名所やレジャースポット、飲食店を盛りこんだ雑多なものであったが、落書きが多く、錆さび落ちている部分も多かった。京介が知りたかったのは、ここから岬みさきまでの距きよ離りと道順だけだったので、特に支障はなかった。岬までの距離はかなりあったが、徒歩で一日かかるというほどでもなさそうだ。経路は海沿いの道を真まっ直すぐ歩けばいいだけで、何も考えずに足を運ぶのには適したコースだと思えた。すでにあらゆる思考を捨て、雨の降る道へ京介は歩き始めた。

　三十分歩いた頃ころ、体が勝手にくしゃみを放った。寒かったが、気にしなかった。

　一時間歩いた頃、後ろから走ってきたタクシーに雨水を跳はねられた。膝ひざから下が濡れてしまったが、気にしなかった。

　二時間歩いた頃、一台の軽トラックが、京介を追い越こして数メートル先で停とまった。運転席からやたらと日焼けをした男が顔を出し、「乗りなよ」と声をかけてきた。京介が一円も持っていないことを告げると、男は「金なんかいらないぞ」と言い、トラックから降りてきて京介を助手席に押しこんだ。金なんかいらない。新しん鮮せんな台詞せりふだなと、ラジオから流れる演歌を聴ききながら、京介は思った。機会があったら双ふた子ごの妹に聞かせてやろうかとも思ったが、どうせそんな機会は二度と訪おとずれないだろう。

　男はこの先にある旅館に、業務用のおしぼりを運んでいるのだと言った。雨に濡れた京介に、男はタオル代わりに使えと、おしぼりをひとつ貸してくれた。最初から濡れているおしぼりはあまり役に立たなかったが、とりあえず京介は礼を言っておいた。助手席の傍かたわらには、枚数の少なくなった日めくりカレンダーが吊つるされており、日付は十一月十日を示していた。

「にいちゃんはこの雨の中、どこへ行くんだ」

　そう尋たずねられたので、岬の先せん端たんまでと京介は答えた。男は片手でハンドルを操作しながら、「あそこは何もないぞ、途中から立入禁止になるし」と言った。それでもいいんだと京介が答えると、男は難しそうな顔をした。後はそれ以上話しかけてこず、演歌を口ずさんでいた。ワイパーが悠ゆう長ちように動くフロントガラスの向こうに、淡あわい色の水平線が見えていた。

　軽トラックの目的地は旅館のはずだが、男は結局道が行き止まりになるところまで京介を送ってくれた。途中から立入禁止になると言った男の言葉は正しく、道の先は京介の身長の倍はありそうな、高い壁かべで塞ふさがれていた。高くて黒い壁は左右に延びて果てが見えず、堅けん牢ろうな城じよう壁へきを連想させた。

　礼を言って車を降りた京介は、壁を見上げ、更さらに上へ視線を移動させた。壁の向こう、薄うすい灰色の空の下に、白い円えん筒とう形の建物が見えた。壁に遮さえぎられて建物の全ては確かく認にんできないが、見える部分だけでもその形は「灯とう台だい」と呼ばれるに相応ふさわしい外観だった。

「この先は、本当に入れないらしいぞ」

　運転席から顔を出し、男が言った。日に焼けた顔が、どこか不安そうだった。

「この辺りの海は波が険しすぎるし、今日は天気も悪いし、遊べる場所なんてないぞ」

　灯台を見上げているうちに、細かい雨粒が目の中に入ってきた。水すい滴てきを拭ぬぐい、京介はそうですか、とだけ答えた。

「気がすむ頃、迎むかえに来てやろうか？」

　大だい丈じよう夫ぶだと、京介は答えた。

「でもこの辺は、バスもタクシーも通らないぞ」

　大丈夫だと、京介は答えた。

「あのさあ、うまいことは言えないけれど……自殺とかって、あまりよくないと思うぞ」

　本当に大丈夫だと、京介は答えた。こんな時に愛あい想そ笑いでもして誤ご魔ま化かすこともできない自分を、少しだけ頼たよりなく感じた。

　男は少し迷っていたようだが、京介がもう一度礼を述べると、軽トラックをＵターンさせて車道へ戻もどっていった。軽トラックが見えなくなるまで見送り、京介は高い壁に向き直った。自殺がよくないということは、二年前、礼れい子この葬そう式しきの帰り道で出会った奇き妙みような神官からも言われていた。あの時も、京介としては特にそんなことを考えてはいなかったのだが、こちらの顔を見た神官が勝手に勘かん違ちがいをしたのだ。あの頃の自分と今の自分は、どちらが弱いのだろう。京介はふとそんなことを考えた。どちらでもいいことだと、やがて思った。

　壁の一部に扉とびらが設けられていたが、予想通り、鍵かぎがかかっていた。扉の表面には札があり、「この先私有地につき立入禁止」と記されている。ドアノブと、壁と扉の接合部に足をかけ、京介は壁を上った。濡ぬれたコンクリートの表面は冷たかったが、それ以外に苦労することはなく、あっさりと壁は乗り越えられた。

　壁の向こう側には未み舗ほ装そうの草地が岬の形に続き、「灯台」は聞いていた通りにその先端に位置していた。辺りに人の気配や影かげはなく、聞こえる音は潮騒しおさいだけだった。

　音のする方向に、京介は意味もなく足を運んでみた。剝むき出しの崖がけの先、十メートルほど下で海面が揺ゆれていた。一部では深い渦うずが生じ、一部では波が白い飛沫しぶきを上げていた。京介はしばらく海面を眺ながめていたが、妙な気持ちを起こしそうになってきたので、灯台に向かって足を進めた。

　白い建物の上空を、暗い色の雲が低く流れていた。行く先を茫ぼう然ぜんと見つめ、思い出す。まだ雨が降っていなかった数日前のこと。あの時も、目の前の現実にどう対処したらいいのかわからずに、ただ空ばかりを眺めていた。

　カモメに似た鳥が、雲を追い越こして飛んで行く。京介は足を止めて重い肩かたを落とした。体から落ちた雨あま粒つぶが、足元で散った。

　鈍にぶい心が苦痛を訴うつたえている。

　穏おん和わで優やさしい鳥の鳴き声が、ひどく遠くに聞こえる。






















「天気予報で、明日か明後日あさつて頃ごろから雨が降るって言っていました」

　十一月六日の肌はだ寒さむい夜明け前。ある建物の屋上に、一人の少年がいた。年は十代半ば。体つきは小こ柄がらで、くせの強い髪かみが冷たい風に揺れている。黒いコートの襟えり元もとにそばかすの目立つ顔を深く埋うずめ、少年が言った。

「この時季に降る雨は冷たいですからね、風邪かぜでも引いたら次の任務に差し支つかえます。それまでに終わらせた方がいいですよ」

　返事はなかった。少年は気にする様子もなく、屋上を囲うフェンス越しに前方を眺めていた。薄うす暗ぐらい雲。低く連なる、虹原市のささやかな街並み。郊こう外がいにあたるこの場所で、目に入る背の高い建物といえば、学校施し設せつくらいだった。夜の闇やみに沈しずんだ天と地。日の出を前にして、空も街も死んだように眠っている。

「さてと、それじゃあ砂すな島じまさん。夜が明ける前にもう一度教えてあげますよ」

　少年が襟元から顔を上げて、笑えみを浮うかべた。声と同様に、皮肉がちな表情だった。少年は片手に持った紙の束を捲めくった。電話帳数冊分ほどの厚さがある束には、手て垢あかの跡あとが濃こく滲にじんでいた。

「昔々、あるところに一人の巫女みこがいました。巫女は光こう儀ぎ大たい神しんという名の精せい霊れいからあらゆる力を授さずかって、村落に恩おん恵けいを施ほどこしたそうです。しかしその歴史は短く、伝承によれば、とある戦いくさの末に精霊の体は粉ふん砕さいしてしまったといわれています」

　風が吹ふき、少年のコートの裾すそが揺れた。冴さえた空気をはらむ黒い生き地じは、何かの影のようで、何かの生き物のようにも見えた。

「巫女は精霊の欠片かけらを用いて、新たな力の体系を作り上げました。現在でも存在し続けるそのシステムの名前は、光こう流りゆう脈みやく。大地を網もう羅らする特とく殊しゆな力の総そう称しようですね」

「知ってるわ」

　少年の隣となりで、フェンスに寄りかかっていた少女が答えた。少女の方が少年よりやや年上で、身長も少しばかり高かった。白いコートのポケットに両手を入れ、少女は風に目を細めていた。

　数秒だけ少女に視線をやり、少年は紙面へ目を戻もどした。

「巫女の死後も、彼女の血を引く子孫によって、光流脈は守り続けられることになりました。維い持じだけではなく、長年積み重ねられた研究により、子孫たちは光流脈からさまざまな力を引き出せるようになったそうです。その力というのが、『術』と呼ばれる奇き跡せきの類たぐいです」

「知ってるわ、それも」

　白いコートの少女が、冷めた口調で言った。

「団体で何度も習ったから」

　片手だけポケットから出し、少女は風で頰ほおに張りついた髪を払はらう。白い手て袋ぶくろをはめた指先に、かすかな苛いら立だちが現れていた。

「光流脈使いは、独自の組織を作りました」

　少女の反応には構わずに、少年は続けた。

「太古に編み出された数々の術も、組織の中ではやがて使用制限を受けるようになります。最も大きな制限を受けたものが、巫女の五人の子供の世代に作られて、その代以降は使用禁止にされた術、『古代術』」

「だから、それも知ってる」

「破は壊かい、滅めつ亡ぼう、再構成に即そく死し。古代術の威い力りよくは絶大であり、使いようによっては世界くらい簡単に滅ほろぼすことができます。恐おそらくはそれを理由に使用が禁じられたのでしょうが、現代になって、組織の長おさの私欲ゆえに禁止の枠わくが外されることがありました。四十年前、それから半年前」

「だから、それも……」

「ところでこの古代術は、光流脈使いなら誰だれにでも扱あつかえる術というわけではありません」

　少女を無視し、少年は語り続ける。

「生まれつき備わっている潜せん在ざい精神力が並外れて高く、更さらには術発動のこつとも呼べる精神状態を、無む我がに近い域で保てる者でなければなりません。全すべての条件を揃そろえている光流脈使いは非常に少ない。ですが、団体のこれまでの監かん視しによってその事実が認められた者がいます。名前は……」

「知ってるって言ってるでしょう」

　少女の声こわ色いろが、強さを増した。

　怒ど鳴なり声に近かった己おのれを諫いさめるよう、少女は唇くちびるに手を当てる。手を外し、少女は静かに言った。

「せっかくだけれど、再さい確かく認にんは不要よ。全部知ってる。私は対象を殺すだけ、ただそれだけ。全部わかってるわ。余計なことはしないで大だい丈じよう夫ぶだから」

　眉み間けんに皺しわを刻んだ少女の表情を見ると、少年は片方の眉まゆを上げた。

「砂島さんには復習が必要だと思ったんですが、大きなお世話だったみたいですね。それに今日は、機き嫌げんが悪いようだし」

「そんなことはないわ」

　眉間の影かげを消し、少女が言った。

「でも、任務中は少し、気が立ってしまうのかもしれないわね」

「構いませんよ。ボクの方も、それほど上じよう機き嫌げんというわけではありませんから。実は学校って、昔からあまり好きじゃないんですよね。砂島さんはどうでした？」

「どうだったかな。もう忘れてしまったわ」

「さすがですね」

　少年が笑った。少女は何も答えずに、フェンスに背中を強く押しつけた。

　暗い雲。日の光を受けずにいる街。白いコートの裾に、赤黒い血の跡を散らした少女。それらを順に見つめ、少年は手の中の束を閉じる。

「虹原市、ここは砂島さんがかつて住んでいた街ですね。そしてこの街に暮らし、光流脈使いの一員でもある対象は、あなたの……」

「過去のことは、もう関係ないわ」

「この舞ぶ台たいとこの主要登場人物。普ふ通つうの展開ならば、物語は悲劇になりそうですけれど」

「悲劇にはならない」

　少年の目を見返して、少女が言った。両眉まゆに力が戻っていた。

[image: ]

「任務に関して、悲しいとか悲しくないとか、考えたりしない。対象が最期に何を思ったのかも、気にする必要は全くない。任務遂すい行こう連れん絡らく書しよを、わざわざ劇的に脚きやく色しよくする構成員がいる？　だから、悲劇にはならない。絶対に」

「わかっているなら、それでいいんです。でも……」

　コンクリートの床ゆかをつま先で一度打ち、少年が尋たずねる。

「だったら昨夜の砂島さんは、妨ぼう害がい者しやを──殺害対象の妹を、どうして一いち撃げきで殺せなかったんです？」

「ただのミスよ」

「ただのミスですか」

「どうだっていいでしょう、妨害者のことなんか。最終的に対象を始末すればいいだけの任務なんだから」

「まあ、そうですよね」

　闇やみが薄うすらぎ、やがて雲の向こう側だけに確かな朝が訪おとずれる。

　雲は晴れず、空と街は灰色に染まる。

　少女の乾かわいた瞳ひとみの光も、灰色に。




　いつの間にか、夜は明けていた。

　今日の天気も、どうやら昨日と変わらないらしい。曖あい昧まいな色の雲の下、電線が風に揺ゆれている。留まっていた数羽の雀すずめは忙せわしない鳴き声を上げ、場所を変えようと鉛なまり色いろの空へ飛び去ってゆく。

　入院病びよう棟とうの個室の窓まど越ごしにそんな光景を見つめ、一条京介はまばたきを繰くり返した。頭の芯しんがぼんやりと鈍にぶっていて、雀の活力に対して何の感想も出てこない。昨夜は一いつ睡すいもできなかったが、不思議なことに欠伸あくびも一度として出てこなかった。眠ねむくないのではなく、単に欠伸をする気力がないだけだった。壁かべに背を預け、音を立てないように、京介はため息をつく。

　廊ろう下かの方からは、人の足音や、台車らしきものを引きずる音が聞こえていた。光流脈統とう轄かつ管理本局、通つう称しよう「本ほん家け」の付属病院も、朝を迎むかえて午前中の機能を開始したようだった。

　壁かべ越ごしに誰かが交かわす挨あい拶さつの声を耳にして、京介は自分の心が少しだけ緩ゆるむのを感じた。医師からは、患かん者じやに付き添そって泊とまっても構わないが、心配する必要は特にないと言われていた。万が一何かあっても、夜勤の看護師が病室に駆かけつけてくれることもわかっていた。わかっていたが、それでもどうしてか京介は完全に安心することはできなかった。病室の奥には付つき添そい人にん用のベッドもあったが、つい一晩中、豊花ゆたかの姿を見つめて過ごしてしまった。

　ベッドの上の豊花が短く唸うなり、緩かん慢まんな動作で寝ね返がえりを打った。枕まくらの硬かたさが気に食わないのか、目を閉じている豊花は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせたが、やがてその口元も綻ほころび、穏おだやかな寝息を吐はき出していった。昨夜生死をさまようほどの重傷を負った人間には、あまり見えない。京介は壁に寄りかかったまま、これといった感動もなく、豊花の様子をただ眺ながめていた。

　気が緩んだせいか、にわかに霞かすみ始める視界に、京介は力の入らない抵てい抗こうを試みた。眠れなかったのは豊花が心配だったこともあるが、単純に自分自身で眠りに落ちるのが怖こわかった。眠ると夢に見てしまいそうな気がしてならなかったのだ。

　昨夜のことを。

「……京介」

　名前を呼ぶ声に、京介は顔を上げた。豊花が目を覚ましていた。右の頰ほおを枕に押しつけた豊花が、曖昧な視線でこちらを見つめていた。

「ここ、病院？」

「ああ」

「あたし……」

　豊花が体を起こそうとしたので、京介は目で制した。壁から背を離はなし、ベッドの横に置かれた椅い子すへ移動する。椅子に座って重心が腰こしに移ると、どうしても脇わき腹ばらの傷に響ひびいてしまう。大した痛みではなかったが、椅子を引く仕し種ぐさで京介は表情を隠かくした。

　一連の動作を、豊花は何度かまばたきをしつつ、凝ぎよう視ししていた。豊花の瞳を見て、京介は尋ねた。

「どこも痛まないか」

　豊花は浅く頷うなずいた。京介も頷き返し、言った。

「医者も、怪け我がの方は心配ないって言っていた。でも念のため、一週間くらいは入院することになるらしい」

「そう……」

　豊花がぼそりと呟つぶやいた。唇が渇かわいているのか、豊花はもどかしそうに自分の舌で舐なめていた。そんな動きで次し第だいに頭が回転を始めたらしく、豊花の眉まゆや目元に力が入ってゆく。京介は豊花よりも先に口を開いた。

「期末試験までひと月以上あるし、しばらくは何の行事もないから、学校の方は問題ないだろう」

「そんなことは……どうでもいいの」

　布ふ団とんの下から豊花が片手を伸のばし、京介の手首を摑つかんできた。昨夜のことを完全に思い出したのだろう、豊花の指先には不安定な力がこもっていた。昨夜はあれからどうなったのかと、揺れる瞳が訴うつたえていた。

　自分の手首の皮ひ膚ふが捻ねじれるさまを他人ひと事ごとのように眺め、しばらく時間をおいてから、京介は言った。

「後の調査は本家の特別班が続けるから、おれたちはもう手を引けって」

「家か長ちようがそう言ったの？」

　京介は頷いた。豊花が苦しげに喉のどを鳴らした。

　詳しよう細さい不明の組織、「団体」。そこでは、世間的には事故や病気で死亡したことになっている人間を生かし、働き手として使っている。二年前に事故死したはずの京介と豊花の知人も、団体の構成員となっていた。昨夜京介たちの前に現れた彼女の任務は、古代術の使い手である光流脈使いの殺害であるという。

　本家の責任者遠とお峰みね秋しゆう一いちから、昨夜の件に関して別の指示を受けたことを、京介は豊花に言わないつもりでいた。昨夜は一いつ旦たん引き下がった構成員が次に接せつ触しよくを図はかってきた場合、何をするべきかという命令だった。

　君は、躊ちゆう躇ちよをしたらいけないよ。

　絶対に、殺すんだ。

「京介」

　豊花に呼びかけられて、京介は我に返った。気がつくと豊花はベッドの上で上半身を起こし、両手で京介の指先を握にぎっていた。豊花は豊花なりに何かを感じ取っているようだった。

「あたし、いやだからね」

「何が」

「入院なんか、していたくない」

「一週間ですむんだ、我が慢まんしろ」

「いや。京介も一いつ緒しよに入院してよ」

「変なわがまま言うなよ」

　豊花の手を払はらい、京介は椅子から立ち上がった。

「どこに行くの」

　眉の形を歪ゆがめ、豊花は不快そうな顔で尋たずねてきた。京介はため息混じりに答えた。

「家に電話をしてくる。お前の着き替がえとか色々必要だろうから、親父おやじか姉貴に頼たのんでおく。学校へも、欠席の連れん絡らくをしておかないとならないだろうし……」

「ここにいてよ」

　シーツを乱暴に叩たたき、豊花が怒ど鳴なった。

「ここにいて。どこにも行かないで。あたしが退院するまで一緒にいてよ。退院してもずっと一緒にいて。一人はいやなの」

「あのなあ……」

「あのなあじゃないわよ。昨日の夜、礼子に斬きられて、すごく痛くて、その後のことははっきりと覚えていないけれど、でもここに運ばれてきて、京介と離はなされて一人で治ち療りよう室しつみたいなところに連れて行かれて、すごく寂さびしかったのは覚えている。一人はいや。もうあんなことはいや。あたしがいない間に京介に何かあったら、いや。京介が死ぬのも礼子が死ぬのも、どっちもいや」

　それだけ言うと、豊花は唇くちびるを震ふるわせて泣き始めた。声も涙なみだの量にも一いつ切さい加減はなく、全力で泣いている様子は赤ん坊ぼうのようだった。

　斬られて痛くて寂しかった。一晩眠ねむったくらいでは、豊花の混乱と焦しよう燥そうはまだ治まらないのだろう。それは京介も全く同じだった。豊花は今、「礼子に斬られた」と言った。それを耳にして、京介は改めて思った。夢でも幻まぼろしでもなく、昨夜の構成員は、やはり砂島礼子だったのだ。

　廊ろう下かの方が騒さわがしくなっていた。豊花の泣き声は、当然廊下にも響ひびいているはずで、周囲の人間が気づき始めたのだろう。だが泣きじゃくる豊花を前にして、京介は途と方ほうに暮れていた。妹の泣き顔なんて子供の頃ころから見み飽あきているが、宥なだめるすべが見つからないのはかなり稀まれな事態であった。腹が減ったの財さい布ふが軽いだの、豊花が泣く理由なんて、今まではそんなものばかりだったのに。

　京介はため息をついた。大声で泣く患かん者じやを、付つき添そい人にんがいつまでも眺ながめているわけにもいかない。

「豊花」

　とりあえず声をかけると、豊花は話しかけるなと言わんばかりに、枕まくらを投げてきた。枕は大した距きよ離りを飛ばず、京介の足元に落ちた。

　仕方がないので、ベッドの縁ふちに腰こしかけ、京介は豊花の方へ手を伸のばした。豊花は京介の手を思い切り払い除のけたが、自分から勢いよく抱だきついてきた。あとは京介の肩かたに顔を押しつけて、先ほどよりも激しく泣き喚わめき続けた。

　どうしてこんなことになっちゃうのと、豊花は涙の下で何度も口にした。

　答えが見つからず、京介は黙だまって豊花の背中をさすり続けた。それしかできなかった。




　泣くだけ泣いてエネルギーを使い果たしたのか、豊花はまた眠ってしまった。肩にしがみついたまま眠る豊花の体を引き離し、ベッドに横たえてやることに、京介はひどく苦労した。豊花の体が重かったこともあるが、腕うでの力が落ちている気もした。

　その後、看護師が病室に朝食を運んできたが、豊花の様子を見ると何も言わずに下げていった。看護師は京介を一いち瞥べつすると、かすかに眉まゆを寄せていた。これのせいだろうかと、京介は学生服の下に着たシャツをそっと引っ張った。昨夜血に汚よごれたシャツは、襟えりの辺りまですっかり縒よれて変色していた。

　午前九時ちょうどに、医師が回かい診しんに訪おとずれた。医師は規則正しい寝ね息いきを立てる豊花の胸と腹に一度ずつ聴ちよう診しん器きを当て、「特に問題はありません」とだけ言った。与あたえられた職務以外は、手をつけないようなタイプの医師だった。短い診察を終え、病室を出て行く時、医師は一度だけ京介を振ふり返って言った。「ところであなた、よく起きていられるね」と。

　十時過ぎに、自宅から父親の尚ひさしがやって来た。尚は五つの大きな紙かみ袋ぶくろを持っていた。中身は豊花の衣類やタオルなどの他ほか、何か勘かん違ちがいしたのか、京介の着替えも乱暴に突つっこまれていた。尚は椅い子すに座って豊花の寝顔を一分ほど眺めていたが、入院手続きがあることを思い出したと言って立ち上がった。去り際ぎわに尚は京介の顔を見て、「ところでお前は、大だい丈じよう夫ぶなのかよ」と不ふ審しんそうに顔をしかめた。
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　京介は紙袋の中から自分のシャツを出し、着替えた。その後顔を洗うために、廊下に出て近くにあるトイレに入った。洗面台の前にある鏡を覗のぞき、京介は長いため息をついた。看護師や父親の反応に、ようやく納なつ得とくがいった。確かに、自分でも生きているのが疑わしくなるほど、ひどい顔色だった。

　自分の顔を見ていたら、頭痛まで起きてきた。依い然ぜんとして気は進まなかったが、少し休むことにした。こんなところで倒たおれたら、本当に豊花と一いつ緒しよに入院させられてしまうかもしれない。

　病室に戻もどり、付添人用のベッドに横たわって目を閉じる。自覚している以上に頭も体も疲つかれていたらしく、すぐに意識が遠ざかった。

　目ま蓋ぶたの奥で、夢の断だん片ぺんが揺ゆれていた。その夢から逃にげるように、京介はすぐに目を覚ました。

　胸が苦しい。

　眠れない。




　正午になった。目を覚ました豊花は、運ばれてきた昼食に今度は口をつけていた。京介はその様子を黙って見つめていたが、豊花の食事のスピードはいつもの十倍ほど遅おそかった。時間をかけて質素な病院食を食べ終えた豊花は、普ふ段だんのようにデザートを買ってこいなどとは、さすがに命じてこなかった。

　食事をしている間も、食事を終えた後も、豊花は何か言いたげな視線をこちらへ投げかけてきたが、京介は黙って窓の外を眺めていた。今日は平日で、高校の授業も通常通り行なわれているが、休んでしまうことにした。豊花を一人にしてまた泣かれるのは面めん倒どうだったし、そもそも京介自身に今日は登校する気力がなかった。天気のせいか、自分のせいか、景色は一面灰色に曇くもって見えた。隣となりの民家の庭に植わった柿かきの実だけが、奇き妙みようなまでに鮮あざやかな色を放っていた。

　昼を過ぎると、少しずつ雲が晴れて風がやんだ。雲の隙すき間まから現れたのは、つい見入ってしまうほどの高い秋の空だった。窓から見える空は四角かった。四角い空は、映画のスクリーンに似ているから好きだと言った知人の言葉を思い出す。京介はそれ以上何も考えずに、空を見上げ続けた。

　夕方近くになって、病室の扉とびらがノックされた。手鏡とヘアブラシを使って髪かみを退たい屈くつそうに結ゆい直していた豊花が、面倒くさげに返事をする。空を眺めるのに飽あきて、京介も扉の方へ視線を動かした。

　病室に入ってきたのは、鼠ねずみ色いろのスーツを着た身長二メートルほどの大男、副家長の石いし田だだった。石田は相変わらずの厳いかめしい顔つきで、まず京介と豊花を交こう互ごに見み据すえた。そして挨あい拶さつも断りもなしに大おお股またに足を運んでくると、ベッドの横でぴたりと立ち止まった。その位置で、石田は地の底から響ひびくような声で話し始めた。

「昨夜の事件に関してこれまでわかったことと、上層部会議において決定した事じ項こうを、家長の代理で報告に来た」

　豊花が酸欠の金魚のようにぱくぱくと唇くちびるを動かし、京介に救いを求める表情を向けてきた。報告に来たと石田本人が言っているのだから、殴なぐられる予定はないはずだ。そんなに怯おびえなくてもいいだろうと京介は思ったが、豊花の気持ちもわからなくはない。塀へいに似た体形の石田は、同じ室内にいるだけでとてつもない威い圧あつ感を感じる。ベッドの真横に立たれれば、圧あつ迫ぱく感もそれなりに押し寄せてくるだろうし、今日の豊花は弱っていて対たい抗こうするのも難しいはずだ。京介は何となく足音を忍しのばせて、豊花の枕まくら元もとへ移動した。

「まず、『団体』の詳しよう細さいだが」

　スーツの内ポケットから手帳を取り出し、石田が目をやった。動作も話の速さも、自分のペースを貫つらぬく予定でいるようだった。

「今のところはまだ全くの不明だ。昨夜、現場で死亡した音おと無なし浩こう一いちという構成員がいたな。音無の遺体を本家へ運び、脳を探さぐって所属していた組織に関する記き憶おくを集めてみたが、失敗に終わった。脳に、外部からの記憶探査に対する防止効果が施ほどこされていたようだ」

　石田の言葉を京介は黙だまって聞いていたが、豊花もただじっと、布ふ団とんの縁ふちを両手で握にぎっているだけだった。石田も特にこちらの意見は求めていないらしく、表情を変えずに続けた。

「調査は手段を変えて今後も続行する。別の構成員が現れたら、殺す前に詳細情報を吐はかせるという案も出ているが、これはその時の状じよう況きようによりけりというところだ。拷ごう問もんの通じる相手かどうかも、今のところはわからない」

　不ふ穏おんな語句の羅ら列れつに、京介の横で豊花の睫毛まつげが一いつ瞬しゆんだけ震ふるえた。

「次に」

　事務的な手つきで手帳のページを捲めくり、石田が小さな咳せき払ばらいをする。

「標的にされている──一条京介、君のことだが」

　三十センチほど上から石田に見下ろされ、京介は無言のまま視線を返した。石田の目つきは鋭えい利りなだけだった。

「死んだ構成員は、君を古代術の使い手として危険視し、それゆえに団体から殺害するように命じられたと言っていたらしいな。確かに君は、これまでに何度か古代術を発動させている」

「だけど、どれも全部、京介が悪いんじゃないもの」

　豊花が口を挟はさむと、そんな話をしているのではないと言いたいのか、石田の眉み間けんの皺しわが一センチほど深くなった。

「古代術の使用禁止が光こう主ぬしの独断によって解除され始めたのは、およそ四十年前。もちろんその間に、君以外にも古代術を使いこなした術者は何人か存在したが、全すべて光主の実験中に命を落としている。君の存在に関してのみ団体が動きを見せたということは、団体が我々術者の監かん視しを始めたのも、ここ数十年間のことではないかと考えられている」

「だったら、何なんだ」

　京介が言うと、石田の目がわずかではあるが、更さらに鋭するどさを増した。他人ひと事ごとのように呟つぶやく京介の態度が気に食わなかったのだろう、石田は鼻から強く息を吐き出した。

「何と言うこともない。発ほつ足そく時期から推定して、団体とやらの詳細を探れるかどうかを検討しているだけだ」

「ねえ」

　豊花がほとんどのけぞるような姿勢で石田を見上げ、言った。

「古代術の専用術具は本家で保管されていて、京介は自分の意思でいつでも術を発動させられるわけじゃないのよね。だから京介はちっとも危険なんかじゃない、だから危険視なんかしないでも平気だって団体に伝えれば、こんな事件は終わるんじゃないの？　次に礼子が──構成員が現れたら、あたしに説明させて」

「君たち兄きよう妹だいは、事件の調査から手を引けと言われたはずだろう」

　つまらなそうな口調で、石田が豊花の言葉をはね除のけた。

「先に言っておくが、独自にまた調査をしたり、個人的に構成員と接せつ触しよくを試みたりするな。勝手に行動した場合は罰ばつするぞ」

　石田は豊花から京介へ視線を移し、続けた。

「家長からの命令がなければ、私もこうして報告にはこない。団体がどういった組織なのか、何の基準をもって君を危険と判断しているのか、現在のところは全て不明だ。だが今後、団体という存在そのものを本家で抹まつ消しようすべきと判断した場合、重要戦力として君を使う場合があるかもしれない。それは覚えておけとの家長からの指示だ」

「戦力って何よ」

　豊花が目を見開き、それまで持っていたブラシを床ゆかに放ほうり投げた。

「戦争にでもなるっていうこと？　そこに京介を連れて行くの？　京介は無効治ち癒ゆ体質で、これ以上大きな怪け我がをしたら危ないっていうことを家長は知ってるくせに……。どうしてそんなことを決めるのよ」

「場合があると言っただけだ。全てはこれからの調査次し第だいで変わる。事件の話は以上。次に、会議で決定した件について説明する」

　石田がまた手帳を捲り、有う無むを言わせない気配で話題を変える。豊花は下した唇くちびるを強く嚙かみ、シーツを睨にらんでいた。

　床に落ちたブラシを拾い、京介は豊花に差し出した。豊花が受け取らなかったので、枕まくらの横にとりあえず置く。ため息をつき、豊花に気づかれない位置で、京介は自分の側頭部をさする。耳鳴りがしていた。石田の声を聞くのが苦痛でならなかった。話題の中心はどう考えても自分であるのに、何の感想も出てこない。

「今後の君の、住居だが」

　京介を見下ろし、石田が話し始める。石田が自分の動きを見ていることに気づき、京介は頭部から手を離はなした。とりあえず、今だけ意識を引き締しめようと思った。

「事件が全て終わるまで、君は本家の施し設せつ内で生活してもらうことになる。いいな」

　石田の言葉がすぐには理解できず、京介は眉まゆを寄せた。石田は目を細め、心なしか蔑さげすむような視線に変えた。

「標的にされている君に、今まで通りの場所での生活はさせられないということだ。家族が巻き添ぞえになれば、君も困るだろう。君の警護をしやすいように、こちらが定めた場所へ一時的に移動してもらうということだ」

「移動……」

「施設といったが、市内にある術者専用の集合住宅の一室だ。見た目にはただのマンションと変わらないが、本家の建物と同様に常時強度結界が施ほどこされているから、そこにいる間は構成員からの攻こう撃げきも防げるだろう。部屋の鍵かぎと住所だ」

　石田はスーツのポケットから何かを取り出し、京介の手の中に強く押しつけてきた。一本のくすんだ色の鍵と、折り畳たたまれたメモ用紙だった。

「だいぶ渋しぶってはいたが、先ほど君の保護者からの了りよう承しようも得た。部屋の方も手配はすんでいるから、今日からすぐに移動をするように」

「京介、引っ越こしちゃうの……？」

　豊花が不安そうな顔で尋たずねてきたが、京介は黙だまって目を逸そらし、メモを開いた。石田の筆ひつ跡せきか、ものすごい筆圧の文字で虹原駅近くの住所と、１００５という部屋番号らしき数字が記されてあった。

　ため息をつくと、メモが揺ゆれた。気持ちは引っ越しなんて面めん倒どうくさいというのが半分、そして安あん堵どが半分だった。ついさっき豊花からは一いつ緒しよにいてくれと頼たのまれたばかりだが、これでいいのかもしれないと思った。石田の言う通り、離れて暮らせば、家族が事件に巻きこまれるという事態はとりあえず避さけられそうだ。

　しかし、一緒にメモを覗のぞきこんでいた豊花が、布ふ団とんを握にぎりしめて「そんなの、やだ」と呟いた。

「事件が終わるまでの間だけだ」

　石田が鬱うつ陶とうしそうに言った。

「その集合住宅は、本来ならば本家の上層部以外に居住権はない。あったとしても、一いつ介かいの矯きよう正せい術者が住めるほど家賃は安くない。今回は空き部屋を特別に提供してやるだけで、事件が終わればすぐに自宅へ帰ってもらう。室内にはもとからひと通りの家具や生活用品が揃そろっているから、自宅から必要なものだけを運べばいい。引っ越しというほどのものでもなかろう。学校にも、そこから充じゆう分ぶん通えるはずだ」

「高校に行ってもいいのか」

　顔を上げ、京介は尋ねた。これからはてっきり行動も制限されるものかと思っていたので、意外であった。石田は窓の外を見やり、西に傾かたむき始めた太陽に向かって頷うなずいた。

「君から報告を受けた音無浩一の行動から推測すると、ある程度の隠おん密みつ行動を強しいられていたようだな。音無浩一の例が全すべての構成員に適用するかどうかは不明だが、人の多い場所──特に殺害対象とは無関係な人間の集つどう場所で、構成員が姿を現す可能性は低いと思われる」

　無意識のうちに、京介は小さく頷いていた。あらゆる目もく撃げき者しやを消してでも任務を遂すい行こうさせるほど、構成員は強ごう引いんな仕事をする様子はなかった。人ごみや学校で襲しゆう撃げきされる可能性は低いが、個人の住宅の場合はわからない。住居の移動はそうした判断からだろう。

　昨夜、事件現場に別の術者が駆かけつけてきたことを知り、構成員は京介たちの前から去って行った。またね、と言って。思い出した途と端たん、また耳鳴りがした。京介は目を伏ふせた。

「よって、君はこれまで通りの生活をして構わない」

　石田が室内に視線を戻もどし、言った。

「遠えん距きよ離りの移動には本家の許可が必要だが、市内を出歩く程度は何の問題もない。君を四六時中監かん禁きんし、構成員の手が届かないようにするという案も出たのだが、今の段階では下手に相手を刺し激げきしない方がいいだろう。君が住居から一歩外に出た場合、もちろん登下校中も、警護担当の術者が常に君の至近距離に控ひかえて構成員の接せつ触しよくに備える。君は警護術者のことは気にせずに、自由に過ごせばいい」

「それって、自由なの」

　豊花が低く呟つぶやいた。数秒ほど間を置いて、石田が豊花を静かに睨にらんだ。

「不満な点でもあるのか」

「なんだか自由っていうよりも、礼子を──構成員を警護術者の前におびき出すために、京介を囮おとりにしているみたいじゃない」

　石田は豊花の言葉には答えず、再度手帳に目を落とした。

「最後に、住居の移動に準じるわけではないが、君たち兄きよう妹だいには一時的に矯正術者としての職務を外れてもらうことになった。外部の人間から狙ねらわれている状じよう況きようで、今までのように担当区域を守るという業務をこなすのは困難だろうからな」

「じゃあ……」

　先ほどよりも更さらに不安げな表情で、豊花が尋ねた。

「じゃあ、これからどうなるの？」

「どうもしない、事件解決まで君たちの担当区域は別の術者が守り、その間君たちには矯正術者としての基本給が支し払はらわれなくなるだけだ。まあ、君たちは減げん俸ぽう十割の処分中のはずだから、状況は大して変わらないだろうがな」

　手帳を強く閉じると、石田は肩かたで大きく息を吐ついた。それに伴ともない、室内の空気が少しだけ震しん動どうした。

「事件の経過次し第だいでは変へん更こう事じ項こうが発生する場合もあるが、その場合はこちらから連れん絡らくをする。繰くり返すが、君たちはもう事件にはかかわるな。事件が片づくまで学業にでも専念しておけ。話は以上だ」

　靴くつ底ぞこを鳴らして方向転てん換かんをすると、石田は来た時と同様の大おお股またで病室を出て行った。扉とびらが開閉される間だけ、廊ろう下かからの誰だれかの笑い声が室内に流れてきた。

　石田がいなくなり、酸素密度がほんの少しだけ上じよう昇しようした気がした。京介はため息のついでに、静かに深呼吸をした。副家長の嫌いや味みな口調はいつも通りなのに、いつもとは異なる日常がもう螺子ねじを巻き始めている。先ほどの耳鳴りはその音だったのだろうかと、そんなことを考えた。

　豊花は俯うつむいて、唇くちびるをへの字に結んでいた。不平不満が蓄ちく積せきし、いつもの豊花なら怒おこり出しているところだが、暴れたいのにエネルギーが足りないのだろう。豊花の唇が動き、また「そんなの、やだ」と呟いたようだったが、廊下からの物音で京介の耳にははっきりと届かなかった。

　本家上層部が決めた事こと柄がらを、京介も大喜びで受け入れる気持ちはなかった。だが異存を唱えたところで、他ほかにどんな手段がとれるのか、全く見当がつかなかった。何も考えられず、眠ねむることすらできないこんな自分に、何ができるのだろう。

　鍵かぎとメモをポケットにしまい、京介は豊花に言った。

「お前、眠った方がいいんじゃないのか」

「まだ夕方だもの」

「でも、疲つかれているように見える」

「あんたに言われたくないわよ」

「ちゃんと寝ねて、ちゃんと飯も食えよ。退院しても……おれがいなくても」

　豊花が洟はなをすすり、唇から脆もろい嗚お咽えつを漏もらし始める。昼に病院食を摂とったくらいでは、泣き声を上げるカロリーにもならなかったらしい。

　手を伸のばした豊花が、京介の学生服の裾すそを摑つかんだ。摑んで何度か引っ張ってきたが、少しも握あく力りよくは感じなかった。その手を見つめ、京介は言った。

「側そばにいてやろうと思ったけど、やっぱりお前も、しばらくはおれの近くにいない方がいい」

「やだ」

「構成員は無関係な他人を殺さないかもしれないけれど、妨ぼう害がい者しやは殺すって言っていただろう」

　だから昨夜、礼子は豊花を斬きった。京介はそれ以上は口に出さなかった。豊花も何も言わずに、粒つぶの小さな涙なみだを流していた。

　京介は床ゆかに置いた紙かみ袋ぶくろの中からタオルを出し、豊花の顔に押しつけた。

「事件が終われば、また今まで通りの生活に戻れる」

　自分で口にしておきながら、京介はその言葉に少しも希望が見えないことを感じていた。

　事件が終わった時、本当に今まで通りの日常が戻ってくるのか。




　この学校の生徒は、何を目指し、何を望んで通学しているのか。

　そんな問いかけを自らに投げつけながら、風紀委員塩しお原ばら友とも子こはシャープペンを動かす。風紀委員会準備室の時計は、冬季期間の下校時刻、午後五時を示そうとしている。窓の外には、晩秋のどこか寂さびしげな夕暮れ空が見えている。日中にはうるさいほどに満ち溢あふれていた生徒の賑にぎわいは、校舎からも校庭からも拭ぬぐい去られたように消えていた。

　暖だん房ぼう器具のない準備室の中で、現在作業をしている委員は塩原一人だけ。先日、足の指にしもやけを作った塩原は、上うわ履ばきの先を揺ゆすって寒さを堪こらえていた。他の委員は仕事を放ほう棄きしてとっくに下校しており、委員長の長谷はせ常つね彦ひこは、推すい薦せん入試の件で一時間ほど前に進路指導室へ呼び出されたきり戻もどってこない。準備室には塩原がペンを動かす音だけが、小さく細かく響ひびいている。唐とう突とつに空むなしさを感じ、塩原は手を止めた。ペンの跡あとで汚よごれた指の側面に目をやり、静かに項垂うなだれる。きっちりと編まれたお下げ髪がみが揺れた。

　風紀委員の今日の仕事は、ここ一ヵ月分、全校生徒の遅ち刻こく欠席数の統計を取ることだった。塩原の机の上には、全学年全学級から借り出してきた出席簿ぼが、山のように積まれている。作業はまだ三分の一ほどしか終わっておらず、このペースではあと二、三時間はかかりそうだった。

　どの学年もどのクラスも、誰も彼も遅刻や欠席が多すぎるせいだ。塩原は歯は軋ぎしりをした。数字が全すべてゼロならば、どんなに作業が楽なことか。それなのに十だの二十だの五十だの。委員長の長谷は「寒くなるにつれて出席状じよう況きように乱れが生じるのは、毎年のことなのだ」と最初に言っていた。十一月の時点でこの数字は序の口、冬が深まり来年の春にかけて、遅刻及および欠席者はまだまだ増え続けるはずだと言う。

　弛たるんでいる。口の中で重々しく呟つぶやき、塩原は次の出席簿を手に取る。みんな弛みすぎだ。私たちは未来の明るい日本を担になう清く正しい勤勉学生。十代の半ばからこんな生活態度でどうするというのだ。私はどんなに寒かろうと毎朝六時には起き床しようをし、どんなにしもやけが疼うずこうと、遠赤外線使用の特製ソックスを履はきたいところをぐっと我が慢まんし、校則で定められている靴くつ下したで登校する。自分自身に対して心の中で小さな称しよう賛さんを送り、塩原は出席簿を開いた。

　途と端たん、露ろ骨こつに顔をしかめる。何てことだろう。この生徒、ひと月の間に遅刻をしなかった日が一度としてない。これが病弱な生徒であれば、備考欄らんにそれなりの理由が記述されるはずだが、この生徒の遅刻理由は全て「寝ね坊ぼう」。今日は欠席したようだが、教員が記した理由は「不明」。つまり無断欠席。

　信じられない、誰だれですかこの馬ば鹿かは。生徒の名前を確かく認にんし、塩原は更さらに表情を歪ゆがめ、ついでに頭を抱かかえた。その生徒は塩原と同じ一年六組の男子生徒、一条京介だった。

　出席簿を投げ出し、塩原は机に額を一発、打ちつけた。

「知っています、ええ、知っています。一条君は昨日も一昨日おとといもその前もずっとずっと遅刻しています。今日だってまる一日、学校に来やしませんでした」

　額を二発打ちつけて、塩原はひとり言を吐はいた。無断欠席はいけないと何度も何度も注意しているのに。家族からも注意してもらおうと、塩原は今日の昼休みに一条京介の双ふた子ごの妹に会いに行った。しかし一条豊花の方も欠席をしていた。

　ひょっとして、家の中で伝染病でも発生して家族全員倒たおれているのでは。塩原は公衆電話から一条京介の自宅へ電話をかけたが、恐おそろしい声の男が出て「今ものすごく忙いそがしいんだ、話しかけるな」と怒ど鳴なられてしまったのだった。額で三発机を鳴らし、塩原は膝ひざを苛いら立だたしげに揺する。わからない。わかりたいのに全然わからない。一条京介も、家族も全て。

　顎あごを机の上に載のせ、塩原は天てん井じようを睨ねめ上げた。私は何か、大きなことを忘れているような気がする。塩原は呟いた。昨晩、私は一条君や妹さんに会わなかっただろうか？　妙みように曖あい昧まいな昨夜の記き憶おくが、塩原は気になっていた。だからそれを確認するためにも、今日は一条兄きよう妹だいに会いたかった。彼らと共に入ったどこかの建物で、見知らぬ人から塩原は心が痛むようなことを言われた気がしてならなかった。

　あれは男だったか、女だったか。男だったような気がする。男は塩原に言ったのだ。君の想おもいは──。

　と、その時、準備室の扉とびらがノックもなしに突とつ然ぜん開かれた。長谷が戻って来たのだろうかと、塩原は顔を上げた。しかし扉の隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは、数名の女子生徒だった。

「やだ、違ちがうじゃない」

　女子生徒たちは塩原を見ると、何がおかしいのか、顔を見合わせて笑った。

「だって声がしないから、誰もいないと思ったんだもん」

「だから、空き教室じゃないと駄だ目めなんだってば。準備室は空き教室じゃないでしょうが」

「他ほかにどこかなかったっけ？」

「第二校舎の二階に、確かあったよね」

　扉を勢いよく閉めると、楽しげな声を上げて女子生徒たちは廊ろう下かを去っていた。塩原は口を半開きにしたまま、声と足音が消えるのを茫ぼう然ぜんと待った。

　数秒後、茫然としている場合ではなかったと、塩原は猛もう然ぜんと気づく。今の女子生徒たちは人のいない教室を探しているようだったが、空き教室の無断使用は校則で禁じられているのだ。注意をせねばと思ったが、もうどこかへ行ってしまったことだろう。再度項垂うなだれ、塩原は机に額を四発打ちつけた。硬かたい音がただひたすらに空むなしく響いた。

「塩原君よ、一大事だ」

　再び準備室の扉が、ノックなしで勢いよく開いた。騒そう々ぞうしい声と共に入室してきたのは、委員長の長谷だった。何かあったのか、長谷の眼鏡めがねはいつも以上に強く眩まぶしく輝かがやいていた。

「どうかしたんですか、委員長」

　顔を上げた塩原は、額をさすりながら張りのない声で応じた。

「推薦入試対策の面接練習で、やっと合格点がもらえたんですか。よかったですね。やっぱり、ひとつの質問に対して二時間近く延々と答え続けるのがよくなかったんでしょう。面接は演説じゃないんですから、入試本番では気をつけて下さいよ」

「おお、進路指導室で言われた台詞せりふをそっくりそのまま再現したな、塩原君。見事ではあるが、話は別だ。一大事だと言ったのはそのことではない。──校内が今、微び妙みようなピンチに陥おちいっているのだよ」

　長谷は空いていたパイプ椅い子すに座ると、椅子ごと塩原の方へ詰つめ寄った。床ゆかと椅子の脚あしがこすれ、耳みみ障ざわりな音が準備室を満たす。

　長谷の言葉が理解できず、塩原は問い返した。

「ピンチってどういうことですか。まさか、虹原燃料店との関係がこじれて、灯油の料金を値上げされたとか……」

　塩原ははっとなり、椅子から立ち上がった。

「それは確かに一大事です。経費を惜おしむ我が校職員会議のことですから、入手できる灯油の量は激減します。各教室の暖だん房ぼう器具の使用は制限され、凍こごえた生徒はカイロや湯たんぽを持ちこむ。そのどさくさに紛まぎれて、ライターや火か炎えん放射器などの火器を携けい帯たいする不良生徒が激増する……。大変危険です、委員長。今すぐ、冬季限定火気警けい戒かい装備の発令をして下さい」

「落ち着きたまえ、塩原君。そうなれば確かに各教室が大ピンチだが、そうではないのだ」

　塩原に座り直すよう目で合図をしてから、長谷は指で眼鏡を押し上げる。

「微妙なピンチになっているのは各教室ではなく、ある空き教室のことだ。塩原君、ここ最近、生徒の間で『不思議な空き教室』と囁ささやかれている噂うわさ話ばなしを、耳にしたことはないかね」

「『不思議な空き教室』？」

　長谷の問いに、塩原は率そつ直ちよくに首を捻ひねる。聞いたこともない言葉だった。

　このところ生徒の間で話題になっていることといえば、この間日本一になった野球チームのこと。その関係から、駅前の百貨店で来週までバーゲンセールが行なわれていること。気の早い者は来月に迫せまったクリスマスの企き画かくに盛り上がっているし、もっと気の早い生徒は冬休みの計画をすでに立て始め、旅行雑誌などを教室で広げている。それらイベントの前に待ち受けた期末試験の話題に触ふれる者は、ごくごく少数。塩原が把は握あくしているのはそのくらいだ。

　しかしそこで塩原は、長谷の前に準備室の扉を開けた無礼な女子生徒たちのことを思い出した。あの女子生徒たちは、確か空き教室を探しているようだった。だがそれが長谷の持ち出した話と関係あるかどうか、まだわからなかった。

　何も知らないことを態度で示した塩原に、長谷はゆっくり頷うなずいた。

「私もこの話はついさっき、進路指導室からの帰り道に、廊下で騒さわいでいる生徒から偶ぐう然ぜん聞いたのだが……」

「委員長、怖こわい話はやめましょう」

　椅子から腰こしを上げ、塩原は長谷に向かって両方の手のひらを突つきつけた。

「念のために言っておきますが、怪かい談だんくらい私はへっちゃらですよ。でも、冬は勘かん弁べんして下さい。これ以上寒くなったら、しもやけが悪化してしまいます」

「いやいや、怖くはないよ。生徒たちは喜んで話していた。『神様』だと言っている者もいたな」

「……『神様』？」

　椅子に座り直しながら、塩原は眉まゆを寄せる。この高校には「魔ま女じよ」と呼ばれる双ふた子ごの兄きよう妹だいがいるが、「神様」などという大それたあだ名を、塩原はこれまで聞いたことがなかった。

「正確なところはわからないが、どうやら初めてそいつが現れたのは、今朝のことらしいな」

　椅子の背もたれに寄りかかり、長谷が話し始めた。

「三年一組のある女子生徒が、自主的な勉強のために朝早く登校した。だが利用しようとしていた図書室が、まだ開いていなかった」

「校則では、図書室の開放時間は午前八時からです。それよりも前、ということですね」

「うむ、かなりの早朝で、七時くらいだったということだ。我が校の司書はなかなかいい加減なところがあってだな、前日に図書室の鍵かぎを閉めずに帰ってしまうことが少なくないらしい。女子生徒はそのことを知っていて、度たび々たび勝手に図書室を利用していたようだ」

「何てことでしょう。司書も女子生徒も、後ほど指導しなくてはなりませんね」

「全くもってその通りだ。しかし今は話を続けるぞ」

　机の上に肘ひじをつき、長谷が塩原の方へ身を乗り出す。

「だが今朝に限っては、図書室の鍵は閉められていた。時折──まあ、本来は時折であっては困るのだが、そういうこともあるそうだ。女子生徒は仕方なく、自分の教室で勉強しようと思った。が、先客がいた。女子生徒と同じ目的で早朝登校をしたクラスメートだったそうだ」

「やっぱりこの時期の受験生は、みんな真面目まじめなんですね」

　小刻みに頷きながら感心していた塩原だが、ふと長谷の顔を凝ぎよう視しした。

「委員長も受験生ですけれど、いつまで委員会活動を続けるつもりですか」

「むろん卒業式当日までに決まっているだろう。卒業して家に帰るまでが風紀委員、という言葉を知らないのかね」

「よく覚えておきます」

「さて、話を戻もどすと」

　長谷は机をひとつ叩たたいた。

「女子生徒とそのクラスメートだが、二人とも志望大学が同じで、しかもどちらも合格枠わくの少ない学科を狙ねらっているそうだ。まあ、言ってみればライバル同士だな。それを抜ぬきにしても、両者の仲は普ふ段だんからそれほどよくなかったらしい。顔を合わせた双そう方ほうの間に気まずい空気が漂ただよい、女子生徒の方が別の場所へ移動することにした。そこで第一校舎四階にある空き教室へ入ったところ、そこにも先客がいた」

「何てことでしょう」

　塩原は長谷よりも大きく机を叩いた。

「図書室の時間外利用及および、空き教室の無断使用はどちらも校則違い反はんです。指導だけではなく、その女子生徒には罰ばつ則そくを与あたえなくてはなりません」

「またしても全くもってその通りだ。しかしやはり話を続けるぞ。空き教室の先客は男子生徒だった。特に自習をしている様子もなく、ただ窓まど際ぎわに立っていたそうだ」

「目的は十中八九、喫きつ煙えんですね。後でその教室の空気のにおいと床ゆかのごみを調べなくては……」

「男子生徒は女子生徒の顔を見ると、おもむろに話しかけてきたそうだ。君の悩なやみは何か、と」

「悩み、ですか」

　話の内容よりも、校則違反者の罰則の方へ意識がいっていた塩原だが、そこで長谷の顔を見返した。塩原は無意識のうちに、忙せわしないまばたきをした。

　塩原の視線を受けて、長谷は大きく頷うなずいた。

「妙みようであろう。カツアゲをする生徒ばかりのこの虹原高校で、赤の他人の悩みを聞いてくれる者がいようとは。尋たずねられた女子生徒も、相手の学年も名前もわからなかったこともあり、当然警けい戒かいをした。だが気がつくと、女子生徒は自分の悩みを口にしていた。受験勉強のストレス、人間関係、その他諸もろ々もろ」

「諸々……」

「そう、するとびっくり」

　長谷が両手を打ち合わせると、高い音が天てん井じように軽く跳はね返った。

「話を聞いてもらっただけで、女子生徒の悩みはすっきりと頭から消えてなくなったというではないか。気分が爽そう快かいになった女子生徒は、今までなかなか覚えられなかった数学の公式を覚えられるようになったという話だ」

「聞いてもらっただけでですか。そんなことってあるんでしょうか」

「あるかどうかはわからんよ。ただ、金も何も取らずに聞いてくれたそうだ。その女子生徒は本心から感動して、その話を友人たちに話した。噂うわさは広まり、自分も悩みを抱かかえる者、もしくは単なる野次馬が、その空き教室へ殺さつ到とうした。しかし男子生徒の姿はもうどこにもなかった」

「それで、『不思議な空き教室』……」

　呟つぶやいた塩原に、長谷が人差し指を突つき出した。

「更さらには今日の昼休み、別の生徒が別の場所──第二校舎の三階空き教室で、どうにも同一人物と思われる男子生徒に出会い、同じように悩みを聞いてもらったという話もある。そして五時間目、授業をサボった不良学生がまた、一階空き教室で男子生徒と対面したそうだ。他ほかにも今日一日で、十近い遭そう遇ぐう例がある。彼らの話を聞き、男子生徒の現れる教室を探し求める生徒が続出したが、探そうとするとなぜか出会えないようだ」

「じゃあ、さっきの女子生徒たちもその一派なのでしょうか」

　胸の前で腕うで組ぐみをし、塩原は机の表面を睨にらんだ。

「それにしても、ずいぶん色々な生徒の悩みを聞いてあげているんですね。神出鬼き没ぼつでお金はとらない、だから『神様』ってことなんですかね。でも……」

　お下げ髪がみと首を同時に傾かしげ、塩原は長谷に尋ねる。

「それって、ちょっと不思議だけれど、単なるいい人じゃありませんか。その男子生徒がいると、どうして校内が微び妙みようなピンチに陥おちいるんですか？」

「わからないのかね。これだけ噂になっているのに、誰だれもその男子生徒の素す性じようがわからないのだぞ」

　眼鏡めがねを鋭するどく輝かせ、長谷が口調を引き締しめる。

「男子生徒の容姿は、目もく撃げき者しやによって言いふらされている。身長は小こ柄がらで頭とう髪はつはくせ毛、黒いコートを着ていて、何やらぶ厚い紙の束を持っているとか言っていたな。顔がどうとか、そういった細かな情報を知っている生徒もいる。それなのに何年何組の何者なのか誰もわからない。つまり……」

「つまり……」

　足のしもやけが不意に痛んで、塩原は目を見開いた。

「本当の、神様……」

「塩原君よ、寝ね言ごとは寝て言いたまえ」

　即そく答とうした長谷が、勢いよく椅い子すから立ち上がった。

「何が神様だ、ただの部外者としか考えられないだろう。『男子生徒』と噂されているが、我が校の制服を着ていたという話はどこからも出ていないのだ。高校生くらいの年代の者が校舎内にいたせいで、誰もが生徒と勘かん違ちがいしてしまっているだけに違いない」

「じゃあその男子生徒、いえ、部外者は、校内に勝手に侵しん入にゆうしているということですよね。侵入者にしては行動が少し大だい胆たんな気もしますけれど、理由は何でしょうか」

「他人の悩みを勝手に聞き出して喜ぶ、新手の変質者ではないか。悩みが消えたというのも、単に生徒側の思いこみだろうとも。神様だか仏様だか知らないが、そんな呼び方では我々風紀委員会の目はごまかされないぞ」

　長谷は天井を指差し、言った。

「塩原君、校内特別厳げん戒かいパトロールに向かうぞ。校内にはびこる部外者をあぶり出し、寒空の下もとにぽいっと捨ててしまうのだ」

「でも、委員長……」

　出席簿ぼの統計がまだ終わっていないことを塩原は言いかけたが、長谷はまるで聞いていなかった。立てた指をぐるりと旋せん回かいさせ、準備室を猛もうスピードで駆かけ出してしまう。長谷が作った風に押され、出席簿の山は崩ほう壊かいした。同じクラスの無断欠席者の名前も、塩原の視界から見えなくなった。

　緊きん急きゆう事態は優先事じ項こう、塩原も長谷の後を慌あわてて追う。

　校舎の中ではチャイムが鳴り、窓の外では風がないていた。




　面会時間終しゆう了りようの五分前に病院を出て、京介は一いつ旦たん自宅に戻もどった。日中晴れ間が見えたのは天気の気まぐれだったらしく、日暮れ直後の空には雲が立ちこめ、街には冷たい風が吹ふいていた。今夜も肌はだ寒さむくなりそうだった。

　意識したわけではないが、帰り道、京介は人通りの多い道を選んで歩いた。道中で、何となく背後に人の気配を感じて振ふり返ったが、誰もいなかった。気配に殺気は混ざっていなかったから、石田の言っていた警護術者が早くもどこかに潜ひそんでいるのだろう。安心していいのか、余計に不安になったのか、京介はよくわからなかった。自分の心に耳をすませてみても、ただざわついた音が聞こえるだけだった。他に自分を追う気配は、今のところ感じなかった。

　自宅はいつもの夕方のように、誰もいなかった。いつものように散乱している玄げん関かんを抜ぬけ、用事はなかったが、台所に足を踏ふみ入れた。ここでのんびりしている時間はないはずだったが、つい、いつもの習慣を踏んでしまった。

　冷蔵庫の扉とびらには父親の筆ひつ跡せきで、「早く帰ってこい」と記されたメモが貼はってあった。父親は今、どこにいるのだろう。さすがに豊花が入院した日に雀ジヤン荘そうやパチンコには行かないだろうから、その辺の店で早めの晩ばん酌しやく中か。そこまで考えて、京介は気がついた。メモの主も含ふくめ、この家には帰ってこない人間が何人もいる。これじゃ誰宛あてなのかわからない。ひとり言を呟いて、京介は意味もなく冷蔵庫を開けた。中身はほぼ空っぽで、白い冷気だけが薄うすく漂ただよってきた。しばらくぼんやりと冷気を眺ながめていたが、寒くなってきたので扉を閉めた。

　その後、自分の部屋に行き、押し入れを探さぐった。大きめのスポーツバッグが見つかったので、引っ張り出す。次に、簞たん笥すに入っている衣類を全すべてバッグの中に放ほうりこんだ。簞笥の隅すみに矯きよう正せい術者専用の黒マントなども見つかり、要不要を考えかけたが、面めん倒どうくさかったので何も考えずにバッグへ押しこんだ。もともと衣類を多く持っていない京介の簞笥は、すぐに空になった。

　石田からは学業に専念しろと言われたものの、転居先で自分が勉強している姿は、少しも想像できなかった。だが、教科書などもとりあえず持っていくことにする。ほとんどの学習用具は教室に置きっぱなしにしてあるので、部屋から持ち出す量は大したことがなかった。棚たなの中も空になった。

　バッグにはそれでもまだ空きがあった。他ほかに何かないかと、京介は部屋を見回した。惰だ眠みん以外にこれといった趣しゆ味みのない京介には、手元にないと困るものは何もなかった。

　埃ほこりの転がる床ゆかに視線を投げかけた時、家のどこかでかすかな物音が響ひびいた。乾かわいたその音は、忍しのび寄るような人の足音にも聞こえた。京介はそのままの姿勢で、無意識に息を殺した。これまで虚きよ脱だつに近い状態にあった警けい戒かい心しんが、体の奥で揺ゆれ始めた。

　時計の秒針が無関心に動いていた。十秒が経たち、二十秒が経過した。一分が過ぎ、家の外から近所の子供の笑い声と、自転車のベルの音が聞こえた。止めていた呼吸を、京介はため息と同時に戻した。何も起こらない。何も起こらなかった。さっきの物音は、柱か床板が自然に軋きしんだだけだろう。なんだか疲つかれるなと、京介は床の埃をそっと蹴けった。

　最後にバッグの中へ学生鞄かばんもつっこんで、肩かたにかけた。布で包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝を片手に持ち、足早に部屋を出ようとして、京介はふと立ち止まった。部屋の中を振り返り、隅にある机に目をやる。机の引き出しには触ふれていないことに気がついた。

　そこにも大した物が入っていないことくらい、自分でよくわかっていた。わかっているが。何度か呼吸を繰くり返した後、京介はゆっくりと机に歩み寄った。

　引き出しを開けると、奥の方に小さな金属が転がっていた。指先でつまみ、手のひらの上に載のせた。片耳分しかない水色のピアスは、二年前に豊花から受け取ったものだ。砂島礼子の形見として、葬そう式しきの日に遺族から譲ゆずってもらったと豊花は言った。あの日火葬された礼子の遺体は、団体が作った複製体。それを知らない礼子の母親は、今月の末に礼子の法事を行なう予定だと、先日京介の家に連れん絡らくをしてきた。

　ピアスをつけ始めた理由を、以前本人に何となく聞いてみたことを思い出す。たまたま通りかかった店で商品を見て、一ひと目め惚ぼれしたから。彼女は朗ほがらかにそう答えた。親に怒おこられるかもとか、校則違い反はんになるかもとか、あまり考えなかった、だって好きになったものはどうしようもないし。だから大だい丈じよう夫ぶ、と彼女は手を差し伸のべた。他人と少し違ちがうとか、うまく喋しやべれないから一いつ緒しよにいてもつまらないんじゃないかとか、気にしないで。私はありのままのあなたが好きだから。そう言った。温かい手だった。

　小さな痛みを感じて、京介は自分の手のひらを見た。知らず知らずのうちに、ピアスを握にぎりしめていたらしい。金具の尖とがった部分が皮ひ膚ふを突つき刺さしていた。

　血が滲にじんでいた。




　　　　＊




　ずいぶん冷たい人だな、というのが彼に対する砂島礼子の印象だった。性格がというよりも、体温が。指も唇くちびるも体も、初めて触れた時は素す直なおにぎょっとしてしまうくらいに冷たかった。

　中学の保健体育の授業で、人間の体温について学んだことがあった。人間にはそれなりの正常体温があって、そこから一度でも下がると新しん陳ちん代たい謝しやが不活発になるとか。更さらに下がっていけば、低体温という症しよう状じようすら超こえて、生命活動そのものが限界を迎むかえてしまうらしい。それが何度だったか詳くわしい数字は忘れてしまったが、この人はきっとぎりぎりの体温で生きているんじゃないかと、礼子は時々思った。本人はあまり危機感がないらしく、いつもぼんやりと空を見上げて欠伸あくびをしていた。

　そんな冷えきった彼も、礼子が触れるようになり、少しずつ温かくなっていくようだった。礼子は嬉うれしくなった。こうしていくことで、この人の健康はわずかばかりでも維い持じされるのではないだろうか。いいことをしたと思った。こんな自分のちっぽけな体温でも、誰だれかのためになっている。そう思うと、無む性しように嬉しかった。

　ああ、だけど今の私の手では駄だ目めだ。自分の右手を顔の前まで持ち上げて、礼子は重い息を吐はく。こんなに赤く染まって、骨まで飛び出してしまっている手では。こんなに壊こわれているのに、礼子の手は寒さで震ふるえていた。こんなに壊れているのに、自分の体はまだ生きようとしていた。

　手を持ち上げることに疲れ、礼子は肘ひじの先から力を抜ぬいた。白い地面の上に、片かた腕うでが音を立てて落ちる。頭上に広がる暗い夜空からは、何時間も前から雪が降り続いていた。地面の上にも礼子の上にも、雪が厚く積もっていた。

　そこら中に、黒い煙けむりを上げた乗用車やトラックが横転していた。降雪スリップによる玉突き事故。ここはその現場だ。あちらこちらで大きな炎ほのおが揺らめいていた。それでも寒かった。炎の上にも雪はしんしんと舞まい落ちる。火が爆はぜる音以外、礼子の耳には何の音も聞こえなかった。

　礼子のいる位置から少し先に、小さな女の子が倒たおれていた。礼子の乗ったバスで、前の席に座っていた小学生だ。バスが横転した時、礼子と共に割れた窓から外に投げ出された。小学生は弱々しい泣き声を放って四し肢しを震わせていたが、しばらく前からもう動かなくなっていた。到とう着ちやくが遅おくれているのか、それともまだ通報されていないのか、救急車や消防車はいつまで経たっても現れなかった。

　それにしても寒い、と、仰あお向むけに倒れたまま礼子は改めて思った。雪が見たくて来た旅行なのに、今は雪に腹が立つ。北国の冬が寒いのは十分承知している。虹原市に転校する前には何年か住んでいた場所だから、冬季の厳しさは経験ずみでもある。

　だが。睫毛まつげの上に落ちた雪の塊かたまりに、礼子は押し潰つぶされるほどの重い錯さつ覚かくを抱いだく。真冬の夜の道路に何時間も放ほうり出されて、延々と雪に晒さらされるという経験は、今までなかった。しかも串くし刺ざしの状態で。破損したバスの車体の一部が、礼子の腹を貫き、地面に固定していた。これがなければ、起き上がって助けを求めに行けたかもしれない。それが無理でも、火の側そばまで這はって行き、寒さを凌しのげただろう。腹の傷は見た目にはひどかったが、痛くなかった。痛覚は少し前から唐とう突とつに働きをやめていた。こんな状態でぜん息の発ほつ作さが起きたら更に大変だと礼子は憂うれえていたが、冷えきった気管や肺からは咳せきすら出てこない。ただただ寒くて、仕方がなかった。

　ふっと、一いつ瞬しゆんだけ礼子は眠ねむ気けを感じた。体の震えが止まり、寒さが和やわらいだ。ひょっとするとこれって。視界に混じる雪を眺ながめながら、礼子は考えた。雪山が舞ぶ台たいのドラマなんかでよくある台詞せりふ、眠ったら死ぬぞ、あの世界じゃないのかな。……そうか、体が冷えてくると人は眠くなるのね。京介君がいつも眠そうなのは、もしかして体温のせいかな。ああ、きっとそうだ。大発見だ。

　でもこれは、眠いというよりも意識がなくなりかけているという表現の方が、断然近い。こういうのは、あまり体によくない気がする。京介君、大だい丈じよう夫ぶかな。今も寒そうにしていないかな。

　あはは、と礼子は乾かわいた声で笑ってしまった。腹に刺さった金属が、合わせて動いた。脳のう味み噌そが凍こおって狂くるってきたのだろうか、おかしくもないのに笑いが出る。自分の命が危ないというのに、さっきから他人のことばかり考えている。自分の心配をしないと。心配なんかしない、私は助かる。お土産みやげを買ってちゃんと帰って渡わたして、年賀状を書いて、初はつ詣もうでに一いつ緒しよに行って、三学期。また春が来て、今度は同じクラスになれるといい。その次の春には、同じ高校に毎朝一緒に通う。色んなことが、この先も待っている。でも色んなことを強ごう引いんに押しつけると、豊花の態度と変わらなくて疲つかれさせてしまう。だから加減が必要。放っておくと枯かれてしまうし、度を超すほど構い過ぎるとやっぱり枯れる。あはは。あの人は扱あつかいが難しい観葉植物みたいだ。だけどその加減を考えるのが楽しかったりもするんだ、すごく。すごく。

　楽しいじゃない、これからも私の人生は。礼子はもう一度笑った。楽しい、だからこんなところで死にたくない。だって死んだらもう会えなくなる。温めてあげられなくなる。頰ほおを伝った涙なみだが温かくて、礼子はもっと泣こうと思った。そうすれば体も温まって、雪も溶とけて、死なないですむかもしれない。

　鼓こ膜まくまで凍りつき始めていた礼子の耳に、かすかな音が聞こえてきた。雪を踏ふみしめて誰かが近づいてくる音だった。救助にしては、やけに落ち着いた足音だ。足音は礼子の真横で止まった。

　あなたみたいな若い人がもったいない。礼子を見下ろして、相手はそう言った。相手はある団体から来た勧かん誘ゆう員いんだと名乗った。そして礼子を助けてくれると言った。

　私のこの手、治る？

　勧誘員に礼子がまっ先に尋たずねた問いは、それだった。




　　　　＊




　他ほかにだって聞くことがあっただろうに。

　二年も前のことを思い返し、砂島礼子はつい苦く笑しようする。あの日のことは恐おそらく一生忘れられない。忘れられないが、なるべく記き憶おくの底に封ふうじこめるようにはしていた。あんなに心の弱った自分の姿は、できるだけ振ふり返りたくない。だが、今夜はあの日のような寒さだから、つい思い出してしまった。雪こそ降っていないが、街には凍こごえるほどの風が吹ふいていた。

　あの時。暗い夜空を見上げ、礼子はふと考えた。いつか知人を殺害する任務が下るかもしれないと言われていたら、勧誘員の誘さそいを受けていただろうか。あの頃ころは、人の心がいくらでも冷たくなれるということを知らなかった。体温みたいに、いくら冷たくなっても死んだりはしないんだということも知らずにいた。そこまで考えて、礼子は思考を中断させた。

　あの日のように、自分の目の前に右手を挙げてみる。団体からの支給品である白い手て袋ぶくろを外した。見た目には事故に遭あう前と変わらない、傷ひとつない自分の手が現れる。事故に遭う前とは変わってしまった、「殺し屋」の手が。

　足元から、低い唸うなり声が聞こえた。大きな犬が一匹ぴき、礼子を睨ねめ上げている。毛並みの悪い犬で、首輪もしていなかった。両目が濁にごり、口元からは粘ねん度どの高い唾だ液えきを垂れ流している。狂きよう犬けん病にかかりかけた野犬、そんなところだろうか。礼子の立っている場所の奥に生ごみの集積所があり、犬は進行方向を遮さえぎる人間が邪じや魔まで仕方がないようだった。

　犬が一ひと際きわ大きく唸り、牙きばをむいた。礼子は片手に持っていた長い鉄製の棒を振り上げた。犬が断だん末まつ魔まの声を放つ時間はなかった。団体から支給された武器は、一いち撃げきで犬の体を両断した。

　武器についた血液を振り払はらい、礼子は死し骸がいに背を向ける。

　私はこの手であの人を殺す。

　そう呟つぶやいて、手袋をはめ直す。

　そう呟いて、歩き出す。




　気配はひとつ。歩調が悠ゆう然ぜんとしているわりに、歩ほ幅はばは結構広い感じがするから、身長がそこそこあるのだろう。性別は多分男。足音に乱れや迷いはなく、こういった仕事に慣れた人間なのかもしれない。背後にいるらしい警護術者に対し、気配と足音から京介が想像できたことは、そのくらいだった。

　自宅から指示された転居先までの道のりも、警護術者はしっかりと京介について来ていた。それは決して鬱うつ陶とうしかったり、威い圧あつ的な気配ではなかった。京介は喧けん嘩かを売りたがる不良学生の尾び行こうには慣れているので、背後の気配をそこそこ察することができる。現在京介の後方数メートルの位置にいるらしい警護術者の存在は、こちらが感覚を研とぎ澄すまさなければわからないほどであった。

　転居先は、駅前の大通りから脇わき道みちを一本入ったところにある、住宅街の一画だった。レンガ模様の外がい壁へきの古いマンションだ。ごくシンプルな直方体の建物で、周囲は大きな倉庫と車の姿が一台もない月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じように囲まれていた。

　京介はマンションの真下で足を止めた。全すべて南の方角に向いたベランダの数を、ざっと数えてみる。構造は十二階建て、一階当たり五世帯ほど入っているようだった。術者専用の集合住宅で、居住権は上層部の人間にしかなく、矯きよう正せい術者が住めるほど家賃は安くない。建物の説明を、京介はひとつひとつ思い出す。そして最後に、ここは常時強度結界仕様。

　術による結界作用には様々なパターンがあるようだが、本家が付属施し設せつに対して多く施ほどこすものは、立ち入る人間を「血」で判別して遮しや断だんするタイプであるらしい。光流脈使いの血を引く人間でなければ、結界の先に進めない。遮断された者は、そこに建物があると認にん識しきできなくなったり、あるいは足を踏み入れる意思が喪そう失しつするなどして、自然に撤てつ退たいさせられるという。

　そういった意味では、本家が術者同士の婚こん姻いん以外を認めていないという規則も、少なくともこの施設内では筋は通る。生まれてくる子供に術者能力が遺伝するしないにかかわらず、「血」が異なる人間同士では、まず共に住むことができないだろう。

　ひとつだけため息をつき、京介は玄げん関かんに向かって歩き始めた。自動ドアの入り口をくぐった時、マンションの名前を記すものがどこにもなかったことに、ふと気がついた。

　自動ドアの先はすぐにエレベーターホールに繫つながっていて、管理人室の類たぐいは見当たらなかった。エレベーターの脇には、制服の警備員が立っていた。本家から派は遣けんされたと思われるその大おお柄がらな男は、京介を一いち瞥べつしてふんと鼻を鳴らした。こちらは学生服に、修学旅行か家出のような荷物。どう見ても上層部の人間には見えなかっただろうが、新しい転居者の情報くらい、この警備員にも伝わっているのだろう。警備員は鼻を鳴らしただけで、特に殴なぐりかかってくることはなかった。

　警備員の体格も視線も、迫はく力りよくでいえば石田の方が上回っている気がした。石田は副家長よりも、こっちの職の方が合っているのではないかと思いつつ、京介はエレベーターに乗った。エレベーターの扉とびらが閉じると、警護術者の気配も感じなくなった。

　メモに記されていた１００５という番号の部屋は、十階の廊ろう下かのつきあたりにあった。京介がポケットから鍵かぎを出し、鍵穴に差し入れるのと、隣となりの部屋のドアノブが忙せわしなく回って扉が開かれたのは、ほぼ同時だった。

　隣りん室しつから出てきたのは、片手に半はん透とう明めいの大きなごみ袋ぶくろを持った中年女性だった。赤茶色のカラーリングをした髪かみにはきついパーマ、毛玉の目立つセーターの前にまっ赤なエプロンをかけていた。京介の自宅近所でもよく見かけるタイプのおばさんだが、こんな部屋から出てきたということは、この中年女性も術者の血を引いていて、しかも上層部の関係者ということになる。

「あらあら、まあまあ……」

　相手は京介の顔を見るやいなや、なぜか頓とん狂きような声を上げた。京介が黙だまって会え釈しやくをすると、何を勘かん違ちがいしたのか、中年女性は健康サンダルの底を鳴らしてごみ袋ごと歩み寄ってきた。

「あなた、お隣に引っ越こしてきたの？」

　廊下中に響ひびくほどの声で、中年女性が尋たずねた。京介が「はい」と答えると、答え終わらないうちに、中年女性は「あらー」と叫さけんだ。そして好こう奇き心しんの強そうな目を見開き、実に気軽な手つきで京介の肩かたを引っぱたいてきた。

「あらあら、じゃああなたが、今、上層部の間で話題の術者なの？　なんだか変な人に命を狙ねらわれてるんでしょう？　あらまあ、そうなの。大変ねえ。それで、ここに一人で住むんでしょう？　若いのに偉えらいわねえ」

「普ふ通つうです」

「あらまあ、青白い顔しちゃって、ちゃんとご飯食べてるの？　いっぱい食べて、その変な人なんか、術でばしっとやっつけちゃいなさいね。二丁目のお肉屋さん、メンチカツがおいしいのよ」

「はあ……」

「それからお野菜は、角の『八百やお虹にじ』さんで買いなさいね。あそこは全部、無農薬野菜だからね。いい？　術者は体が資本なんだから、食生活には注意するのよ。若いからって、お菓か子しばっかり食べていたら駄だ目めよ」

　中年女性は一方的に会話を締しめ切ると、踵きびすを返してエレベーターの方へ歩いていった。

　一いつ瞬しゆん、何のためにここへ引っ越してきたのかがわからなくなった。京介はため息をつき、鍵を回した。肉屋と八百屋の情報に、食生活には気をつける。申し訳ないが、今はそれどころではなかった。廊下の寒さが身に沁しみてきて、早く中に入ろうとドアノブに手をかけた時、背後から声がした。

「そうそう、前にその部屋に住んでいた人はね……」

　振ふり向くと、さっきの中年女性が立っていた。ごみ袋を持ったまま、中年女性は少し厭いとわしそうな、だが嬉うれしそうな、どこか妙みような表情を浮うかべていた。

「本家のお偉いさんだったんだけれどね、ちょっと前に悪いことをして、処しよ罰ばつされちゃったのよ」

　京介の耳元に口を寄せ、声を潜ひそめているくせに結構な大声で、中年女性が言った。

「それで、本人は術者能力と記き憶おくを封ふう印いんされて、ご家族もここには住めなくなっちゃったの。今その人がどこにいるか、あなた、ご存じ？」

「さあ……」

　京介は短く答えた。京介としては前の住人の噂うわさなどどうでもよく、さっさと部屋に入りたかったが、中年女性は楽しそうに微笑ほほえみ続けた。

「それがね、『灯とう台だい』らしいわよお」

　ごみ袋をがさっと鳴らし、中年女性が瞳ひとみから小さな光線を放った。

「もちろん、本当の意味での灯台じゃないわよ。隣町の海辺にあるからそう呼ばれているだけで、本家の施し設せつの一種よねえ。術者能力を封じられると、後こう遺い症しようでね、普通の生活を送れなくなっちゃう人がたまに出てくるの。灯台はね、そういう人たちの収容所なんですって」

「そうですか」

「そうなのよ。ほら、光主の娘むすめで深しん廉れん寺じ華か奈なって人がいたでしょう？　あの人も色々問題を起こしたから処罰されて、それで今は廃はい人じんみたくなっちゃって、灯台にいるらしいわよ。灯台は岬みさきの端はしにあって、眺ながめはいいって噂だけれど、眺めも何も、収容されている人にはもう関係ないわよねえ。本当、悪いことはできないわねえ」

　中年女性はまた一方的に会話を終しゆう了りようさせ、一人でうんうんと頷うなずきながら去っていった。京介は改めてため息をつき、肺の空気を入れ換かえて、扉を開けた。

　玄げん関かんに足を踏ふみ入れると、乾かわいた空気が鼻先に流れてきた。靴くつを脱ぬぎ、塵ちりひとつない細長い廊下を進む。廊下の途と中ちゆうには扉が四つあり、洋室がふたつと、トイレと浴室があった。洋室にはどこかのモデルルームのように、カーペットやベッドが整然と配置され、浴室の方にもどこかのホテルのように、必要な品々が完かん璧ぺきに揃そろっていた。

　廊下の先の部屋はリビングとダイニングを兼かねた空間らしく、フローリングの床ゆかが何メートルもだだっ広く続いていた。正面にはベランダに続く大きな窓があり、レースのカーテン越ごしに暗い夜空が透すけていた。照明のスイッチを入れると、左手にやたらと立派なシステムキッチンが、反対側には和室に至る襖ふすま戸どが見えた。部屋の隅すみ々ずみに、淡たん泊ぱくなまでに無む臭しゆうの空気が敷しき詰つめられている。その中に、前の住人のにおいは全く感じられなかった。

　京介はしばらくリビングの入り口で茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたが、荷物を引きずって廊ろう下かを引き返した。玄関から遠い方の洋室を選び、とりあえずそこに荷物を置いた。

　床に、時計と救急箱が並べられていた。どちらも新品で、救急箱の中身は本家の医務室あたりから支給されたのか、やけに高価そうな湿しつ布ぷや消毒液、錠じよう剤ざいの睡すい眠みん薬やくなどがおさまっていた。ベッドの上にはビニール袋ぶくろで包装された枕まくらとシーツと毛布が積まれてあったので、それを開けた。寝ね心地ごこちのよさそうな寝しん具ぐを眺めていても、やはり眠ねむる気は湧わいてこなかった。もちろん、睡眠薬の方に手をつける気もなかった。

　部屋の窓から外を見た。虹原の街並みが見下ろせるが、夜景と呼ぶにはこの街の光はやや寂さびしい。観賞する気分でもなく、京介は窓の真下に視線をやった。前の道を往来する人の流れが見えた。街灯に照らされた道の上に、立ち止まっている影かげはなかった。

　やることがないので、リビングの方へ戻もどった。喉のどの渇かわきを覚え、キッチンへ向かう。壁かべ際ぎわには自宅のものより一回り大きな冷蔵庫があり、横の棚たなには新品の炊すい飯はん器きや食器類が並んでいた。冷蔵庫の扉とびらを開けてみると、様々な食品がずらりと収められていた。この部屋の準備は本家の職員が命じられてやったのだろうが、これが親切なものなのか気き詰づまりなものなのか、京介にはもう判断がつかなくなっていた。ミネラルウォーターのペットボトルを一本取り、キャップを開けてそのまま水を飲んだ。

　静かだった。自分以外に誰だれもいないのだから当たり前かもしれないが、隣りん室しつや上の階の物音も、屋外の風の音も何も聞こえなかった。壁や床が防音性に優すぐれているのかもしれない。できるだけ静かに生活したいと、京介は今まで思っていた。だったらここは、最高の環かん境きようだろう。ほぼ完璧に近い無音に包まれているのだから。それなのに、少しも安あん堵どできないことが不思議だった。

　リビングの隅すみにテレビがあった。観みたい番組はないが、他ほかにやるべきことが本当に何も思いつかない。京介はペットボトルを冷蔵庫に戻し、キッチンから出た。そこで初めて、リビングの床の中央に、細長い物体が横たわっていることに気がついた。

　身長ほどの長さの何かが、和紙に似た紙で幾いく重えにも包まれていた。見た目で何となく想像はついたが、紙を開いて出てきたものは、予想通り長い木の杖つえだった。術者の必ひつ須す携けい帯たい術具のひとつ、玲れい洗せん樹じゆの枝だ。

　前の住人の置き忘れだろうかと思いかけて、京介は眉まゆを寄せる。和紙に包まれていた杖は、完全な漆しつ黒こく色をしていた。普ふ通つうの術者が通常使用する術具とは、わずかに異なる色。確かに異なるものだ。以前にも手にしたことがあるので、すぐに思い当たった。今京介の手の中にあるものは、古代術専用の術具だった。

　本家の施設内で保管されているものが、どうしてこんなところにあるのだろう。理由を考え始めた途と端たんに、鼓こ動どうがわずかな乱れを生じる。術具を包んでいた和紙の間に、折り畳たたまれた用紙が入っていた。ワープロの文字で、本家の術具管理部の署名があった。

　用紙には事務的な文体で、上層部会議の結果、この術具を一条京介に携帯させることが決まったという旨むねが記されていた。万が一の場合は古代術で団体構成員を攻こう撃げきせよという言葉で、申し送りは締しめられていた。手の中で用紙がかすれた音を立てた。

　攻撃か。

　京介は口に出して呟つぶやいてみた。攻撃せよ。組織はいつでも命令形でものを言う。それは仕方がない、自分は地位的には最下層の矯きよう正せい術者なのだから。遠峰秋一からは、躊ちゆう躇ちよしないで殺せと命令された。……だから、誰が、誰をだよ。京介は用紙を握にぎりしめた。

　いくら力の使用が可能な人物でも、地位も判断能力も低い術者にこんなものを持たせたら危険だと、上層部の連中は思わなかったのだろうか。一条京介が構成員の側に寝返って、本家を潰つぶすという可能性を少しも考えなかったのだろうか。丸めた用紙を床に放ほうり、京介は首を横に振ふる。きっと考えなかったのだろう。現にこうして、当の本人だって考えていないのだ。先のことなんて、何ひとつ考えられない。

　どうしてこんなことになるんだろうと、豊花が病室で喚わめいていた言葉を、静かに吐はく。自分の声が、人工的な静せい寂じやくの中にすぐに飲みこまれて消える。

　こんな部屋、来なければよかったと思った。けれども今の自分は、他に居場所がないこともわかっていた。




　病院の夕食は、昼食同様に質素なメニューだった。厚あつ揚あげとうずら卵の煮に物ものに、大豆と昆こん布ぶの小こ鉢ばち、野菜の切れ端はしばかりが浮ういている味み噌そ汁しる。白米。もちろん全すべて一人前。個室の中で豊花は一人、黙もく々もくと箸はしを動かした。食欲はそれほどなかったが、他にすることもなかった。

　食後にはささやかではあるが、デザートもついていた。出された豆乳プリンはやたらと小さく、相当に糖分控ひかえめな作りであった。それでも食べているうちに、少しずつ活力が戻ってくることを豊花は実感できた。目の腫はれも和やわらいでいき、頭の回転も昼間よりはよくなった気がした。その頭で、豊花は色々と考えた。一人で泣いていたって何の解決にもならないな、とまず思った。

　食事は午後七時で終しゆう了りようし、その後は患かん者じや各自が簡単な入浴をすませたりして、消灯は十時だという。修学旅行より早いじゃないのと豊花は少しだけ不服に感じたが、ここは旅館でも家でもなく病院なのだから、まあそんなものだろうと考え直す。

　それに、何時に寝ねようが起こされようが、豊花にはもう関係なかった。これから病院を脱だつ走そうすると決めた自分には。

　十時きっかりに豊花の病室を回ってきた看護師は、明かりを消して退室した。十一時頃ころ、もう一度見回りにやってきた看護師が、ベッドの方へ首を伸のばした。薄うす目めを開けていた豊花は、眠ねむったふりをし続けた。扉が閉まり、廊ろう下かを遠ざかる足音が完全に聞こえなくなるのを確かく認にんすると、豊花はベッドから飛び降りた。床ゆかの冷たさが裸足はだしにつらく、まず靴くつ下したを履はこうと思った。明かりは消したまま、父親が持ってきてくれた紙かみ袋ぶくろを豊花は漁あさった。

　昨夜受けた怪け我がは、医師の治ち癒ゆ術によって傷きず痕あとすら残さずに完治している。夕食前に回かい診しんに来た医師からは、「次にまた強度の治癒術が必要なほどの負傷をした場合、あなたも重度の無効治癒体質になる可能性が非常に高い」と言われた。怪我をしなければいいんでしょうと、豊花は頰ほおを膨ふくらませ、見つけた靴下に足を突つっこんだ。双ふた子ごの兄と同じなのは、顔だけで充じゆう分ぶんだ。

　医師から警告されたとは言え、今の豊花はほぼ完かん璧ぺきな健康体だ。その豊花を一週間も入院させるのは、京介が言っていた通り「念のため」という意味合いがあるのだろう。だけどそれ以上に──暗い窓の外を鋭するどく見やり、豊花はそっと唇くちびるを嚙かむ。もしかしたらこれは、本家上層部による構成員対策の一いつ環かんではないのかと、豊花は考えていた。

　構成員とかつて知りあいであった京介と豊花は、事件の調査から手を引けと命令された。勝手に行動したら罰ばつするとも言われた。だがどうせ、石田をはじめとした上層部の人間は、自分たちのことなんか信用していないに決まっている。

　京介の方は住居を指定され、警護術者とやらが常について回るというから、監かん視ししやすいだろう。豊花の動きを把は握あくするに至って、同じように監視をつけるのは人手や予算が惜おしい。だからとりあえず病院にでも入れておけと判断された、そんなところではないだろうか。自分の立てた予想に豊花は何度も頷うなずき、パジャマのボタンに手をかける。

　そうして上層部は、彼らのやり方で事件を解決させるつもりに違ちがいない。やり方がどんなものなのか、豊花には知る由よしもない。だがこれまで起きた別の事件から察するに、敵は倒たおすべき存在として、事情も何も考こう慮りよせずに処分することだろう。そして今回の敵とはもちろん、豊花の以前の友人だ。

　このままぼんやりと入院し、何も知らないまま全てが終わるのを待つのはいやだ。罰せられたり怪我をするかもしれないが、何もしないでいるのはもっといやだ。豊花はパジャマを勢いよく脱ぬぎ捨てた。

　途と端たんにこみ上げてきたくしゃみを、豊花は音を堪こらえて吐き出した。紙袋の中には替かえのパジャマが何着か入っていたが、これから着替る服としてはどうにも不向きに思えた。寝間着で堂々と病院を抜ぬけ出して外を歩くのはやはり不ふ審しんだろうし、そもそも今夜もかなり寒そうだ。こんな薄うす着ぎで歩くのは心細い。紙袋の底にタオルが見つかったので、防寒と顔を隠かくす意味で、豊花はまず顔の周りに巻いてみた。暖かくて結構よかった。手鏡で自分の顔を確認したら、漫まん画がに出てくるわかりやすい泥どろ棒ぼうみたいだった。

　服はどうしようと唇を尖とがらせた豊花は、別の袋の中に、丁てい寧ねいに畳たたまれたセーラー服があるのを発見した。昨夜着ていた豊花の制服のようだった。広げると、綻ほころびも血けつ痕こんもきれいに消えていた。病院側が直してくれたものを、尚が受け取ったのだろう。更さらには昨日履いていた靴くつも入っていた。ありがとう病院と呟つぶやき、豊花は制服に着替えた。足音を立てないために、靴は外に出るまで履かずに持ち運ぶことにした。

　紙袋と残った衣類をベッドの上にばらまき、上から布ふ団とんを被かぶせた。程ほどよく膨ふくらみ、ぱっと見には人が眠っているようにも見えると思った。さようなら病院と呟き、豊花は病室の扉とびらをそっと開けた。

　廊下は全ての照明が落とされて、闇やみに沈しずんでいた。物音や人の気配はどこからも感じられない。非常口の表示が淡あわく輝かがやく突き当たりまでひたすらまっ暗で、壁かべ越ごしに風の音が陰いん気きに響ひびいてくる。足元から這はい上がってきた冷気に、豊花は一度だけ身み震ぶるいをした。出口がどちらなのか全く見当がつかなかったが、とりあえず非常口の表示に向かって足を踏ふみ出した。

　廊下を曲がると、すぐ前方にナースステーションらしき明かりが見えた。壁かべ際ぎわにぴったりと身を寄せた豊花は、顔を半分だけ出して様子を窺うかがった。夜勤の看護師が何人か、棚たなの前でカルテを持ち出したり書類整理をしている。その先に暗い待合室があり、正面玄げん関かんの自動ドアはその奥にあった。だがやはり、夜間はドアが作動しないようになっているはずだろうし、こじ開けるにしても、位置的にナースステーションからすぐに見つかってしまいそうだ。正面玄関からの脱だつ出しゆつは不可能かと思われた。

　頭を引っこめかけた時、豊花は手前に「夜間専用通用口」と記された札がさがっていることに気がついた。札の先は別の角に続いているようだった。姿勢を低くし、豊花は角に向かって移動を開始した。ナースステーションの前を直じかに通らないですむが、距きよ離りが近い分、足音を察せられる恐おそれもある。豊花は極力足音を潜ひそませ、ついでに息も止めた。

　その時、豊花が目指す通路の先から誰だれかの足音が聞こえた。肩かたを震ふるわせた豊花は、慌あわてて曲がり角へ引き返した。焦あせったせいで、呼吸と心しん拍ぱくがはね上がった。顎あごの下からタオルの結び目を引っ張り、息切れを起こす口を押さえた。

　角から現れたのはふたつの人ひと影かげで、そのうちの一人は家長の遠峰秋一だった。もう一人の男は部下らしく、看護師に向かって何か声をかけていた。遠峰はスーツのポケットに両手を突つっこみ、壁の掲けい示じ物ぶつを眺ながめていた。
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　何の用だろう。タオルを嚙み、豊花は首を捻ひねる。誰かの見み舞まいか。だが現在の状じよう況きようで家長にそんな暇ひまはないだろうし、あったとしても時間が遅おそすぎる。この病院は本家付属の機関、本家の責任者が見舞い以外の用件で何時に訪おとずれようと、それほど不審なことではないのだろうが、豊花はなぜか気になった。

　まあ今はどうでもいい。タオルの下で呼吸を消し、豊花は何でもいいから早くどこか行ってよ、と願った。個人的には副家長の百万倍くらい気さくに接してくれる遠峰ではあるが、今回の事件に関してはそうもいかないはずだ。豊花の脱だつ走そうとて、見つかったら応おう援えんはしてくれないはずだ。遠峰たちは誰かを待っているようだったが、部下や遠峰が体を動かすたびに、豊花はこちらの存在を知られたのではないかと焦り、大量の酸素を必要とした。

　数分が経たった頃ころ、別の角から白衣の女医が現れて、遠峰が向き直った。女医と遠峰は何か話をしていたが、どんな会話なのか、豊花のところまではほとんど届かなかった。やがて一行は、女医の現れた角へ去って行った。豊花はしばらく待ってみたが、彼らが戻もどってくる様子はなかった。

　胸に溜たまった息を長くゆっくりと吐はき出し、豊花は姿勢を立て直した。一歩一歩に気を配り、視覚と聴ちよう覚かくも集中させ、夜間専用通用口に向かって移動を再開する。慎しん重ちように角を曲がり、前方に見えたガラスの扉へと急ぐ。施せ錠じようされていない扉を抜け、植木の陰かげに身を隠しながら敷しき地ちの出口を一気に目指す。そこから見張りや守衛のいない正門をくぐるのに、五分もかからなかった。夜道を三十メートルほど走り、シャッターの閉まった洋よう菓が子し店の前で、豊花はようやく立ち止まった。来た道を振ふり返り、夜空の下で寡か黙もくに鎮ちん座ざする病院を見上げた。豊花を追いかけてくる者は誰もいないようだった。

　風が吹ふき、洋菓子店のシャッターが震えた。寒いはずなのに、緊きん張ちようのせいで豊花の全身はうっすらと汗あせをかいていた。手の甲こうで額を拭ぬぐい、その時になってまだ靴くつ下したのままでいることに気づく。足の裏の汚よごれを払はらい、豊花は持ち歩いていた靴を履はいた。

　店の裏手から自転車が二台、並んでのんびりと現れた。乗っているのはどちらも虹原高校の制服を着た女子生徒だった。豊花の知っている顔ではなく、二人の方も豊花には気づいていないようだった。

「でも、それって噓うそっぽくない？」

「本当だって。四組の子が、今日の昼休みに三階の空き教室で会ったって言ってたんだから」

「だけど、絶対怪あやしいよ」

「でも全然怖こわい感じじゃなくて、結構いい人だったとも言ってたんだよね。ちょっと会ってみたくない？」

「だから、ますます不ふ審しんだってば」

　塾じゆくかアルバイトの帰りなのだろう、女子生徒たちは白い息を吐きつつも楽しげに笑い、豊花の前を通り過ぎて行った。たった一日学校を休んだだけなのに、知らない人たちの知らない会話なのに、豊花は自分が取り残されたような気分になった。

　汗がひいてくると、入れ替かわるように鳥とり肌はだが立ってきた。タオルを頭から外し、マフラー代わりに首へ巻く。数日前、まだ事件の起こる前に編み始めた毛糸のマフラーのことを思い出しつつ、豊花は歩き始めた。

　とりあえず、京介の引っ越こし先に行こうと思った。近くにいない方がいいと言われたが、豊花は離はなれている方が不安だった。京介を一人にしておくのは心配だし、いくら危険と言われても、離れていれば事件にかかわれなくなる。京介の側そばにいれば、構成員と接せつ触しよくする機会は必ず訪れるだろう。豊花はどうしても礼子ときちんと話がしたかった。

　足を速め、ひとけのない舗ほ道どうを急ぐ。引っ越し先の住所はうろ覚えだったが、確か駅前の方だった。ここからはだいぶ距離があるが、バスも通っていない時間だし、タクシーを拾うにしても所持金がない。徒歩で頑がん張ばることにする。

　なんだか中学の時と似ているな。顔に吹きつけてきた風に、豊花はきつく眉まゆを寄せた。放課後、豊花が砂島礼子と一いつ緒しよに帰ろうと思って捜さがし歩くと、見つからない。そんな時はいつも、校庭の片かた隅すみや屋上や、京介が居い眠ねむりをしている場所に礼子もいた。

　あれからまだ二年しか過ぎていないという事実が、豊花には何となく信じられなかった。




　日付の変わる十数分前。テレビではスポーツニュースを放送していた。先月優勝して日本一の称しよう号ごうを受けたプロ野球チームの、栄光の軌き跡せき。どこかの国のどこかのサッカーチームで、日本人選手がまたもや大だい活かつ躍やく。青あお痣あざだらけのボクサーが何かを語り、汗まみれの相撲すもう取りも何かを語る。

　テレビの音は消してあるので、詳くわしい内容は全くわからない。わからないが、何も気にならない。床ゆか板いたの上に横になった京介は、何の感かん慨がいもなく画面を見つめ続ける。明かりを点つけていないリビングの中では、ブラウン管の表面だけが皓こう々こうと輝かがやいていた。

　スポーツニュースが終わり、画面は発はつ泡ぽう酒しゆのコマーシャルに切り替わる。この数時間で七、八回は観みたコマーシャルだった。数時間前、ベッドに入ってみたがやはり眠ねむることのできなかった京介は、それ以降、ここで無む為いに電気代を浪ろう費ひしている。

　コマーシャルがまた替わる。ブラウン管の放つ様々な色しき彩さいが、入れ替わり立ち替わり、休むことなく網もう膜まくを通過する。こんなに静かな部屋の隅すみで、こんなに賑にぎやかな光に晒さらされている自分のことが、京介はふと不思議に思えてきた。

　別の番組が始まった。画面の端はしには「０：００」という時刻が白い文字で刻まれていた。日付が変わったことを知り、京介は止まっていた思考をぼんやりと動かし始める。今日は十一月の、七日だったか八日だったか。何日でもいいが、どちらにしろ新しい一日が始まったことには変わらないようだった。何をしたらいいのだろう、と思った。

　テレビの中では、タレントがラーメンの食べ歩きをしていた。事件の始まりからまる一日が経過したが、その間何も食べていなかったことに京介は気がつく。別にどうでもいいことだった。今も何も食べたくなかった。眠りたくなくて、起きていても何もしたくない。自宅にいる時は家事や雑用を押しつけられていたが、自分一人のために何かをする気は生じなかった。

　これまで通りの生活をしろと、石田は言っていた。今日も平日だ。学校にはやはり行った方がいいんだろうかと、画面を見つめたまま京介は思った。授業を受けたところで、どうせ頭の中には何も入ってこないだろう。意味がないのではないかとも思ったが、考えてみたら、それがむしろ「これまで通りの生活」であるような気もした。

　学校へ行き、いつも通り過ごせばいいのかもしれない。遅ち刻こくをして、風紀委員に咎とがめられて、不良学生に喧けん嘩かを売られて、一日が終わるのを待てばいい。終わらなければ、それでもいい。睡すい眠みん不足と栄養不足で倒たおれそうになったら、倒れればいいんだ。もし、誰だれかに殺されたって──。そこまで考えて、京介はため息をつく。覇は気きのない思考を吐はき出す頭に、煩わずらわしさを感じた。

　行列のできる店特集。テレビの画面にはそんなテロップが浮ういていた。先ほどのタレントが、人の群がる店先へ大はしゃぎで走ってゆく。意図的に動かしてやらないとまばたきをしない目を、京介は静かに細める。映像がぼやけ、乾かわいた眼球に影かげだけがちらついた。疲つかれ切った目ま蓋ぶたが、次し第だいに下がってくる。

　目蓋が完全に下りて、視界が闇やみに包まれた。目蓋越ごしにブラウン管の光は溢あふれていたが、それよりも強く現れるものがあった。事件の夜の光景だった。逃のがれようとしたが、目蓋に力が入らなくて動かない。白いコートを着た構成員が、鉄パイプに似た凶きよう器きを振ふり上げる。音無浩一をあっけなく惨ざん殺さつし、豊花のことも躊ちゆう躇ちよなく傷つける。──傷つけた。否いや応おうなしに振り返ってしまった記き憶おくに、京介は強く唇くちびるを嚙かむ。どうしてだろう。思い出せば思い出すほどに不ふ穏おんで残ざん虐ぎやくで、そんな相手に自分は命を狙ねらわれている。それでもなぜか、危機感や敵意より全く別の感情の方が高まる。

　ふと、床板の硬かたさを頰ほおに感じた。ここが自分の家ではないことを改めて思い出す。ここにいる意味を改めて認にん識しきする。結界で守られたマンション。この外で行動をしていれば、構成員はいずれ接せつ触しよくしてくる。京介の背後に常に張りついている警護術者は、それを待ち構えているのだ。警護術者が敗れることがあったら、命じられたように、今度は自分が構成員を攻こう撃げきする。遠峰だって言っていた、そうしなければこちらが死んでしまう。だから──。結末を想像した途と端たん、頭に強い痛みを感じて、京介は眉み間けんに皺しわを寄せた。

　それがいやなら、ここから動かなければいい。次にはそんな思いが脳のう裏りをかすめた。豊花も言ったように、自分は「囮おとり」なのだ。こんな役はさっさと降りてしまって、部屋の中でじっとしていればいい。石田に何か言われても気にしない。殴なぐられても何をされても、ここに閉じこもっていればいい。そうしていればそのうち事件は解決を迎むかえる。対象がいつまでも現れないことで、構成員は強ごう引いんな策に出るかもしれない。そこを術者に撃退される。あるいは本家の調査担当の方が、先に構成員を見つけ出す。そして殺害される。京介は無傷で、彼女が傷つく姿を実際に目にしないですむ、そんな結末。やはり気の狂くるいそうな結末。

　どうしてこんなことになるのだろう。何度目かの疑問に、京介は痛む頭を抱かかえる。自分がたまたま古代術を使えるから。二年前に交通事故に遭あった知人が、たまたま団体に拾われたから。それだけだ。それだけで、どうして。問いかけは堂々巡めぐりで、納なつ得とくのいく答えなんていくら考えても出てこない。

　けれど、自分の気持ちはよくわかった。事件の夜から今までの間、虚うつろな意識の下で何度も思った。彼女に対する思いは二年前から少しも変わらない。事件の光景を思い出して苦しいのは、殺意を示されたことよりも、あれほど近くにいたのに手が届かなかったから。害をなす存在として現れたからといって、倒すべき敵だと認めなければならない理由が、今の京介には全くない。誰かに命令されて、これまで抱えていた気持ちを変えることなんてできない。自分はそんなに優ゆう秀しゆうな術者ではないし、賢かしこい人間でもなかった。

　相変わらず、部屋の中は静かだった。聞こえるのは淡たん々たんと繰くり返す自分の心音だけだった。おれはどうしたいんだろうと、音に耳をすませたまま、京介は自分自身に尋たずねた。どちらかが死ぬ結末を望まないのなら、何ができるのか。何をすればいいのかはわからないが、自分で動かないと誰かが作った渦うずに飲みこまれてしまう。相変わらず、体のどこからも気力は生じてこない。だが、ずっと動かなかった目蓋はようやく開いてくれた。

　床ゆかの上に投げ出した両手をついて、京介は上半身を無理矢理起こす。目眩めまいがした。目眩がするほど望んでいることはたったひとつ。それしか考えられなかった。

　礼子に会いたい。

　ブラウン管の向こう側は、どこまでも平へい穏おんだった。




　エレベーターから降りてきた京介を見ると、警備員は夕方と同じように鼻をひとつ鳴らした。

　深夜勤務中に皮肉な態度まで取れて大したものだと、京介はつい感心してしまった。だが、もしかしたらこれは警備員なりの挨あい拶さつなのかもしれないとも思えた。まあどうでもいいかと考え直し、エレベーターホールを横切る。歩調は緩ゆるめに、警備員の前を通る時に欠伸あくびもしてみせた。自分に演技の才能があるとは思っていなかったが、警備員には夜食でも買いに行くように見えたはずだと信じることにした。実際、警備員は何も言ってこなかった。

　自動ドアを出て、京介は身み震ぶるいをした。薄うす着ぎの体に、十一月の夜気が容よう赦しやなく凍しみついてくる。かなり寒いが仕方がない。自宅から持ってきた衣類は気の緩んだような秋物ばかりで、唯ゆい一いつ厚手といえるものは学生服くらいだった。白く染まった自分の呼気が、どことなく頼たよりない。ため息をつき、マンションの前の通りへ京介はゆっくりと歩き出した。

　通りに人ひと影かげはなく、音のない風が足元を抜ぬけて行った。辺り一帯は空気ごと、しんと静まり返っていた。駅が近くても、終電の早い虹原駅周辺では、人通りは早い時間に途絶えてしまう。大通りを走り回る暴走族も、十二時を過ぎれば真面目まじめに家へと引き返す。この街は夜は夜らしく、潔いさぎよいまでにさっさと眠ねむりにつく。

　道を曲がり、大通りの方へ進んだところで、京介は背後にかすかな気配を感じ始めた。気配は夕方感じたものと変わらない気がした。きっと同じ術者が警護を続けているのだろう。ご苦労なことだと、背後にいる他人を無感動に労ねぎらい、京介はそのまま歩き続けた。空いた両手が早くも冷えてきたので、ポケットに突つっこむ。歩きながら深く呼吸を整え、体にこびりつく目眩や倦けん怠たい感、疲ひ労ろう感などを全すべて打ち消す。それでも消えないものは、行動の邪じや魔まにならないよう、無視することにした。

　空車サインのタクシーばかりが過ぎ去る大通りを渡わたり、向かい側にあるコンビニエンスストアの方へ足を進める。背後の気配が間ま違ちがいなくついて来ていることを確かく認にんし、京介はコンビニエンスストアの前を素す通どおりする。店のガラスを通して歩道へ降り注ぐ明かりは、気のせいか、温かかった。

　コンビニと隣となりの建物の間に、狭せまい路地が見えた。その先はどこへ続いているのかわからなかったが、とりあえず京介はそちらへ足を向ける。

　自転車がすれ違うのにも苦労しそうな、狭い路地だった。黄ばんだ街灯に照らされて、五十メートルほど先まで薄暗い直線が続いている。ポケットに手を入れたまま、京介は速度を変えずに路地を進んだ。気配も静かについて来る。

　後ろから見たら、自分はどう見えるんだろうと、足元の空き缶かんを軽く蹴けり避よけて京介は考えた。晩秋の深夜、薄着で手ぶら。コンビニへ行く途中で気まぐれを起こし、軽い散歩に興じているか、私用があってどこか近場への移動中か、もしくは夜道を彷徨さまよう夢遊病患かん者じやといったところが妥だ当とうか。まあ何にせよ、不ふ審しんがられる前に終わらせてしまおうと、京介はポケットから両手を出した。長い路地が終わり、明かりの消えた小さな居酒屋と古い神社に挟はさまれたＴ字路に出る。

　神社の手前で立ち止まり、同時に京介は素早く方向転てん換かんをした。地面を蹴り、今歩いてきた路地に向かって全速力で駆かける。ちょうど街灯の真下に、背の高い人影があった。年は三十代くらいの男、見たことのない顔であったが、手に玲れい洗せん樹じゆの枝を持っていた。この男が警護術者だろう。街灯の光の中で、警護術者はかすかに驚おどろいた表情を見せた。京介は相手の前方へ迷わず飛びこんだ。

　京介が相手の鳩尾みぞおちを打とうとすると、一いつ瞬しゆん遅おくれたものの、警護術者は身を捻ひねって拳こぶしを避けた。警護の対象が刃は向むかってくるという事態に、相手は当とう惑わくした表情を浮うかべていた。警護を任されただけで、京介と構成員の過去の関係など、詳くわしい事情まで聞かされていなかったらしい。京介の腕うでを摑つかみ止め、警護術者は険しい顔つきで言った。何のつもりだ、と。

　その問いには答えずに、京介は膝ひざで再度警護術者の急所を狙ねらった。鈍にぶい音を立て、京介の膝ひざ頭がしらは相手の鳩尾へ食いこんだ。が、警護術者の顔をわずかにしかめさせただけで、気絶させることはできなかった。膝に返ってきた感かん触しよくからすると、衣服の下に別の防具を着こんでいるようだった。

　警護術者が空いた手を鋭するどく伸のばし、京介の首を摑んだ。避ける間はなかった。指で動脈を圧あつ迫ぱくされ、京介の視界は苦痛と共に大きく歪ゆがんだ。

「何のつもりか知らないが……」

　警護術者は京介の体を壁かべに押しつけ、低い声で言った。

「警護対象が逃とう走そうした場合のマニュアルに従わせてもらう。警告一、部屋へ戻もどれ」

　そう言うなり、首を摑む手に力がこもった。京介が警護術者の腕を外そうともがくと、力は更さらに強まった。

「警告二、強制的に部屋へ連れ戻す」

　警護術者のもう片方の腕が動いた。先ほどの仕返しのつもりか、京介の腹部に相手の拳が重々しく叩たたきこまれた。瞬時にして目の前が暗転した。京介は胃液を吐はき、重力には抵てい抗こうせずそのまま地面へ倒たおれた。

　何秒かが過ぎた。路地の先、大通りの方から車の音が流れて消えた。閉じた目ま蓋ぶたの向こうで、軽いため息と共に、警護術者が手を伸ばしてくる気配を感じた。京介は襟えり首くびを摑まれて引き起こされたが、こちらが完全に意識を失っていると思ったのだろう、相手の力はそれほど強くなかった。

　気力を振ふり絞しぼって目を開き、京介は警護術者の手を払はらって立ち上がった。驚いた警護術者が反射的に玲洗樹の枝を突き出すのと、京介が片手を相手の首筋へ叩き入れるのは、ほぼ同時だった。杖つえで腹を打たれた激痛に、京介は奥歯を嚙かんだ。相手の首筋をもう一度叩く。もう一度。三度目でくぐもった呻うめき声が聞こえ、玲洗樹の枝が地面に落ちる。今度は警護術者が路地の上へ崩くずれる番だった。

　つられて膝をつきそうになるのを、京介は壁に手をついて堪こらえた。額に浮いた脂あぶら汗あせが流れ、目元をかすめた。手の甲こうで口元を拭ぬぐい、やけに痛む腹部を見下ろすと、薄うすいシャツの生き地じに血が滲にじんでいた。二度も叩かれたせいで、昨夜の傷が──もう日付が変わってしまったから、正確には一昨日おととい受けた傷が、開いてしまったようだった。手当てをする道具も時間もないので、痛覚は出血を含ふくめて我が慢まんする。

　上がった息を何度か呼吸を繰くり返して整えると、京介は警護術者を見下ろした。動かない背中に向かい、心の中で一度だけ謝罪した。この行動が咎とがめられるものであると、京介も充じゆう分ぶん承知していた。後ほど上層部に知られれば、恐おそらく石田から叱しつ責せきを受けるだろう。絶対に罰ばつせられる。だが、どうしても自分一人で礼子に会いたかった。警護術者がいれば、話をする前に戦いになってしまうだろう。

　一対一で会えたところで、戦いにならないという保証はないのだが。暗い予想を振りきって、京介は路地の先へ走り出す。警護役が一人潰つぶされた場合、自動的にすぐに代わりが駆けつけるのか、それとも違ちがうのか、マニュアルを知らない京介には予測できない。わかることは、自分が自由に動ける時間は、今この瞬間から多分そう長くはないということだけだった。

　取り急ぎこの場から距きよ離りを稼かせぐべく、走り続ける。先ほどのＴ字路を抜ぬけ、なるべく人通りのなさそうな道を選んで走った。地面を蹴けるたびに反動が腹部に達し、激痛が脳天まで響ひびいた。跳はね上がる心しん拍ぱく音おんと耳鳴りが、聴ちよう覚かくを妨さまたげる。これでは誰だれかが近づいてきたとしても、音が聞こえない。京介は頭を一度振り、苦痛を訴うつたえる雑音を振り払う。勝手に止まりそうになる足を、必死に動かした。

　どれくらい走っただろうか。不意に足が縺もつれ、京介は転てん倒とうした。手をついて体を起こすと、アスファルトの道路の冷たさが指に痛かった。立ち上がろうとした時、膝が軋きしんで思うように動かなくなっていることに気づいた。転んだ時に打ったのか、単に走りすぎたせいなのかは、わからない。頭もどこかぼんやりとしてきて、どうしたらいいのかもわからなかった。

　ため息をつき、京介は改めて周囲を見回した。住宅地の間を抜けて国道へ至る道の上だった。同じような形の一いつ軒けん家やが建ち並ぶ一角には、不動産業者の名前が入った大きな看板が立っている。まだ建て売り中のものらしく、どの家にも明かりはもちろん、表札も見当たらなかった。

　無人の住宅地と道を挟んだ位置に、公園があった。売り手側が住宅広告に「すぐ側そばに緑地公園あり」と書くために急いで作ったのだろうか、ずいぶんと真新しくて、相当に大おお雑ざつ把ぱな作りの公園だった。それでも休むところくらいはあるだろう。京介は足を引きずり、公園へ向かった。公園の中にも人は誰もいなかった。

　錆さびひとつない水道を使い、汗の浮ういた顔をざっと洗って、水を飲んだ。冷たい水が内側から体を刺し激げきし、虚うつろになりかけていた意識が一気に冴さえた。腹部の傷を確かく認にんすると、ただ赤い色だけが目に入り、どこまでが出血でどこからが皮ひ膚ふの裂さけ目か、区別がつかなかった。少し考えて、京介は手のひらを蛇じや口ぐちの水に晒さらし、濡ぬれた手で傷口を拭った。二、三度それを繰り返すと、まだ利用者が少なくて綺き麗れいな排はい水すい溝こうに、汚よごれた水が音を立てて吸いこまれていった。

　水道の先にベンチが見えたので、そこまで歩いて腰こしを下ろした。途と端たんに、肩かたの上へ疲ひ労ろう感がのしかかってくるのを感じた。項垂うなだれると、顔についた水すい滴てきが雫しずくになって地面へ落ちた。

　遊具の塗と装そうのせいか、公園の中にはうっすらとペンキ臭しゆうが立ち籠こめていた。街灯の配線の具合がよくないらしく、じじじ、と、どこかから小さな音が絶え間なく響いている。足元の白い砂じや利りに向かい、京介は静かに呼吸を繰り返した。水の冷たさで、腹の傷の痛みは麻ま痺ひしていた。両足はじんわりと痺しびれていたが、この痺れがもう少し薄らげばまた走れると思った。疲つかれてはいるが、まだ体は動く。動かないとならない。

　京介がベンチから立ち上がろうとした時だった。街灯が一いつ瞬しゆんだけ消えて、すぐに光を戻した。ほぼ同時に、どこかで硬かたい音がした。音は規則正しい間かん隔かくで鳴り続け、次し第だいにこちらへ近づいているようだった。京介はそっと呼気を飲みこみ、立ち上がるのをやめた。

　五秒、十秒、音は続き、次第に大きくなってくる。自宅の時のように、今度は何かの自然音ではない。これは確かに、人の足音だ。聴覚が危機感を訴えていた。

　ブーツらしき硬そうな靴くつ底ぞこが、公園の砂利を踏ふみしめている。歩ほ幅はばはそれほど広くない。急いでいる様子もない。かといって、目的のない人間が何となく歩いているような、のんびりした空気は微み塵じんもなかった。足音は荒あら々あらしくはないが、音を控ひかえる意思は感じられない。公園の先客である京介に対し、存在を主張している気さえした。視線を上げれば足音の主はすぐに近くに見つかるだろうが、京介は動けなかった。呼吸ごと、体が凍こおりついていた。

　足音と共に近づいてくるのは、服が衣きぬずれを起こす小さな音。かすかな息づかい。そして全すべて、覚えのある気配。聴覚に次いで、全身の感覚が騒さわぎ始める。京介はゆっくりと息を吐はいて硬こう直ちよくを解くと、静かに顔を上げた。同時に足音が止まった。

　京介のいるベンチから、ほんの数メートル先。鮮あざやかな赤色に塗ぬられたブランコの前に、人が一人立っていた。白いコートに身を包み、片手に長い鉄パイプ状の武器を提さげた少女が、京介をまっすぐに見つめている。

　砂島礼子が、そこにいる。






















「それにしても、この辺りはいつ来ても悲しいほど何もないところだね」

　車の窓から外を見やり、遠峰秋一が欠伸あくびを嚙かみ殺した。

　窓の外は一面の暗くら闇やみだけだった。時々濃のう度どの異なる闇が揺ゆれて見えるのは、恐おそらく海が近いからだろう。遠峰の部下が運転する車は、この道をかれこれ三十分近く走り続けているが、その間一度も街灯を見かけていない。道沿いに商店や民家の姿はなく、信号機も設置されていない。午前一時。通行人はもちろん対向車も一向に現れず、闇の中で動くものは遠峰の白い車一台だけだった。

「ずっと昔から、変わらないみたいです」

　車の後部席、遠峰の隣となりに座っている中年の女医が答えた。揃そろえた膝ひざの上には大判の道路地図が置かれ、開いたページは虹原市の隣となり町まちを表していた。虹原に劣おとらないほど小さな寂さびれた町の唯ゆい一いつの自じ慢まんは、海に面していること。左手に水平線が望める道を、車はひたすら南下していた。地図の中では、ちょうど細長い岬みさきに入ったところだった。

「人が通らないから栄えない、栄えないから交通の便も悪いまま、そしてやはり誰だれも通らない、その繰くり返しなんでしょうね」

　地図に目を落とし、女医が言った。岬周辺は私鉄電車の駅から遠く離はなれており、バスの路線からも外れている。

「海水浴や魚さかな釣つりが目的なら、岬の反対側にガイドブックに載のるような場所がいくらでもあります。穴場目当ての観光客がここへ迷いこんだとしても、岬の先せん端たんに至る前で引き返させられることになりますからね。タクシーの運転手もそれを知っているし、おまけに道も悪いから、あまりこちらには近づかないようです。……ああ、ここです。着きました」

　不意に前方に現れた壁かべの前で、車は停とまった。三、四メートルほどの高さがある黒い壁が、行く手を遮さえぎるように左右へ長く延びていた。遠峰は車を降りた。エンジンを止めた部下と、女医も続いて車から出てくる。それぞれの吐く息が、闇の中で白く染まっては消えてゆく。車外の冴えた空気には、風と波の音が重く混ざり合っていた。

　スーツのポケットに両手を入れ、遠峰は顔を上げた。壁を見上げ、更さらにその上へと視線をやる。壁の向こうには、白い円えん筒とう形けいの高い建物があった。

　遠峰の横に並んだ部下が、懐かい中ちゆう電灯を点つけた。小さな光に照らされて、壁の一部がぼんやりと浮かび上がる。壁には、人が通り抜ぬけられる程度の扉とびらが設けられていた。鉄の扉の表面には札がかかっており、「この先私有地につき立入禁止」の簡素な文字が並んでいる。所有権を持っているのは、もちろん光流脈統とう括かつ管理本局。この先にある建物は、本家関係者の間で「灯台」と呼ばれている特とく殊しゆ施し設せつだった。

「じゃあ、さっさと始めようか」

　遠峰が言い、部下が時間をかけて扉の鍵かぎを開ける。扉を抜けた一行は、白い建物に向かって移動を始めた。

「そういえば」

　遠峰が肩かた越ごしに女医を振ふり返り、尋たずねた。

「入院中の矯きよう正せい術者、様子はどうかな」

「一条豊花さんのことですか」

　片手に提さげたアタッシュケースを持ち直し、女医が答える。

「朝、病室から泣き声が聞こえていましたけれど、だいぶ落ち着いたみたいですね。夕食も残さず食べたようですし、消灯前にはもう眠ねむっていたという話です」

「だったらいいんだけどね」

　灯台の入り口には、見張り兼けん管理役の術者が一人いたが、術者は壁によりかかって気楽そうないびきをかいていた。特殊施設といえども、夜間に人が訪おとずれることはほとんどない。昼夜を問わず、内部から収容者が外出する事態はありえない。敷しき地ちを囲う壁から建物へ至るまで、扉にかかった鍵以外に侵しん入にゆう者しや対策はなく、結界術の類たぐいも施ほどこされていなかった。しかし、万が一部外者が侵入してきたとしても、灯台内部に金目のものは何もない。揃えられた設備一式も、無関係な人間にとっては全く意味をなさないものばかりだった。

　居い眠ねむり中の術者の横を黙だまって通り過ぎ、遠峰たちは建物の中へ入った。外見は呼び名が示す通りに灯台そのものであるが、入り口の先は古びた廊ろう下かが無機質に延びているだけで、内部にこれといった特色はない。遠峰の部下を先頭にし、一行は階段へ向かった。途と中ちゆう、処置室というプレートのある扉の前を素す通どおりした。この場所でいう処置とは、術者の能力や記き憶おくを封ふう印いん・削さく除じよすること。それが特殊施設である灯台の役割のひとつだ。処置室の職員は起きていたが、テレビゲームに勤いそしんでおり、遠峰たちには気づいていないようだった。

　一行は十三階まで階段を上った。長い廊下の片側には、木製の扉が点々と並んでいる。最上階の二十階まで、各階に個室は五つずつ、建物全体で合計百人の人間を収容できるようになっている。現在の収容者数は、その三分の一ほどだった。収容者は、元術者という表現に言い換かえることもできる。本家からの処しよ罰ばつが決まり、能力や記憶の処置を受けると、まれに後こう遺い症しようが生じて日常生活に支障をきたす者が現れる。灯台のもうひとつの役割は、そんな元術者の収容だった。

　廊下の天てん井じように設置された蛍けい光こう灯とうが、無愛想な点てん滅めつを繰り返していた。どこかの収容室から、人のすすり泣くような声や、怒いかりの混じった呻うめき声、けたたましい笑い声などが絶え間なく響ひびいてくる。

「眠れないのかな」

　遠峰がぽつりと呟つぶやいた。部下に促うながされ、遠峰は廊下を歩き出す。女医は口元にかすかな緊きん張ちよう感かんを浮うかべ、遠峰の斜ななめ後方についていた。

　収容室の扉には小窓があり、外側から中を窺うかがうことができる。ある部屋は無人で、ある部屋では壁を叩たたき続ける男が、ある部屋では床ゆかへ俯うつぶせに倒たおれている者がいた。灯台の目的はあくまで元術者の収容であり、食事や衣類などは随ずい時じ支給されるものの、治ち療りようや介かい護ごの機能は備えていない。この海辺の建物の中では、力と記憶をなくした元術者が、無味な閉へい塞そく感を味わって時を過ごす。ただその命が尽つきる日まで。

「こちらです」

　ある収容室の前で、遠峰の部下が立ち止まった。部下が鍵を使い、扉を開ける。遠峰は女医に一度だけ目配せをし、収容室の中へ入った。女医が続き、部下は入り口のところで待機をした。

　部屋の中は静せい寂じやくに包まれていた。大きな窓の側そばに、若い女が一人いた。女は窓ガラスに寄りかかり、表情もなく外の景色を眺ながめていた。月も星もない黒い空と、暗い海。見えるものはそれだけだった。
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「こんばんは、華奈ちゃん。元気だった？」

　女から数歩離はなれた位置で立ち止まり、遠峰が気軽な口調で話しかけた。女に反応はなかった。灰色の寝しん具ぐの背中に流れる髪かみも、一本として揺ゆれることがなかった。

「夜分に失礼かとは思ったんだけど、時間がとれなくてさ。今ちょっと面めん倒どう事ごとが起きていて、忙いそがしいんだ。すまないね」

　答えない女へ話し続けながら、遠峰は床に目をやった。収容室の隅すみに折り畳たたまれた布ふ団とんがあり、室内にある備品はそれだけだ。布団の上にも床の上にも、埃ほこりが薄うすく積もっている。

「ここにいる人は、睡すい眠みん不足に強いみたいだね」

　短く咳せき払ばらいをし、遠峰が言った。

「秘ひ訣けつがあるなら教えてもらいたいな。僕も連日、眠る時間はないんだけれど、気がつくと会議中にうとうとしていたりしてね。それで石田に嫌いや味みを言われるんだけど、これがまた余計に眠気を誘さそうんだ。今度、テープに録とって聞かせてあげようか。よく眠れるかもしれないよ」

　女は何も答えなかった。

　遠峰の傍かたわらを通り抜ぬけ、女医が女の方へ足早に近づく。女の真横で片かた膝ひざをつくと、女医は持ち運んでいたアタッシュケースを開いた。ケースの中には、液体の入った小こ瓶びんや様々な色の錠じよう剤ざい、幾いく本かの注射器などが、整然とおさまっていた。

　女医が注射器を一本選び、手に取った。女医の手元へ静かに視線を移し、遠峰がひとりで頷うなずいた。

「テープの件、もしかしたら名案かもしれないなあ」

　小瓶の中に、女医は何種類かの錠剤を手早く混ぜ合わせた。できあがった濁にごった液体を注射器に吸わせる。遠峰は女医の作業を眺めながら、再び欠伸あくびを飲みこんだ。

「君以外にも灯台の外にも、眠ねむれない人がいるだろうからね。特にほら、今起きている事件の当事者なんかはさ」

　女医は女の片かた腕うでを取り、服の袖そでを捲まくった。現れた血色の悪い肘ひじの内側へ、女医は注射器の針を刺さす。薄い女の皮ひ膚ふに、たちまち紫むらさき色いろの痕こん跡せきが浮かび上がる。

「帰ったら前向きに検討してみようかな。まあ、話を持ち出したら、どうせ石田の嫌味がグレードアップするだけだろうけどさ」

　女は依い然ぜんとして表情を動かさず、窓の外へ視線を固定していた。注射器内の液体が全すべて女の体内に移動すると、女医は顔を上げ、遠峰に口早に言った。

「一時的ですが、これで削除された記憶は再生されたと思います。ただ、質疑の応答までうまくできるかどうかはわかりませんが……」

「ご苦労さま。駄だ目めでもともとでここまで来たんだから、とりあえず聞いてみるよ」

　女医に返した遠峰は、女の方へ一歩だけ近づいた。

「そういうわけなんだ、改めてこんばんは。術研究部・分室の元室長、深廉寺華奈さん」

　微び動どうだにしない女へ、遠峰は呼びかけた。

「六月に、君が起こした事件を思い出せるかな。あの時、君は一人の術者に強制的に古代術を使用させ、自分の目的を果たそうとしていた」

　女が無言で、ゆっくりとまばたきをした。だが霞かすんだ色の瞳ひとみは、外の景色から動くことはなかった。

「その術者を催さい眠みん状態に陥おとしいれるために、君は薬物を使った──覚えているよね」

　両腕を組み、遠峰が続ける。女医は遠峰と女の間に、不安そうな視線を漂ただよわせていた。

「その薬物を、今また本家内で調合させようと試みているんだけれど、どうにもうまくいかないんだ。君が残した資料を参考にしたのにもかかわらずね。あ、ちなみにそこにいるお医者さんが、調合チームの責任者。彼女の報告だと、資料には載のせられていないものも必要なんじゃないかって。でもそれが何なのか、見当がつかない。それで、君に正式な作り方を教えてもらおうと、訪ねてきたんだ」

　女が答えず、遠峰が黙だまると、室内に深い沈ちん黙もくが訪おとずれた。女医が重い息を漏もらし、アタッシュケースの中の新しい器具へ手を伸のばす。

「僕がやろうとしていることは、あの時の君と少し似ているかもしれないね」

　女医を一いち瞥べつして制し、遠峰はもう一歩、女へ歩み寄った。足元の埃が軽く舞まい、女の髪が音も立てずに揺れる。

「だけどあの時とは敵も状じよう況きようも違ちがう。完全な催眠状態にしなくても、何とか説き伏ふせて、一条京介に攻こう撃げきの意思を持たせることはできるかもしれない。一度僕もそう命令した。でもこのまま彼を使えば、肉体よりも先に精神の方が駄目になる可能性がある。いずれは壊こわれる持ち駒ごまだけれど、今はもう少しだけ保もたせたいんだよ。敵は当然、砂島礼子という構成員だけでは終わらないと思うんだ」

　女は反応しなかった。女医が別の注射器を取り、新たな薬品を女の腕へ打つ。やはり女の表情に動きがないことを確かく認にんすると、女医は更さらに別の薬品を開けた。

「できれば僕は、一条京介を死なせないままこの事件を終わらせたいんだ」

　女の皮膚に紫色の痕跡が増え続ける様を見つめ、遠峰が言った。

「本人の幸せだとかそんなことよりも、知りたいことがあるんだ。巫女みこの子供が開発し、わずか一代の後に使用禁止にされた古代術。禁止理由は本当に、単純に危険だからというだけなのか。そうだとしても、世の平和を築くことが目的の光流脈から、なぜそんな術が編み出せたのか」

　女は何も言わない。女医の顔に焦しよう燥そう感が滲にじみ、作業の手つきが鈍にぶる。注射器の針が折れ、女医が小さな舌打ちをした。

　靴くつの先に転がってきた針を、遠峰はそっと蹴ける。

「千八百年近くが過ぎた今でも、古代術を扱あつかう能力を持った術者が、数は少ないながらも生まれ続けるのはどうしてなのか。本家以外の存在が、術者を監かん視しし、選び、抹まつ消しようしようとするのはなぜか。解決の仕方次し第だいでは、全すべては謎なぞのままに終わるだろうし、全てがわかるかもしれない。全て知ることができれば、何かが変わるような気がするんだ」

　アタッシュケース内の備品が尽つきた。片腕の内側をほとんど変色させられた女は、それでも唇くちびるを動かそうとしなかった。女医は一度大きく肩かたを落とし、立ち上がった。

「申し訳ございません。やはり、言語中ちゆう枢すうの回復までは不可能のようでした」

「謝る必要はないよ」

　女医に笑いかけ、遠峰は後方へ一歩下がった。

「最初から不可能だと言われていたことを、無理は承知で試ためしてもらっただけなんだからさ。一条京介への薬物は、別の調合法を考えてみてよ。君も色々大変だとは思うけれど」

「あの、ご本人に協力してもらえないんでしょうか」

「ご本人に間ま違ちがった薬を打って体調でも崩くずされちゃったら、今は困るんだよ。他ほかにもやってもらうことがあるからね。体がひとつしかないってのは、時に不便だよね。同じ顔をした妹がいても、中身は全然違うんだし」

　一度言葉を切った遠峰は、女の横顔に言った。

「答えないのなら、それでもいいよ。そもそも君の部屋は、そのガラスの向こう側とはもう無関係な世界なんだからね」

　遠峰は扉とびらの方へ向き直り、女医と共に歩き出した。

「真夜中にこんなところまでつき合わせちゃって、すまなかったね。あの病院って、深夜手当てつくんだっけ？」

　遠峰と女医が収容室から出ると、扉には外側からまた鍵かぎがかけられた。




　室内に残った女は、窓ガラスに向かって二度まばたきを繰くり返した。

　ガラスの向こうで、風になぶられた海が揺ゆれていた。白く弾はじけた波が、一いつ瞬しゆんにして闇やみに落ちる。

　暗い風景を遠く見つめ、女は静かに微笑ほほえんだ。過去を懐なつかしむような、未来を嘲あざ笑わらうような、曖あい昧まいな笑みを浮うかべた。




　目の前にいる少女の背は、高くもなく低くもない。十代半ば女子の平均身長があるとすれば、それと同じくらいなのだろう。体重も恐おそらくは標準値。目鼻立ちはすっきりと整っている方だが、本人は満足していなかったらしく、「もっと綺き麗れいになれればいいんだけれど」とよくこぼしていた。そんな言葉でさえも、特に珍めずらしくもない平均的な主張。

　周りの人間が笑うところで笑い、映画を観みれば悲しいシーンできちんと泣く。どんな場所にでもとけこめて、誰だれとでも普ふ通つうに話し、ほどよい交友関係を築く。そんな少女だった。友人が多くても、グループの中でリーダー格になるタイプではない。明るい性格だったが、率そつ先せんして周囲を湧わかせるタイプでもない。彼女を「普通の子」と称しようする人間はたくさんいて、実際、本人もそう言っていた。けれど彼女が普通にすること、普通にできてしまうことは、全て京介にはできないことだった。

　何秒か、あるいは何分が過ぎたのかはわからない。京介はしばらくの間、まばたきすら忘れて目の前の少女を見つめていた。礼子は生きている。生きて、今、目の前にいる。改めてそう気づいた時、なぜか息が詰つまった。

　相手のコートの裾すそには、泥どろ飛沫しぶきに似た汚よごれが散っていた。布地の色が白だから、やけに目立つ。ここ数日雨は降っていないが、何の汚れだろう。そんな疑問に、再度思い知る。あの汚れが豊花を斬きった時の返り血であることを、おれは知っているくせに。

　京介の前方で、砂島礼子は完全に足を止めていた。表情は静かで、肩や手足にも余分な力は入っていないように見える。身の丈たけほどの長さがある武器の先せん端たんも、地面に触ふれるか触れないかの位置で定まっている。信号待ちで佇たたずんでいる人間と、特に変わらない姿勢だった。殺気も、今のところは漂ただよっていない。

　京介は唇を開きかけて、閉じた。会いたくて走り回った相手が目の前にいるのに、何を言えばいいのか、何から言うべきなのか、思いつかない。相手の髪かみやコートの裾が揺れていないことを見て、風がやんだことにただ気づいただけだった。

「……寒くないの？」

　砂島礼子の方が先に口を開き、そんなことを言った。佇たたずまい同様に、その声には力がなく、聞きようによっては柔やわらかい響ひびきともとれた。京介はまばたきをした。数秒かけて、やっと言葉の意味を咀そ嚼しやくできた。寒さのことなど、いつの間にか忘れていた。風はやんでいても、確かに寒い。夜よ更ふけに薄うす着ぎで出歩くことは、やはり傍はた目めにはおかしく映るのだろう。

　気温を意識した途と端たん、体は律りち儀ぎにも寒気に反応し始めた。震ふるえようとする腕うでを抱かかえこみながら、京介は今いま更さらながら違い和わ感を覚える。どうして礼子がそんなことを気にするのだろう。殺す対象が寒かろうが暑かろうが、構成員にとってはどうだっていいことではないのか。京介は礼子の顔を見返した。京介の視線を受けると、礼子はかすかに眉まゆを歪ゆがめた。

「ひどい顔色だから……生きているのか死んでいるのか確かく認にんしただけ。死んでいる相手を斬ったって、意味がないし」

　なぜか気まずそうに曇くもった表情を隠かくすように、礼子は俯うつむいた。

　しかしその瞬間から、礼子の全身に目に見えて力が入っていった。礼子が鉄パイプ状の武器を握にぎり直すと、白い手て袋ぶくろの下で金属が硬かたく軋きしむ。鉄パイプの先端で、砂じや利りがいくつも潰つぶされた。礼子は頰ほおにかかる髪を払はらって顔を上げると、静かな瞳ひとみで京介を見み据すえた。

「武器は？」

　礼子が短く尋たずねる。口調は先ほどと変わらずに静かなものであったが、語ご尾びにはもう明らかな殺意が滲にじみ始めていた。京介が黙だまっていると、礼子は唇くちびるの隙すき間まから小さな音を立てて、息を吐はき出した。

「玲れい洗せん樹じゆの枝、だっけ。武器を持っていないみたいだけど」

「置いてきた」

　ただ正直に答え、京介はまっすぐに相手を見た。二年ぶりに交かわした会話には、残念なことに何の感動も湧いてこなかった。それは向こうも同じだったらしく、礼子はため息混じりに「そう」と言って、顎あごを引いた。

「じゃあ、覚かく悟ごを決めていると考えていいのよね」

「覚悟……」

「死ぬ覚悟、私に殺される覚悟よ」

　礼子は言いながらすでに足を踏ふみ出し、こちらへ駆かけ寄ってきた。ブーツの下で何度も砂利が弾はじける。数メートルの距きよ離りは、あっという間に縮まった。

　京介のすぐ手前で、礼子は鉄パイプを振ふり上げた。凶きよう器きが放った鈍にぶい光は、すぐに残像へ変わる。京介はベンチから立ち上がり、左に体を引いて攻こう撃げきをかわした。耳の横で破は壊かい音おんが響き、砂すな埃ぼこりが舞まった。さっきまでベンチだったものは、木の残ざん骸がいに成り果てていた。

「避よけないでよ」

　自分で粉ふん砕さいしたベンチを見据え、礼子が低く呟つぶやいた。漂う粉ふん塵じんに、礼子の横顔が一いつ瞬しゆん隠かくされる。

　靴くつ底ぞこが強く鳴った。煙けむりを破って動き出した礼子が、鉄パイプを振った。ひと振り目で、一度開いた距離が半分に縮まった。ふた振り目、肩かたを目がけて凶器が迫せまったが、ぎりぎりのところで京介は避けきる。三度目に、礼子は再び鉄パイプを頭上に振り上げた。その瞬間に礼子の姿が消えた。構成員の特とく殊しゆ能力の一種だろうか、文字通り、相手の影かげも形もその場から消失していた。

　消えた相手を追って、京介は素す早ばやく周囲を見回した。気配や足音は消されていたが、ざらついた呼吸の音を、耳元でかすかに聞き取れた。避けると同時に、今まで京介がいた地面が強く抉えぐられた。

「殺されたいんじゃなかったの？」

　声と同時に、礼子の姿が現れていた。それ以上姿を消し続けることはできないのか、礼子の白い額には、薄うすく汗あせが浮ういていた。

「武器を持たずに外に出て、守ってくれるはずの術者を倒たおして、ひとけのない場所まで来て……私に対する罠わなかと思ったけれど、本当にここにはあなた一人しかいない。ずいぶん余計なことだけれど、私が仕事をしやすいように動いてくれたのかと思った」

「違ちがう」

「じゃあ、何？」

　こちらに向き直り、礼子が一歩近寄ってくる。京介との距離は、ほんの数十センチになった。

「素手で私を倒しに来たの？　確かにあなたは、喧けん嘩かが強かったけれど」

「そうじゃない」

「だったらどういうつもりなの」

　強い視線を受けて、京介は息をのんだ。礼子の呼吸はわずかだが、上がっているようだった。

　手の届く距離に、礼子の輪りん郭かくと体温を感じる。だが礼子の体には、電流に似た殺気がまとわりつき、完かん璧ぺきな拒きよ否ひを示している。どうして手を伸ばしたらいけないのだろうと、頭のどこかで混乱が生じる。二年前、突とつ然ぜん会えなくなってしまった相手。こんな状じよう況きようでなければ、きっと素直に再会を喜べた。だがこんな状況でもなければ、自分たちは再会などできないはずだった。

「おれは」

　見えない隔へだたりを感じ、その壁かべに向かって、京介は言った。

「おれは、礼子と戦うつもりはないんだ」

　礼子の瞳が鋭するどい光を帯びた。初めて見る表情に、喉のどが凍こおりつきそうになる。それを堪こらえ、京介は続けた。

「だから武器は持ってこなかった。殺されに来たわけでも、敵として攻撃しに来たわけでもない。そういうことは考えられない。それを、伝えたかった」

　礼子は無言で京介の視線を押し返してきた。礼子が答えず、京介も伝えることがなくなって、黙だまりこむしかなかった。

　公園は、依い然ぜんとして深い静せい寂じやくに包まれていた。国道の方から、時折車の通り過ぎる音が遠く聞こえる。その音が十回ほど繰くり返された頃ころ、地面の砂利に向かって礼子が口を開いた。

「私は」

　足元を長く睨にらみ、礼子は言った。

「私は、あなたを殺すわ」

　顔を上げた礼子は、冷静な目つきに戻もどっていた。額に滲にじんだ汗も乾かわき、呼吸も自然なリズムを取り戻しているようだった。礼子はどこか哀あわれみのこもった表情で、京介を見た。

「これは与あたえられた任務なの。そうやって無む抵てい抗こうであることを示して歩み寄れば、私が任務を放ほう棄きするとでも思ったの？　そんな目で私を見ても、どんな思いを伝えてきても、何も変わらないわ」

「音無浩一が言っていた。任務にしくじれば処分されるって」

「そうよ。私が処分するところを、あなたも目の前で見たでしょう」

「だから、礼子も……」

「勘かん違ちがいしないで」

　京介の言葉を遮さえぎり、礼子がゆっくりと言った。

「処分されることは、構成員なら誰だれだって避さけようとするわ。だからと言って、自分が助かるために無理にでも任務を遂すい行こうさせようとしているわけじゃないの。あなたは確かに私の以前の知人、でも今は単なる殺害対象。だから消すの。それだけよ」

　言い終えた礼子は、深い息を吐はいた。

　投げられた返答を理解するのに、京介はまた長い時間を要した。今は単なる殺害対象。そんな言葉を受けた体の奥が、凍いてつき始めていた。人の言葉が硬こう度どや温度を持っているということが、京介には不思議でならなかった。

「だったら……」

　心が潰つぶれかけているのを感じ、黙りこんだら本当に砕くだけるような気がして、京介は無理矢理言葉を紡つむぎ出した。

「だったら、どうして今、斬きりかかってこないんだ」

「今斬りつけたら、あなたはまた避けるでしょう」

　顎あごを小さく引き、礼子が答えた。

「避け続ける相手をしつこく追いつめていってどうにかしたり、汗をかくほど武器を振ふり回すやり方は、団体からあまり推すい奨しようされていないの」

　推奨という言い方が、礼子を更さらに遠い存在に感じさせる。礼子は指先で鉄パイプの側面を軽く弾はじき、続ける。

「闘とう争そう心しんや殺気を振りまいて動くことは好ましくない。大地の澱よどみの原因になる気配に、矯きよう正せい術者は敏びん感かんなんでしょう？　他ほかにも制限はあるわ。基本は暗殺だし、音無浩一が豊花を人ひと質じちにしてあなたを呼び出したりしたけれど、あんなやり方も褒ほめられない」

「じゃあ……」

　どんな殺し方が推奨されるんだ。そう尋たずねようとした京介より先に、礼子が言った。

「隙すきを待つわ」

　京介の目を見て、礼子は少しだけ目を細めた。

「心身共に疲つかれているように見えるけれど、今のあなたにはまだ決定的な隙がない。至近距きよ離りで何をしても、今は避けられてしまう。だけどどんなに身構えていても、呼吸をしてものを考えて生きている人間には、必ず隙が生じるわ。ほんの一いつ瞬しゆんでもね。それを待って、斬るわ」

　そう言って、礼子は鉄パイプを強く握にぎりしめた。

　国道の方からは、もう車の音は聞こえてこなかった。

　耳に届く音はふたつ。相手の呼吸の音と、京介自身の苦しげな心音。




　凶きよう器きの先せん端たんは、最初と同じように地面へ向けられている。突つきつけられているわけでもないのに、京介が感じる危機感は減ることがなかった。京介と礼子の間に現在生じている距離は、数十センチ。武器の先端がどこを向いていようと、この距離と礼子の動きなら、確かに隙を見せた瞬間に斬りつけられるだろう。わずかな距離を置くために後退あとずさろうとすれば、多分その動きを相手は隙と認にん識しきするはずだ。

　つまりは今、うかつな動きは許されない状じよう況きようにあるということだ。心も体も疲れ切っているのに、それすらさらけ出せずに。至近距離で見つめる礼子への混乱が、次し第だいに緊きん迫ぱくへと変わっていく。そのままの位置と姿勢で、京介は音を立てずにため息をついた。

　何とかならないのか。どうしたら戦わずにすむのだろう。拒きよ絶ぜつされても気持ちをぶつけ続ければいいのか。だが感情表現に乏とぼしい自分が喋しやべり続けたところで、これ以上何が伝わるというのだろう。

　以前の礼子は、口に出さなくても、こちらが考えていることを何となく感じ取ってくれていた。その力が今でもあるのなら、ある上で拒こばまれたのなら──。

「何か、思い悩なやんでいる顔」

　京介の顔を見て、礼子が言った。

「気をつけた方がいいわ。体の隙より、私は心の隙をつくから」

　余よ裕ゆうのある言い方は、依然として冷たい口調でもあった。礼子に声をかけられるたびに、体温がどんどん下がっていくような錯さつ覚かくに襲おそわれる。止まりそうになる息を吐き、京介は答えた。

「手の内をあかしたら、不利になるんじゃないのか」

「多分ならないと思う。訓練で失敗したことはないから」

「……優ゆう秀しゆうなんだな」

「京介君もね」

　礼子が口元にだけ小さな笑えみを浮うかべた。今夜見せたものの中では、唯ゆい一いつ京介にとって見覚えのある表情だった。

「団体が危険視するほどの力を持っているなんて、私が言うのも何だけれど、すごいことでしょう」

「ただの、偶ぐう然ぜんだ」

　京介の返答に、礼子は目を細めただけだった。名前を呼ばれたことで生じた小さな動どう揺ようは、幸いにして、相手の言う「隙」には値あたいしなかったようだ。礼子がこれから言葉で隙を誘さそい出そうとしてくることは、漠ばく然ぜんと予想できた。それに耐たえきれるのかどうかは、予想できなかった。

「落ち着かないのなら、煙草たばこを吸ってもいいわよ」

　ふと、礼子が口を開いた。

「そのくらいの時間はあげる。以前は私に煙けむりがかからないようにしてくれていたけれど、もう気にしないでいいから」

「今、やめてるんだ」

「そう。言われてみれば煙草のにおいがしないみたい。でも、血のにおいがする」

　礼子の両目が、京介の腹部の辺りへ向けられた。

「この間の夜、音無浩一の友人に刺さされた傷？」

「ああ」

「治さなかったの？」

「ああ」

　京介は短く答えた。スタートの合図もなく、動きのない戦いは始まっている。武器も防具もなく、豊花のように相手に喋る間まを与あたえないほど話し続ける能力のない京介がとれる防護策は、ひとつ。礼子に対する感情に蓋ふたをすることだけだった。目の前にいる人間には、敵意も好意も何も感じない。そうしていればいつものように隙を見せることはない。相手が焦じれた瞬間、逆に隙をついて武器を取り上げる。その後どうするかは、その時に考えればいい。余計なことを考えたら、多分負けになる。深く呼吸をし、京介は礼子を見つめ返した。

「どうして治さないの？」

　小さく首を捻ひねり、礼子が言った。

「光流脈使いは、怪け我がや病気を治す術が使えるでしょう。だからこの間の夜、豊花だって助かったんだろうし、それに……」

　京介の目へ視線を戻もどし、礼子は続ける。

「二年前は、私のことも助けてくれた」

「おれは、治ち癒ゆ術が効きにくい体質なんだ」

　自分の声を無感動に聞きながら、京介は答えた。強ごう引いんな行こう為いが、少しずつ自分自身を傷つけていた。そんな痛みも、今は強引に無視をする。

「治癒術を受けるごとに効きが悪くなって、そのうち何も効かなくなる。だからこのくらいの傷は、最初から放ほうっておく」

「そう」

　礼子が小さく睫毛まつげを揺ゆらした。

「そんな話、初めて聞いた」

「こうなったのは、高校に入ってからのことだから」

「虹原高校ね」

「ああ」

「二年前は私の志望校でもあったわ。そうしたらあなたも一いつ緒しよに受けると言ってくれた」

「だからそのまま受験した。志望校を変えるのも、面めん倒どうだった」

　京介は機械的に返事をした。自分のことを他人ひと事ごとのように話すだけで、会話はこんなにも無機質になる。相手の表情も、懐なつかしい声こわ色いろも、単に遠い他人事。

　こんな相手には何も見せない。

　こんな、相手には。

　京介の様子を凝ぎよう視ししながら、礼子は音を立てずに呼吸を繰くり返していた。次にどんな言葉を出すべきか、冷静に見える顔の下で、相手もそれなりに考えているようだった。応対次し第だいでは自分が危なくなることくらい、礼子もわかっているはずだ。

「学校は、楽しい？」

　礼子が尋たずねた。力の抜ぬけた質問だった。作為のない問いも織り混ぜて、こちらの調子を次第に崩くずしていくつもりなのかもしれない。同じように力を抜いて返そうとした京介は、ふと思い直し、言った。

「つい最近、同じようなことを他ほかの人からも聞かれた」

「ふうん」

「礼子の家から電話があった。今月の末に、法事をするから来られないかって」

「……そう」

　礼子の返答は、これまでのものより一秒ほど長い間があった。だが礼子の表情に変化はなかった。利用できるほどの隙すきも、生じなかった。

「それで？」

　礼子は京介をまっすぐに見上げた。

「京介君、行くの？」

「まだ考えていない」

「でも、行こうとしても無理よね」

「どうして」

「だって今夜ここで死んでしまう人は、他人の法事には行けないもの」

「死んだら、な」

「だけど、考えてみればなんだか滑こつ稽けいよね。私は本当は生きているのに、法事があるなんて。お墓に入っているのは、団体が作った複製体なわけなんだし……。そうだ、京介君、二年前のお葬そう式しきで私の複製体を見た？」

　早口に言った礼子は、そこで何かを思い出したのか、短く声を立てて笑った。

「顔が傷だらけだったでしょう。あれを作ったのは新人の作成係でね、あまり上手じゃなかったの。顔もうまく似せられなくて、だから傷をつけてごまかしたんだって。それなりに外見を気にしている年とし頃ごろだったのに、あれはちょっとショックだったな」

　礼子の口調や表情は、完全に二年前のものと同じだった。平へい穏おんに語る普ふ通つうの少女。これは無意識に出たものなのか、あるいは作戦か。判断がつかないまま、感情に蓋ふたもしたまま、京介は頷うなずいた。無愛想な反応を返すことがつらかったのは、生まれて初めてだった。

「電話をしてきたのって、私のお母さん？」

　空いている手で首筋の髪かみを撫なで、礼子が尋ねた。

「元気そうだった？」

「会いに行きたいとか、考えたことはないのか」

「ないわ。一度だって」

　手を下ろし、礼子がゆっくりと肩かたを上下させた。

「だけど、私がいなくなってお母さんは少し安心したんじゃないのかな。私のぜん息、中学に入った頃にはかなりよくなっていたけれど、子供の頃から迷めい惑わくかけていたし」

「娘むすめがいなくなったんだ、安心はしないだろう」

「でも、これといった特技も何もない平へい凡ぼんな娘よ」

「そんなこと……」

「私もね、自分には胸を張れるようなものは何もないってわかっていたけれど、でもそれが不幸だなんて思ったことはなかった」

　京介の声を遮さえぎり、乾かわいた声で礼子が言った。

「当たり前に、将来は幸せになれるんだと信じていた。私の人生はこの先もずっと続いていくんだって、一度も疑わずにいた。私はこの人とずっと一緒にいるんだと、やっぱり当たり前に思っていたわ」

「……ああ」

　相あい槌づちを打った京介は、その時にふと小さな不快感を覚えた。体の中心が、会話が進むことにかすかな不安を感じ始めている。

「だからね」

　こちらの変化には構わない様子で、礼子は話し続けた。

「交通事故に遭あって自分が死ぬんだと思った時、本当に困ってしまった」

　顔を上げた礼子の視線が、真正面からぶつかってくる。不安が確実さを増し、京介は礼子から思わず目を逸そらしそうになったが、奥歯を嚙かんで耐たえた。耳鳴りがした。この話の続きを今は聞きたくない。二年前の思い出は、無理矢理だが他人ひと事ごととして何とか話せる。現在の互たがいの事情だって、ただの近きん況きよう報告と思いこんで交かわせばいい。だがその狭間はざまは、礼子が変わってしまう起点となった出来事そのものは、どう捉とらえていいのかがまだわからない。だから聞きたくなかった。

「困っていたら、勧かん誘ゆう員いんが現れたの」

　視線を京介へ固定させ、礼子が言った。声こわ色いろや表情が、音も立てずに構成員の砂島礼子へと戻もどってゆく。

「団体とか構成員とか、初めは何のことなのか全然理解できなかった。でも、助かるなら何でもいいって思った。私は死にたくなかったの」

「そうか」

「やりたいことがたくさん思い浮うかんだわ。全部一人ではできないことだった。だからここで死んだら私も困るけれど、別の誰だれかも困るだろうなって思った」

「そう、か」

　短い相槌を必死になって吐はき出し、京介は自分に向かって命じる。落ち着け。何を言われても他人事だと思えばいいんだ。それだけでいいのに、耳鳴りがやまない。これ以上感情が動いたら、隙を見せたら、その時は──。

「どんな形でも、生きていればいつかまたその人に会えるかもしれないと思ったの。京介君、私はね……」

　口元を緩ゆるめ、礼子が微笑ほほえんだ。今までで一番自然で、柔やわらかい笑顔だった。

「私はあの時、あなたのために生きようと思ったの」

　落ち着けと、再度命じた心が軋きしんだ。

「あなたがいなければ、私は今頃、お墓の下で静かに眠ねむっているはず。あなたがいなければ、『殺し屋』の人生は選ばなかった」

　礼子の足元で砂じや利りが鳴った。

　耳鳴りはやんでいた。京介は何も答えられなかった。礼子から完全に目を逸らし、足元に向かって不規則な息を吐いた。心臓や全身の血管がざわついていたが、頭の中は妙みように静かだった。

　どうしてこんなことになるのだろう。今一度、問いの答えを求めた。自分がたまたま古代術を使えるから。二年前に交通事故に遭った彼女が、たまたま団体に拾われたから。それだけだと思った。だけどそれだけではなかった。

　おれがいたから。おれが、いなければ。答えは簡単だった。

　胸むな元もとから腰こしにかけて強い衝しよう撃げきを感じた。それに気がついた時には、京介は地面に倒たおされていた。

　京介を見下ろした礼子は、強く顔をしかめていた。直視に耐えられないくらい無む惨ざんな姿なのだろうかと、茫ぼう漠ばくとする頭で京介は考えた。起き上がれないほど全身が痛むのに、少しも現実感を抱いだけない。だが認めたくなくても、腹部から溢あふれた血が視界の隅すみを薄うすく彩いろどっていた。

「勘かん違ちがい、しないでね」

　礼子が静かに言った。礼子が突つき出した鉄パイプの先せん端たんが、京介の胸元に強く押しつけられる。湿しめった音が響ひびいた。

「責めているんじゃないの。あなたには感謝してもいいと思っている。私は団体での生活を気に入っているから」

「どうして……」

　礼子を見上げ、勝手に掠かすれる声で京介は尋たずねた。

「どうしてそんなに、団体に従おうとするんだ」

　京介の胸へ鉄パイプが強く食いこむ。痛みに抗あらがうように、京介は声を振ふり絞しぼった。

「礼子のいる組織って、一体何なんだ」

「死んでいく人に、知る必要はないと思うわ」

　鉄パイプに力がこもった。体が軋んで胸板が穿うがたれそうになる。叫さけびたくなるのを我が慢まんし、京介は問い続けた。

「従わないとならない理由があるのか」

「知る必要はないって言ってるでしょう」

「この間の夜、言ってたよな。ここじゃないと生きられないって。音無も、もう団体しか居場所がないって苦しんでいたんだ」

「だったら何だって言うの」

　鋭するどい声で、礼子がこちらの言葉を遮さえぎる。

「あなたが団体を潰つぶして、構成員を自由にするとでも言うの？　それで私は、あなたや豊花のいる世界に戻ればいいの？　冗じよう談だんはやめて」

　礼子の怒ど鳴なり声が公園中に響き渡わたった。

「音無浩一が馬ば鹿かだっただけで、他ほかの構成員も私も、誰もそんなことは望んでいない。私にとってのきっかけはあなただった、でも今はあなたがこの世にいてくれなくてもいいの。だから私は、早くこの任務を終わらせたいのよ」

　礼子が鉄パイプを振った。血が跳はねて、打たれた肋あばら骨ぼねが悲鳴を上げた。髪かみや頰ほおに返り血を受けて、礼子は何度も同じ行動を繰くり返した。いくら呼びかけても、礼子はもう答えてくれなかった。

「寒そうね、京介君」

　歪ゆがんだ視界の向こう、不意に攻こう撃げきの手を止めた礼子が穏おだやかに言った。

「もう二度と、凍こごえないようにしてあげるから」

　血の筋を引き、礼子が鉄パイプを一ひと際きわ高く振り上げる。現実感もないままに、京介は避よけようとした。避けて生き延びて、それで。手足に力をこめる。どちらも死なずにすむ方法をまた考える、考えないとならない。手足は満足に力を受け取らず、指先が砂利を摑つかんだだけで終わってしまう。焦あせりよりも苦痛よりも、悲ひ嘆たんが先に立ってしまう。

　だけど死なずにすんだとしても、礼子におれはもう必要ないんだ。白い息を吐はき、迫せまる凶きよう器きを見つめながら、京介は自分が悲しんでいることを知った。

「やめて！」

　聴ちよう覚かくにかん高い声が飛びこんできて、京介は引かれるように視線を動かした。公園の入り口から、セーラー服の少女が駆かけてくるのが見えた。豊花だった。京介の真上で鉄パイプを止めた礼子が、鈍にぶい舌打ちと共に豊花の方へ振り返った。

　だがすぐに、豊花の横から別の影かげが現れる。玲れい洗せん樹じゆの枝を携たずさえたその人影は、京介が昏こん倒とうさせたはずの警護術者だった。警護術者が術具を構え、呪じゆ文もんを唱える。次の瞬しゆん間かん、光こう弾だんと爆ばく音おんが礼子を取り囲んだ。

　煙けむりの向こうで、礼子が悔くやしそうに表情を歪めるのが見えた。白いコートの裾すそが翻ひるがえり、その後ろ姿は一瞬にして消失してしまう。追いかけようと、京介が痛む上半身を起こした時、傍かたわらから強く肩かたを摑まれた。

「治ち癒ゆが必要だな」

　警護術者が傷口を見てそう言っていた。京介はその手を振り払はらおうとしたが、腕うでに力が入らなかった。

「だがその前に、警告三だ」

　京介の手首を摑んだ警護術者は、大おお真面目まじめな顔で言った。

「この場で昏倒させて、部屋に引きずり戻もどす」

　術を使われたらしく、京介の意識は急速に薄れていった。墜つい落らくにも似た深い感覚に襲おそわれながら、部屋になんか戻りたくないと思った。
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　戻りたい場所も、もうなくしてしまいそうなのに。




　十一月七日。午前七時五分。

　このところ、曇どん天てん続きで朝日の拝めない日々が続いていたが、今朝は気持ちのよい秋晴れの空が広がっている。風も吹ふかず、昇のぼりたての太陽の光は柔やわらかく、空気は澄すんで清すが々すがしく、しもやけも愛らしいほどにおとなしい。秋も冬ももう終わってしまい、春が来たものとうっかり間ま違ちがえてしまいそうな朝。塩原友子は薄うす笑わらいを浮うかべ、虹原高校の正門をくぐる。何かいいことがありそうだと、そんな気すらしてしまう。

「もしかしたら、今日は遅ち刻こくも欠席もしないで、来てくれるかもしれませんね」

　根こん拠きよのないひとり言を呟つぶやき、そのひとり言に対して赤面すると、塩原は「ひゃー」と叫さけんで走り出す。お下げ髪と膝ひざ丈たけのスカートの裾が騒そう々ぞうしく揺ゆれ、校門の側そばで地面をつついていた雀すずめが空へ逃にげ去る。浮かれて走っていた塩原は、コンクリート舗ほ装そうの道を逸それて、剝むき出しの土を踏ふんでしまった。その靴くつ底ぞこに硬かたい感かん触しよくを感じ、塩原は足を止める。

　霜しも柱ばしらが立っていた。空と光は春を彷ほう彿ふつとさせたくせに、冬の気配は確実に忍しのび寄ってきている。塩原は思い出した。昨日も日中は気持ちよく晴れていたが、夕方以降は寒かったこと。校内特別厳げん戒かいパトロールの最中に、寒さが身に染しみたこと。辺りを見回せば、校内の木々の葉は一様に枯かれている。正しい季節を思い出した途と端たん、塩原の浮かれ気分は急速に拡散してしまった。口の中で唸うなり、塩原は腹立ち紛まぎれに足元の霜柱を踏みつける。

「おのれ、私は騙だまされませんよ。清く正しい風紀委員が、こんなことで浮かれるものですか」

　塩原に踏まれた霜柱は、音を立てて砕くだけた。嘆なげきに似た音だった。

　三つ編みの毛先とスカートの乱れを手早く直すと、塩原は昇しよう降こう口ぐちに向かってまっすぐに歩き始めた。まだ朝の浅い校舎は静まり返っていた。塩原は七時三十分までに、風紀委員会準備室へ集合することになっていた。終わらなかった遅刻欠席数の統計を始業前に片づけてしまおうと、長谷と申し合わせていたのだ。

「昨日は結局、パトロールをしても噂うわさの部外者を見つけられなかったし……」

　いつもの癖くせでひとり言を口にしながら、塩原は無人の昇降口を通る。落ちていた空き缶かんをごみ箱へ捨て、剝はがれかかっている壁かべの掲けい示じ物ぶつを直し、一年六組の靴箱へ向かう。上うわ履ばきに履き替かえたところで、塩原は他ほかの生徒の靴箱に目をやった。

　一条京介の靴箱は、塩原の所定位置よりも何列か離はなれた場所にあった。ロッカー式になっている戸に、塩原は吸い寄せられるように手をかける。鍵かぎのついていない戸は、本人であろうと他人であろうと、誰だれでも勝手に開けられる。だから虹原高校では、上履きを隠かくすという小学生のようないたずらが、ごく普ふ通つうに跋ばつ扈こしている。想おもい人びとの靴箱へラブレターを入れる生徒もいる。もちろん塩原はそんな行こう為いはしたことがないし、しようと思ったこともない。だが。

「だったら私は、何をしてるんでしょう」

　無意識に呟いて、塩原は気がついた。他人の靴箱など覗のぞいてどうするというのだ。風紀委員としての持ち物検査、その一いつ環かん。ああ、そう、それです。靴箱に違い反はん物ぶつを隠す生徒の摘てき発はつのため。よし、と手を打ったものの、塩原はやはり戸を開くことができなかった。

「やめましょう、どうせ大した物なんか入っていません」

　塩原は項垂うなだれ、床ゆかに向かって呟いた。一条京介の靴箱なんて、不良生徒が投げこんだ果たし状とか、画が鋲びようとか、ごみとか、そんなものが溢あふれているだけに決まっている。踵かかとの潰つぶれたよれよれの上履きがぽつんと押しこめられているはずで、そんなものを見ても面おも白しろいはずがない。男子の上履きなんて、いいえ、男子も女子も他人の上履きなんか私は気にしません。他人の足のサイズが何センチだろうと、風紀委員にはどうでもいいことだ。塩原は首を左右に激しく振ふった。

「でも、もし上履きが校則で定められたものではなかったら、問題ですよね」

　振り回した頭の隅すみで、ふとそんな疑問が生じる。それは問題だ。大問題だ。猛もう然ぜんと顔を上げた塩原は、戸にかけた指先に力を入れた。だが何分経たっても戸を開けられず、塩原は手を離した。

　体の横にだらりと腕を垂らし、塩原は肩を落とす。戸に手をかけて数分間筋肉を震ふるわせていただけなのに、全身がぐったりと疲つかれていた。つい先日もこんなことがなかっただろうかと、疲ひ労ろう感に辟へき易えきしながら塩原は考える。一条京介を前にして何かをしようとし、何もできなかった自分の姿が脳のう裏りに蘇よみがえる。しかしそれがいつ、どこでの出来事だったのか、塩原ははっきりと思い出せない。夢だったのだろうか。夢の中に自じ堕だ落らくなクラスメートが出てくることは、果たして嬉うれしいのか悲しいのか。

　重い学生鞄かばんを抱かかえ直し、塩原は靴箱をあとにする。もう何ヵ月も前から──梅雨つゆの頃ころから、ずっとこんな調子だった。毎日毎日、特定の人間のことを考えてばかりで、考えない日は一日もない。それが楽しいのかと誰かに問われたら、百パーセント楽しいと塩原は言い切ることができない。最近では成績や委員会活動にも支障が現れている。

　冬が近づけば遅刻欠席者も増えるから、委員会活動に一層力を注がなくてはならない。しもやけの心配だってしないといけない。余計なことを考えている暇ひまはないのに私の馬ば鹿か、と呟いて、塩原は廊ろう下かの壁に頭ず突つきを繰くり出した。このままではいけない。塩原は頭突きを続ける。このままではいけない、だけどどうしたらいいのかわからない。

　不意に、廊下の先から物音が響ひびいてきた。塩原の意識が、一気に現実に戻もどされて引き締しまった。

　こんな朝早くに、誰かいるのだろうか。塩原は首を捻ひねった。長谷であれば、準備室へ直行しているだろう。それとも、昨日長谷が話していた、自習のために早朝登校する真面目まじめな生徒か。塩原は壁に張りついたまま、曲がり角の向こうをそっと窺うかがった。廊下の先は階段があり、上った先には空き教室がひとつあるだけだ。音がしたのは、そこからだと思われた。

　その空き教室は、昇降口から近いことや、窓の向こうに職員室が見えることなどから、不良生徒の溜たまり場にはほとんど使われない。古くなった教材や備品が転がっているだけの場所だ。風紀委員としての知識を掘ほり起こし、塩原は階段を凝ぎよう視しする。しばらく様子を見たが、誰かが降りてくる気配はなかった。

「これはもしかすると、現行犯ですね……」

　空き教室の無断使用は校則で禁止。廊下を漂ただよう冴さえた空気に、塩原は低く喉のどを鳴らして歩き出す。足音を忍しのばせ、階段を上りきる。教室の扉とびらはすぐ先に見えた。扉があと三歩ほど先に迫せまった時、塩原は「不思議な空き教室」の噂うわさ話ばなしを唐とう突とつに思い出した。どうしてすぐに思いつかなかったのだろう。すぐそこにいるのは、噂の部外者かもしれないのだ。

　ここで部外者を捕つかまえたら──塩原は目を輝かがやかせた。きっと委員長は褒ほめ称たたえてくれるはずだし、全校生徒の間にも私の武勇伝は轟とどろくだろう。万ばん歳ざい、万歳、風紀委員。耳の奥に響く幻げん聴ちように、塩原は微笑ほほえむ。もしかしたら次期風紀委員長に任命されるかもしれない。いや、大衆の声は生徒会長との兼けん任にんをも望むかもしれない。そうなったら大おお忙いそがし、怠たい惰だなクラスメートのことを毎日考えている暇は本気でなくなる。ほんの少しだけ寂さびしい気もしたが、私は正義の風紀委員。秩ちつ序じよと規律を尊ぶ名めい誉よある風紀委員。塩原は空き教室の扉に手をかけ、勢いよく開いて叫さけんだ。

「風紀委員です、動かないで下さい！」

　教室の中は、白い光に満たされていた。東側に設けられた窓から、大量の朝日がなだれこんでいる。更さらには窓まど際ぎわに放置された大きな空の水すい槽そうが、ガラスの側面に光を集めて乱反射を起こしていた。顔をしかめた塩原は、狭せばまった視界で必死に室内を見回す。思った通り、使われなくなったガムテープや角材が埃ほこりと共に床に転がっているだけで、これといったものは何もない教室だった。だが窓際に、人型のシルエットがあった。塩原は視界を押し広げた。

　黒いコートを着た小こ柄がらな少年だった。成長途と中ちゆうの体つきは、塩原と同じか少し下の年ねん齢れいにしか見えないが、こちらを見み据すえる眼差まなざしは妙みように大人びていた。髪かみには緩ゆるいくせがあるが、不規則な波の打ち方はパーマによる人工的なものではない。日焼けのしていない肌はだに散ったそばかす。切れ長の目。風紀委員として全校生徒の顔と名前を覚えている塩原は、この少年がこの学校の生徒ではないと、五秒で判断した。

「あなたは何者ですか」

　冷静にこちらを見ている少年に、塩原は詰きつ問もんした。室内の空気に煙草たばこのにおいはなく、ただかび臭くさいだけ。少年は両腕うでを垂らし、窓まど枠わくに寄りかかっていた。両手の先には何も持っていないが、右のわきの下に、電話帳のようなぶ厚い紙の束を挟はさんでいた。勤勉そうな受験生、外見の印象からはそんな表現が似合う気がした。

　外光の強さに再度顔をしかめ、塩原は相手の返答を待った。昨日、今日と連日侵しん入にゆうしてきているのだ、何か確固たる理由があるのではないか。それとも長谷が予想していたような、単なる新手の変質者なのか。

　十秒待った。三十秒返事を待った。だが少年は塩原の顔を見つめるだけで、何も答えようとしなかった。

　痺しびれを切らし、再度塩原が怒ど鳴なろうとした時。少年がゆっくりと口を開いた。

「あなたの名前は何ですか」

　窓枠から背を離はなし、少年が尋たずねた。表情と同じく、静かな口調だった。

「聞いているのはこちらの方ですよ」

　怒鳴り返し、塩原は学生鞄を力いっぱい床ゆかに置いた。全授業の全教材を毎日持ち歩いている塩原の鞄は、相当な重量感がある。教室に地じ響ひびきに近い震しん動どうが伝わった。

「他ほかの生徒の目はごまかせても、風紀委員の私は騙だまされませんよ。あなたは虹原高校の生徒ではないし、神様でもありません。そうですよね」

　相手に大きく一歩踏ふみ出し、塩原は大声で詰問した。

「氏名と住所、そして目的、それを今すぐ正直に話しなさい」

「別にボクはいいんですよ、あなたの名前が『女子高生Ａ』でも」

　少年が言った。塩原の威い嚇かくには全く動じた様子はなかった。

「ただね、ボクのいる組織って細かいんですよ。報告書に載のせるものは、匿とく名めいやイニシャルよりも、きちんと実名を記した方が若じやつ干かん点数が高くつくんです。組織がそういう方針なんですよね。全く、幹部の方々は人間全すべてを実名で把は握あくしたいのかな。ボクらのことは番号で呼ぶくせに……ああ、すみません。あなたに言っても、何のことかわかりませんよね」

　少年が笑い、肩かたを竦すくめた。丁てい寧ねい語で話してはいるが、少年の声にはこちらを侮あなどる響きが含ふくまれている。内容を理解できない塩原を蔑さげすんでいる、そんな笑いだった。苛いら立だった塩原は腹から声を振ふり絞しぼり、これまで以上の怒鳴り声を上げた。

「私の名前は、塩原友子──」

　あれ、と塩原は呟つぶやいた。息を止めて、目をしばたたく。今出てきた声と言葉は、思っていたものとは全く別のものだった。

　おかしい、どうして。塩原は頰ほおをひきつらせる。勝手に口から漏もれ出た言葉はどう考えても不気味なはずなのに、塩原は全く不快感を覚えていない。入学当初、これから友人になるであろう相手と自己紹しよう介かいをし合っている時と同じ、緊きん張ちよう感もなく穏おだやかな気持ちしか感じない。そのことがおかしい。

「楽でしょう、ボクの干かん渉しよう法」

　足音が聞こえた。塩原の目の前に、白い光を背負った少年が歩み寄ってきていた。口元に笑えみを浮うかべ、少年は片手に持っていたぶ厚い紙の束を捲めくっていた。

「他の構成員が使う自白の力は、少し品がないと前から思っていたんですよ。まあ、ボクのオリジナルにも多少の不利点はありますけれどね。ええと、それよりも……」

　機械的な速さで紙が動き、周囲の空気がかき回されて、塩原の鼻先に埃が漂ただよう。

「塩原友子さん、ですね。載ってるかな。虹原高校……『し』、『し』……あった」

　何百ページもありそうな紙が、少年の指先で動きを止める。紙を見つめ、少年は口の端はしを歪ゆがめて笑みを深くした。

「へえ、対象のクラスメートじゃないですか。そんな人は今までいなかったな。うん、いいかもしれない……嬉うれしいな」

　コートのポケットからボールペンを取り出し、少年は紙の上に大きな丸印を描かいた。少年が何を言って何に喜んでいるのか、塩原にはさっぱりわからなかった。紙の上には米こめ粒つぶより更に小さな文字がびっしりと並んでいて、そこに何が書かれているのかも全く読み取れなかった。

　何のつもりですか。塩原が口を開くよりも先に、少年が顔を上げた。塩原よりも低い目線で、少年は胸を張っていた。

「先に言っておきますが、協力料は出せませんから。他人に助けを求めることは、団体から推すい奨しようされていないんです。だから経費が受けられないんですよ」

「何を、言ってるんですか」

「協力料代わりに、あなたの悩なやみをひとつ消してあげますよ。というか、消すしかないんですけれどね。何か悩みはありますか？　ありますよね。いくらこの高校がのんきそうに見えても、苦しみのない人なんていないだろうから」

　少年が鼻を鳴らして笑う。どうして見ず知らずのあなたに、悩みなんか打ち明けなければならないんですか。そうはね返そうと、塩原は大きく息を吸いこむ。

「私は……」

　怒鳴るつもりが、塩原はまた、全く別のことを話し始めていた。訥とつ々とつと、先ほどまで抱かかえていた苦く悩のうを正直に述べてしまった。

　塩原が気がついた時、目の前にいたはずの少年は、窓まど際ぎわに転がった水すい槽そうの縁ふちに腰こしを下ろしていた。膝ひざの上にぶ厚い紙の束を載せ、少年はのんびりとページを捲っていた。

「あの……」

　渇かわいた塩原の喉のどが、妙みような音を立てた。一息に色々なことを喋しやべりすぎたせいだった。日の光は相変わらず室内に溢あふれており、ずいぶんと長い時間が経過したようで、実は数秒ほどしか経たっていないような気もした。

「悩み、消えました？」

　少年が顔を上げ、問いかけてきた。汗あせばんでいる両方の手のひらを擦こすり合わせ、塩原は頭部を傾かたむけた。悩み……悩み。ついさっき、昇しよう降こう口ぐちで気分が沈しずんだこと。あれだ。あれしかない。

　今度は反対側に首を捻ひねり、塩原は唸うなる。クラスメートの靴くつ箱ばこ。一条京介の靴箱。一条京介。怠たい惰だな同級生。梅雨つゆの頃ころ、一度だけ委員会の仕事を手伝ってくれた。それだけ。それだけの同級生。

　これまでどうして一条京介のことが気になって仕方なかったのか、塩原は不思議だった。単なる校則違い反はん者しやではないか。顔を思い出しても、頭の中は妙に穏やかだ。一条京介の顔よりも、彼の犯おかした数々の校則違反事じ項こうを思い返し、ごく冷静に、そして厳しく指導法の再検討ができた。今までのやり方は生温なまぬるすぎたと反省さえした。生温かったのは、もちろん違反者に対する余計な感情のせい。恥はずかしいやら情けないやらで、塩原の顔は激しく紅潮した。

「もう行っていいですよ、塩原友子さん」

　少年が言い、水槽の縁から腰を上げた。

「近々また、協力してもらうことがあるかもしれません。その時はボクの方からお願いしますから」

「何の……ことですか」

「気にしないでいいですよ。気にせずに、軽くなった頭で、今日は勉強や委員会活動に専念して下さい」

「でも……」

　どうして悩みが消えたのか聞いた方がいいのか、それからお礼を言った方がいいのかと、塩原が迷っている時だった。廊ろう下かの方から騒そう々ぞうしい声が聞こえた。長谷に似た声の生徒が「話し声が聞こえるぞ、部外者は速すみやかに出てきたまえ」と叫さけんでいた。

　塩原は少年に向き直り、口早に言った。

「本当はいけないんですけれど、今日だけは特別に見み逃のがしてあげます。逃にげて下さい。委員長に捕つかまったら面めん倒どうなことに……」

　塩原は口を閉とざした。目の前に少年の姿はすでになく、水槽が不安定な光を放っているだけだった。




　悩みはない。問題もない。何もない。自分に向かってそう言い聞かせ、砂島礼子はシャワーの蛇じや口ぐちを捻った。

　冷たい水が、頭上から勢いよく降り注ぐ。目ま蓋ぶたを閉じて礼子は顔を水にさらした。任務遂すい行こうまでの間、団体が礼子のために手配したアパート「にじはら荘そう」は、とてつもなく狭せまくて古い。部屋には一応水道設備が揃そろっているものの、老ろう朽きゆう化かしたシャワーは温水を出そうとしない。もっとも、皮ひ膚ふの感覚をある程度操あやつることのできる構成員には、水温はそれほど気にならない。身の汚よごれを落とすための水が流れれば、それで構わない。

　失敗の原因はわかっている。冷水の下で、礼子は目を開けた。装備の調整不良、それに伴ともない少し焦あせりが生じた。以上、単純なミスだ。先日妨ぼう害がい者しやを撃げき退たいしようとした時にも、同じ過失は起きた。装備を調ととのえればもう起こらない、だから悩まない。次の機会には必ず成功させる。礼子は蛇口に手をかけ、シャワーの水量を増やした。皮膚を穿うがつほどの水すい滴てきが全身を打つ。髪かみや顔にこびりついた他人の血が流れ落ちていった。

　水を止め、礼子は風呂ふろ場ばを出た。六畳じよう一間の住居に特別な脱だつ衣い所じよなどはない。風呂場の入り口に放ほうり投げておいたタオルを拾い、体を拭ふく。そこで礼子はふと気がついた。室内に、自分以外の気配がある。

「来ているなら出てきたら？　お茶は出せないけれど」

　畳たたみのすり切れた和室に向き直り、礼子は言った。室内には前の住人が置き忘れたポータブルテレビが一台あるだけで、その他ほかに家具は一いつ切さい置いていない。畳の上に礼子が脱ぬぎ捨てた衣類が散らかり、部屋の隅すみには鉄パイプ状の特とく殊しゆ装備が転がっている。人の姿はどこにもない。

　が、礼子の呼びかけに応じたのか、押し入れの襖ふすまの前に突とつ如じよ人ひと影かげが現れた。黒いコートに身を包んだ若い女だった。これまで気配を閉ざして姿を隠かくしていたようだが、同じ構成員である礼子には、女の存在を簡単に見破ることができた。

「どうも、お務めご苦労さん」

　礼子を見ると、構成員は笑えみを浮うかべた。まっ赤な口紅を塗ぬった唇くちびるが、どこか不敵そうに歪ゆがんでいた。

「団体は今、暇ひまなの？」

　構成員の笑みを無視し、礼子は表情を変えずに言った。

「昨日も、頼たのんでもいないのに激げき励れいに来てくれた人がいたわ」

「ああ、どうせあの坊ぼうやでしょう。あの子は自分の専門が行き詰づまると、いつも他人の任務に首を突つっこむのさ。あの子なりの気晴らしみたいだけどね。そんなことよりも、この部屋、お茶どころか本当に何もないね」

　髪をかき上げ、構成員は胡う散さん臭くさそうな目つきで部屋を見回す。コートの背中まで伸のびた髪は大きくウェーブがかかり、暗い室内でも金茶色に輝かがやいていた。構成員が何気なく踏ふみ出した足の下で、礼子のコートと衣類が潰つぶされていた。

　以前人づてに聞いた話では、二十歳はたちほどに見える彼女の年ねん齢れいは、実際には礼子よりひとつだけ上。登録番号は４０３０００００２。礼子が団体に入った時、すでに構成員として存在していた。

「長く住むつもりがないから、余計な物は持ちこまないだけよ」

　礼子は答え、下着だけを拾って生なま乾がわきの体に着けた。顔ごと視線を戻もどしてきた構成員は、礼子を見て笑みを深くする。礼子の衣類からは少しも足をどかそうとしなかった。

「そのわりには、今の任務、ずいぶん時間をかけてやっているじゃないか。二度も失敗して……ねえ？」

　露ろ骨こつなまでに嫌いや味みな口調で言われ、礼子は構成員を睨ねめ返した。

「もしかして……」

　同じ構成員であっても、女と礼子の間に友好関係はない。かといって敵対しているわけでもない。顔を知っている程度の仲間で、これまで会話を交かわしたことも数えるほどしかなかった。

　そんな彼女が、たとえ暇を持て余していたとしても、礼子の陣じん中ちゆう見み舞まいに訪おとずれるはずがない。構成員がこの部屋にいる意味を悟さとり、礼子は呟つぶやいた。

「私の監かん視しに来たのね」

「頑がん張ばってよね……ええと、あんたの名前──ああ、そうそう、砂島礼子ちゃん」

　礼子のコートの上に腰こしを下ろし、構成員はふざけたように笑った。

「あいつは何て名前だっけ？　登録番号４０３００００２９……まあ、処分されたやつのことなんて、何でもいいけどさ。あいつの監視役だったあんたが、あいつを処分して後任になった。そのあんたが処分されたら、派は遣けんは私で三人目。一人消すのにそんなに人件費はかけられないって、幹部も嘆なげいているよ」

　礼子の鉄パイプを指先でつつき、構成員が欠伸あくびをする。礼子の髪の先から水滴が落ち、頰ほおを伝った。最初に派遣された音無浩一に関しては、幹部はもとから任務遂すい行こうを期待していなかった。礼子は音無の監視と処分、任務を引き継つぐために、あの能なしと同時にこの街へ派遣された。

　目の前の女が礼子の監視として現れた理由は、本人も言った通り、やはり礼子が二度失敗したからだろう。一度目は対象に触ふれる前に、対象の妹の妨害を受けた。二度目は対象を直じかに攻こう撃げきできたにもかかわらず、絶命させることはできなかった。三度目に失敗したら──礼子は顔をしかめた。礼子が音無浩一を処分したのは、つい先日のことだ。仲間の武器で斬きられ、死体は放置される。光流脈使いの組織に引き取られ、頭の中を探さぐられる。

　だがそんな憂うれいは自分には必要ない。シャワーを浴びている間にも、失敗の原因は思い当たっていた。だから次は絶対に成功させる。礼子は畳の上の構成員を見下ろした。

「心配しなくてもあなたの出番はないわよ。幹部の手前、すぐに引き返すわけにはいかないんだったら、観光でもして時間を潰していたら？　何もない街だけれど」

「あんた、しくじったのは装備の調整不良だと思っているね」

　鉄パイプに触れながら、構成員が言った。長い睫毛まつげに縁ふち取どられた瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん鋭するどく輝いた。

「この特とく殊しゆ装備は、使い手の意思だけで硬こう度どから破は壊かい力まで、ほぼ自在に無限調整できる。一撃で相手を殺すことも可能、いいや、一撃での終しゆう了りようが望ましいとされているはずだよ。砂島礼子、あんたは４０３００００２９のことは簡単に処分できた。装備を使いこなせなかったあの男とは違ちがう、あんたは優ゆう秀しゆうな構成員だね。それなのに、どうしてあの対象を死なせられなかったのさ？」

「だから、調整不良のせいよ」

「本当にそうかね」

　構成員が立ち上がった。黒いコートの裾すそが大きく揺ゆれた。

「あんたも一応知ってはいるだろう？　殺害対象に親愛的な感情を抱いだいている場合、構成員の装備や特殊能力は、本人の意思とは無関係に作用しにくくなるって話」

　相手の言葉に、礼子は短い笑い声を上げた。

「知ってるけれど、それがどうかしたの？　私がそう見えるって言いたいのかしら」

「あんたの顔なんか見たって、何もわからないさ」

　磨すりガラスの窓を軽く叩たたき、返ってきた脆もろい音に、構成員はつまらなそうに言う。

「それに私は別にどうだっていいんだよ。あんたがまだあの光流脈使いのことを、好きでも嫌きらいでも。過去の親しい知人に対して、無意識に手加減をしてしまう愚おろかな構成員でも、単にミスを重ねる能なしな構成員でも、何でもね」

「違ちがう。私は違うわ」

　強く否定をした礼子に、構成員は柔にゆう和わな笑えみを返す。

「だったら何を躊躇ためらってるんだよ。早く片づけちまいな。あんたの後任にされて、正直なところ私は迷めい惑わくしてるんだ。こんな寒い時季にこんな寂さびれた街に来させられて、面めん倒どうくさいったらないよ」

「さっきも言った通りよ。心配しなくても、あなたの出番はない」

「じゃあさっさとそうしな。ちょっと心配していたんだよ、あんたはやっぱり、あの光流脈使いと幸せになりたいとか、そういうことを望んでいるんじゃないかって」

　構成員はそれだけ言うと、部屋の出口に向かって歩き始めた。礼子の横を通り過ぎる時、構成員はあからさまな嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

　玄げん関かんの扉とびらが閉まる音を聞き届け、礼子は畳たたみに向かって重く息を吐はいた。去り際ぎわに構成員が見ていたのは、礼子の下腹部にある大きな傷きず痕あとだった。二年前に事故現場で勧かん誘ゆう員いんに救われた時、礼子はこの傷を消すことよりも、負傷した手を完治させる方を優先させた。処置が後になったせいか、勧誘員の能力でも下腹部には醜みにくい傷痕が残った。

　だがこんな傷があることくらい、死の淵ふちから引き戻もどされた構成員ならば別段珍めずらしいことではない。大きく息を吐き、礼子は潰つぶされたコートへ手を伸のばした。水すい滴てきのついた指が、意思に逆らって宙で止まってしまう。

「私はどうせ、幸せになんかなれない」

　自分の指先をぼんやりと見つめ、礼子は呟つぶやいた。生きている間、絶対に幸せにはなれない。それは別に構わない。自分で決めた生き方だ。団体の中で生き抜ぬく。そう決めたのだから。

　死後の世界があるならば、そこでなら幸せになれるだろうか。ふと礼子は考えた。全すべてが終わった時、死後の世界でもしあの人に会えたら、きっと謝ろう。そして──礼子は首を横に振ふる。全てを話せば許されて、また隣となりにいさせてもらえるかもしれない、そんな望みはあまりにも自分勝手すぎる。

　コートを摑つかみ損そこねて、礼子はそのまま畳の上に蹲うずくまった。古びた畳は、滴したたる雫しずくをひとつとして吸いこんでくれなかった。




　夢を見させるのは脳の働き。思い通りにならない脳の仕し業わざ。疲つかれ切っているせいか、それとも単純に持ち主同様面倒くさがりなのか、その日、一条京介の脳は趣しゆ向こうを凝こらした夢を提供しなかった。過去の記き憶おくを偽いつわることなくなぞるだけの夢が、長く続いた。単調で平へい凡ぼんで、穏おだやかな日常の中にいた。日々は静かに満たされていた。

　夢の中で、それが夢であることは最初からわかっていた。幸せな夢でありながら、やがては現実へ至るものであることも知っていた。だから夢の途と中ちゆうで口にした。もういい、と。これ以上見続けなくても、終わりはわかっている。もうここで、黒い幕を下ろされても構わない。

　そう思っているのに、目が覚めた。

　そう思っているのに、日の光が優やさしかった。




　見慣れない天てん井じようと、体になじんでいない新品の毛布。覚えのない光景に京介は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、ほどなくして思い出した。先日越こしてきたばかりの、本家上層部専用の集合住宅。十階の角部屋で、ここはその中で京介が寝ね床どこと決めた一室だ。

　ベッドに横たわった姿勢で、視線を動かした。床ゆかの上に、自宅から持ってきた荷物が転がっている。室内の空気は清潔に乾かわいていて、外からの音は相変わらず少しも届かない。

　窓の向こうに、明るい水色の空が見えた。朝というよりも、昼に近い色だった。雲が晴れたことを、京介は鈍にぶさの残る頭で確かく認にんした。まばたきをしている間に、晴れる前、夜の間に何が起きてどこで意識をなくしたのか、鈍い頭が淡たん々たんと思い出させてくれた。まだ生きていることを、京介は痛みの残る心で確信した。

　生きているのか。呟いて、京介はため息をついた。低血圧で低体温で性格が暗くて、過か眠みん気味かと思えば先日は不眠にもなった。無効治ち癒ゆ体質は第四段階。あんなに傷を受けて苦しんで、体の真ん中には湿しめった虚きよ無む感がこびりついている。それでも生きている。

　柔やわらかい枕まくらに後頭部を押しつけ、京介は目を閉じた。しばらくそうして、目ま蓋ぶた越ごしに日の光を感じた。そしてふと疑問に思った。どうして自分は、こんなに生きようともがくのだろう。答えはあっさり見つかった。礼子のいない世界で生きていくと決めたから。礼子の生きられなかった分も、一人で生きる。そう決めたから、体は一いち途ずに生を求めているのではないか。

　一人で生きると決めたのに、あなたがいなくてもいいと言われてつらかった。目を開き、京介は壁かべ紙がみの細かな模様に目をやった。ひどい矛む盾じゆんだ。結局自分は、まだ礼子を失ったことから完全に立ち直れていなかったのかもしれない。今も二年前と同じ気持ちだと伝えれば何とかなると、一人で勝手に思いこんでしまった。当事者の感情だけではどうにもならない事件を今まで散々見てきたくせに、自分は別だとどこかで思っていた。そう思いたかったのだ。

　おれは弱いなと、呟いた。どこからも返事はなかった。体の内側から、呼吸の音や鼓こ動どうの音だけがぎこちなく聞こえていた。

　動くかどうかわからなかったが、京介はとりあえずベッドの上で体を起こしてみた。真新しいシーツの感かん触しよくが、惜おしげもなく背中から離はなれていく。体の節々が少しだけ痛んだが、大した苦痛もなく、あっさり体は命令に従った。

　着ているものは、自宅から持ってきた寝しん具ぐだった。自分で着き替がえた覚えは全くないから、誰だれかに着替えさせられたということになる。あの警護術者だろうか。眉まゆを寄せながら、京介は服の裾すそを捲まくって上半身の傷を確認した。鳩尾みぞおちから腹部にかけて厚く包帯が巻かれていた。その下からは強く消毒液のにおいがしている。床の方を見ると、蓋ふたの開いた救急箱が乱雑に放置されていた。昨日見た時は新品だった消毒液の瓶びんが、ほとんど空になっていた。

　京介の体には、もう軽度の治癒術は効かない。手当てをしてくれた誰かは、無効治癒体質の段階進行を促うながさないために、敢あえて包帯や消毒液の一時的な処置だけですませてくれた。気のきく人間が側そばにいたということよりも、こんな応急処置でも助かったんだということを、京介は意外に感じていた。助かった──つまり公園で礼子に打たれた傷は、致ち命めい傷しようにはほど遠かった。京介が自分で思っていたよりも、傷は深くなかったということになる。

　どうしてだろう。京介は包帯の上から腹をさすった。どうしてあれほど攻こう撃げきを受けたのに、殺されずにすんだのか。礼子が手加減をしてくれた──そんなはずはないだろうと、京介は一人、首を横に振る。

　空白の脳がゆっくりと動き出した。気にかかることは他ほかにもあった。任務の遂すい行こう、推すい奨しようされた戦い方。命を救われ、構成員という生き方を与あたえられただけで、あんなにも従えるものなのか。礼子は答えてくれなかったが、団体とは一体何なのか。

　改めて疑問が生じた時、部屋の扉とびらが外側から薄うすく開かれた。眉を寄せたまま、京介は扉の方へ目をやる。隙すき間まからそっと顔を覗のぞかせてきたのは、豊花だった。

「京介……よかった、気がついたのね」

　こちらの姿を認めると、曇くもっていた豊花の表情が一気に明るくなった。扉を全開にし、豊花はスリッパを鳴らして部屋に入ってきた。

「お前、病院は」

　セーラー服姿の豊花を見上げ、京介は目をしばたたく。夜の公園に豊花が駆かけつけて来たことを、ようやく思い出した。豊花は京介の隣となりに腰こしを下ろしてくると、少しだけ眉をつり上げた。

「決まってるでしょう、抜ぬけ出してきたのよ。あたしもここに住むの」

「住むのって……」

「あの警護術者のおじさんがね、朝になったら目が覚めるだろうって言ってたの」

　ベッドの上で大きく脚あしを揺ゆらしながら、豊花が唇くちびるを尖とがらせた。

「それなのにさ、京介、いつまで経たっても起きなくて、もうお昼でしょう。ずっと心配だったの」

「ふうん……」

「でもよかった。夕方には、副家長がここに来るって言ってたし」

「副家長？」

「今日の明け方にも一度来たんだけどね、眠ねむっている人間に説教しても仕方がないから出直すって。あたしのことも怒おころうとしていたけれど、時間がないからって一いつ旦たん帰っていったわ。忙いそがしいなら説教なんか省略してくれていいのに」

　豊花は不快そうに顔を歪ゆがめた。夜よ更ふけの一件は、当然警護術者から本家の方へ報告されているはずだ。だからこそ、石田が「説教」に現れたのだろう。京介はため息をついた。事前に勝手な行動をするなと言われていたにもかかわらず、京介はそれを破った。説教というよりも、かなりの罰ばつ則そくを食くらうものと覚かく悟ごしておいた方がよさそうだと思った。

「……京介」

　ふと豊花が上うわ目め遣づかいで声をかけてきた。

「礼子の、ことだけど……」

　豊花の表情は強こわ張ばっていた。豊花は唇を声もなく動かしていたが、やがて体ごと京介の方に向き直ってきて、言った。

「夜中、京介がどうして外に出たのか、あたし、何となくわかる」

　唇の先だけ動かして、豊花は膝ひざの上でスカートの裾を引っ張った。

「ちゃんと礼子と話がしたいって、あたしも思ったもの。だってさ、まだ何もわからないのに、攻撃してきたから敵だなんて、あっさり考えられない。事件から手を引けって言われても、じっとしていられない。病院から抜けてきたのは、それが目的でもあるの。京介もそうなんでしょう？」

　前まえ髪がみを揺らして、豊花が京介の手首を摑つかんでくる。あまり寝ねていないのか、近くで見ると豊花の瞳ひとみはかすかに充じゆう血けつしていた。

「人殺しの構成員なんて、礼子には似合わなすぎるわ。音無君が言ってたの、構成員をやめる時は処分される時で、自分から命を絶つこともできないんだって。だから礼子も無理矢理仕事をさせられているのよ。それか、洗脳されてあたしたちのことなんて忘れちゃっているとか……絶対何か事情があるのよ」

「豊花」

「何よ」

「手が、痛い」

　豊花は頰ほおを小さく膨ふくらませたが、京介からゆっくりと手を離はなした。

「だから……やっぱりあたしたちで事件を追おう。あたしと京介の二人で頑がん張ばれば、礼子を団体から抜けさせることができるかもしれない。だからもう一人で行動しないでよ。それで、あの公園で礼子と何か話せたの？　何も話せないまま、一方的に攻こう撃げきされたんじゃないの？」

　豊花の片耳で、日の光を受けたピアスが小さく光る。何秒か、京介は豊花の眉まゆを下げた表情を見つめていたが、ため息と同時に目を逸そらした。

「悪いけど」

「え？」

「今は一人にしてくれないか」

「え……」

「疲つかれてるんだ。副家長が来たら、いやでも話させられるだろう。その前に、もう少し休みたい」

「あ……じゃあ」

　一いつ瞬しゆん怯ひるんだ顔をした豊花だが、両手をぱちんと叩たたき合わせた。

「じゃあ、お昼ご飯を作ってきてあげるわ。警護のおじさんがね、目が覚めたら栄養のあるものを食べさせてやれって言ってたの」

　スカートの裾すそを揺らし、豊花が勢いよく立ち上がった。食欲がないことを京介が伝えようとすると、豊花は先に口を開き、鼻の頭に皺しわを寄せた。

「食べないと駄だ目め。そんな顔色じゃ、この後ちゃんと動けないでしょう。それにあたし、朝ご飯だって頑張って作っていたのよ。あんたが起きないから、あたしが二人分食べたんだからね」

　豊花は大きく頷うなずくと、足早に部屋を出て行った。程ほどなくしてキッチンの方から、慌あわただしい物音が聞こえ始めた。

　京介は再びため息をつき、額に手を当てた。頭は痛い、怪け我がも気になる、だがまだ動ける。そう自己判断を下し、ベッドから立ち上がった。スポーツバッグから着き替がえを引っ張り出し、少し考えてからバッグに戻もどす。他ほかに散らばっているものもバッグへ押しこめ、脱ぬぎ捨てたままにしてある制服を手に取る。半開きになった扉とびらの向こう、キッチンの方からは妙みように香こうばしい空気が漂ただよってきていた。

　人殺しの構成員は礼子に似合わない。豊花に言われるまでもなく、京介もそう思った。礼子を団体から抜ぬけさせることができるかもしれない。京介もそう思った。そう思って夜よ更ふけに走った。だが礼子本人はそんな気持ちはないと、はね除のけた。京介や豊花のいる世界に戻るつもりはないと言った。無理矢理任務を引き受けた様子も、洗脳されている様子もなかった。痛いほどに冷静な殺意を持っていた。

　それを聞けば、豊花もまた思い悩なやむ。思い悩んで、どうするだろうか。それでも以前の親友に人殺しをやめさせようとするか、それとも敵として認めることを選ぶのか。豊花の性格からすれば間ま違ちがいなく前者だろうが、どちらにしろ京介はこれ以上豊花を傷つけたくなかった。弱い自分が豊花を守れるという保証も、やはりどこにもないのだ。京介から離れていれば、豊花は事件に巻きこまれずにすむ。妨ぼう害がい者しやとして殺されそうになることももうないだろうし、団体に推すい奨しようされた方法に従う礼子は、こちらの不利を誘さそうために豊花をさらったりはしないだろう。

　制服の袖そでに腕うでを通し、京介はごめんと呟つぶやいた。いつの間にか、香ばしい空気は焦こげ臭くさい空気へと変わっていた。




　やたらと大きな冷蔵庫の中に鮭さけの切り身を見つけた時、豊花の頭の中で昼食のメニューは決まった。鮭のムニエルは豊花の得意料理である。何せ、一学期の調理実習で最高評価をもらった実績があるのだ。だから、作り方はうろ覚えであるものの、当然うまくいくと思った。

　それなのにどうしてかなあと、豊花は目の前にあるフライパンをじっと見つめる。ムニエルになるべきはずの切り身が、なぜか一面にびっしりと煤すすをふいている。そこで豊花は思い出した。調理実習中に受けた評価は、豊花個人ではなく豊花を含ふくめた班全体としての成績だった。ちなみにその時、班の中で豊花は味見係だった。

　ガスコンロの火力が強すぎるんだ。豊花は唇くちびるを尖とがらせて、コンロを切った。見た目は綺き麗れいなキッチンだが、火力設定がでたらめになっているに違いない。欠けつ陥かん住宅ってやつだ。自宅で作ったら、もっとうまくいったはずなんだ。豊花は一人で頷きながら、煙けむりを漂わせている切り身を皿に移す。本当は料理をする気分ではないのだが、今は何かしていないと余計なことを考えてしまう。やはり京介は礼子に何か言われたのではないか。もしも礼子が、もう京介のこともあたしのことも何とも思っていなかったら。豊花は首を振ふり、皿を握にぎりしめる。そんなことは考えちゃ駄目だ。そんなことは考えずに、これからの行動に備えて体力はばっちりつけておかないと。豊花は気合いを入れ直し、素す晴ばらしい昼食を作りあげてみせようと決めた。

　皿を凝ぎよう視しし、次に憔しよう悴すいした京介の顔色を思い出し、豊花はしばし唸うなった。この焦げた物体が果たして栄養になるのかどうか。つけあわせに野菜でも茹ゆでればいいかもしれない。豊花はじゃがいもと人にん参じんを取り出し、適当に切り刻んで鍋なべの中へ投げこんだ。湯が沸わいて、野菜を取り出そうとし、そこで手を滑すべらせた。鍋が転がって、跳はねた熱湯から逃のがれようとした豊花の手がフライパンに当たり、あらゆるものがひっくり返る。派手な騒そう音おんがキッチンに満ちた。

　いつもの習慣で、豊花はこの場から逃とう走そうしようと考えた。だがいつも通りに逃にげたとしても、いつもならば代わりに後片付けをさせられる京介は、今かなり弱っている。ここには他に家族もいない。豊花は大きくため息をついた。仕方がないので、布ふ巾きんで床ゆかを拭ぬぐい、転がった野菜を拾う。床に落ちた分は京介の皿に入れちゃえと決めた。先ほどの騒音は廊ろう下かの先にも轟とどろいたはずだが、京介は眠ねむってしまったのか、キッチンへ現れなかった。

　床を拭ふき終わった時、どこかから高くて軽かろやかな電子音が響ひびいた。自宅のものと異なるので豊花は一瞬判別に困ったが、それは玄げん関かんのチャイムのようだった。数秒後、電子音がもう一度鳴った。副家長がもう現れたのだろうか。豊花は少々怖おじ気づいたが、布巾を放ほうり投げて勢いをつけ、玄関へ急いだ。廊下の途と中ちゆうで、京介の寝ねている部屋の扉が薄うすく開いていたので、素早く閉めてやった。

　玄関を開けると、外にいたのは家長の遠峰だった。遠峰は豊花の顔を見ると、晴れやかな表情で言った。

「やあ、病院脱だつ走そう少女豊花ちゃん。君ならそうするんじゃないかと思っていたよ」

　遠峰の背後には部下らしき男が一人立っていたが、石田の姿はなかった。豊花は首を捻ひねった。

「説教に来るのって、副家長じゃなかったの？」

「石田なら、さっき駅前の立ち食いそばで、ものすごい勢いで山菜そばを食べているのを見たよ。豊花ちゃんはこれから昼食？　何か変なにおいがするね。炭火焼きかな」

　遠峰が鼻を二、三度動かして言う。玄関のドアノブに手をかけ、いつでも閉められるようにして豊花は言い返した。

「家長が何の用よ」

「そんなに警けい戒かい心しん剝むき出しの顔をしないでよ」

　遠峰が苦く笑しようし、扉とびらに手をかけた。間かん髪はつをいれず、豊花は遠峰の手を引っぱたいた。

「どうせあんたも説教に来たんでしょう。ここから出て行けって言われても、絶対きかないからね。ここはあんたたちが強ごう引いんに用意した京介の家で、京介の家はあたしの家なんだから。生まれた時から決まっているんだから」

「怖こわいなあ、豊花ちゃんは。野生動物の縄なわ張ばり争いみたいだね」

　それほど怖がってもいない表情で、遠峰は叩たたかれた手の甲こうをさすった。

「誤解しているみたいだけど、説教に来たんじゃないよ。ああいうの、僕はあまり得意じゃないんだ。お互たがいに疲つかれるからね」

「だったら何なのよ。あたしは今忙いそがしいの」

「君には用はないんだよ。京介君、いるかな。ちょっと話があるんだ」

　そう言って、遠峰は豊花の背後へ視線を漂ただよわせた。遠峰の部下が背筋を伸のばし、かすかな緊きん張ちよう感が豊花の鼻先まで浮ふ遊ゆうしてくる。

　ドアノブに両手を添そえ、豊花は思いきり頰ほおを膨ふくらませた。やっぱり説教じゃないのか。それとも上層部会議で決まったことをまた伝えに来たのか。どちらにしろ、お断りだ。あたしたちは誰だれの命令にも従わないで、二人だけで事件の調査をするんだから。豊花は眉まゆをつり上げて答えた。

「寝てるわよ。今は話なんかできないわ」

「あれ、そうなの？」

　鼻の頭をかいた遠峰の視線は、なおも玄関の先へと向けられている。まるでどの部屋に京介がいるのか、すでに知っているかのような目つきだった。

「警護術者の報告では、そんなに重傷じゃないって聞いていたけど」

「体の傷はそうかもしれないけれど、心だって痛いたんでるの」

「ああ、なるほどね。それで、どのくらい落ちこんじゃってるのかな」

「そんなこと聞いてどうするのよ。家長の悪あく趣しゆ味み」

　遠峰の前へ顔を突つき出し、豊花は前歯を剝いてやった。

「とっとと帰って。今はあたしにも側そばにいてほしくないって言ってるの。他人の話なんてなおさら聞きたくないはずだわ。上層部の人って、本当、そういうところのデリカシーがないんだから」

「本当に、ちょっとした話なんだけどね」

「ちょっとでも大きくても駄だ目め。しばらく面会謝絶なの。副家長のおっさんにも、あんたからそう伝えておいて」

　豊花は力いっぱい扉を閉め、内側から鍵かぎをかけた。しかしわずか数秒後、鍵が勝手に回り、扉は外側から開けられてしまった。

　啞あ然ぜんとする豊花に、再度顔を見せた遠峰が疲れたような笑えみを浮うかべた。

「豊花ちゃん、ここは上層部専用の住宅だよ。全室のマスターキー、僕が持たないで誰が持つのさ」

　遠峰の後ろから部下の男が歩み出て、豊花を押し退のけ、玄関に踏ふみこんでいった。豊花は慌あわてて男を追い、その背中に飛びかかろうとした。

　男は京介のいる部屋の扉を開けたところで、動きを止めていた。男は軽い身のこなしで豊花を避よけ、別の部屋の扉を勢いよく開けた。そして舌打ちをした。男は次々に浴室やトイレの扉も開け、最後に、焦こげくさい空気を漂わせているリビングの方へ足早に移動していった。

　その様子を訝いぶかりつつ、豊花は男が最初に開けた扉の先に目をやった。ベッドの上に京介はいなかった。ベッドだけでなく、室内のどこにも姿はなく、床の上に散らばっていたはずの荷物一式もなくなっていた。今いま更さらながら、玄げん関かんに自分の靴くつしかなかったことを豊花は思い出す。

　玄関の方へ駆かけ出そうとした豊花の前に、リビングから戻もどって来た男が立ち塞ふさがる。狭せまい廊ろう下かで、豊花は男の横を抜ぬけることはできなかった。男は遠峰の方を見て「どこにもいません」と報告した。




　ここ数日の冷えこみが噓うそだったかのように、屋外には暖かな日ひ射ざしが舞まっていた。風はなく、自転車に乗った薄うす着ぎの主婦が、軽快に道を通り過ぎて行く。紅葉の終わりかけた街路樹さえ、光を受けて輝かがやきを取り戻したかのように見える。

　まあどうせ、日が暮れたらすぐに晩秋の寒さがかえってくるのだろうが。荷物を持ち直し、京介は植木の後ろから立ち上がった。制服の裾すそについた枯かれ葉が、乾かわいた音を立てて地面へ落ちる。なぜか京介につきあって植木の陰かげに隠かくれてくれた野良のら猫ねこが、葉を追いかけて去って行った。

　数十秒前、京介がマンションの正面玄関を出た時、ちょうど前の通りに車が停とまった。これといった特とく徴ちようのない白い乗用車だったが、その車に京介は見覚えがあった。真夏にある事件を追いかけている最中さなかに、豊花が勝手に乗りこんで問題になった家長の車だった。そして実際、目の前の車から降りてきたのは遠峰秋一であり、京介は反射的に近場の植木の陰へ隠れた次し第だいだった。今の京介は、今だけでなくしばらくの間もであるが、本家の人間には会いたくなかった。

　遠くで野良猫が鳴いていた。京介はスポーツバッグと布で包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝を持ち、通りへ踏み出した。数歩歩いたところで、背後について来る人の気配を感じた。警護術者に対し、心の中で、夜中は色々とどうもと事務的な声をかける。十数歩歩いたところで、包帯の下の傷がそれほど痛まないことを確かく認にんした。行くあてはなかったが、夜とは反対に、とりあえず人通りの多い道を選ぶ。基本は暗殺だと礼子は言っていた。石田の立てた予想はやはり正しく、人の多い場所にいれば攻こう撃げきされる可能性は減るはずだと思った。

　平日の昼間だというのに、駅前通りは人と車で溢あふれかえっていた。どこかの百貨店でセールをやっているらしく、舗ほ道どうの上にはチラシが何枚も落ちていた。

　チラシと落ち葉ばかりが視界に入ってくることで、京介は自分が俯うつむいていることに気づいた。目を上げると、活気に満ちた通りの中、そんな姿勢で歩いている人間は自分だけだった。これからどこへ行こうかと考え始めた時、母親に連れられた小さな子供が、すれ違ちがい様ざまに京介を指差して嬉うれしそうに叫さけんだ。家出だ、家出、ねえママ、あのおにいちゃん絶対家出だよ。母親は困ったような顔をして、やめなさいもう、とだけ言った。

　親子の背中をぼんやりと見送り、本当に家出みたいなものだな、と京介はため息をついた。これから探さなければならない場所は、補導員も警官も、もちろん豊花も警護術者も本家の人間も誰だれも知らないような所で、なおかつ礼子にも気づかれない場所。のたれ死ぬわけにはいかないので、そこそこ夜の寒さも凌しのげて休息もできる場所。現在の所持金はゼロに等しいため、できれば無料で使える場所だ。

　そんな場所が果たして見つかるのか、大いに疑わしかったが、足を止めずに歩き続ける。そこを拠きよ点てんにして、自分の力で事件を追うしかない。どちらも死なずにすむ方法を見つける、それは条件の多い住処すみか探しよりも難しそうではあったが、他ほかにやるべきことなんて何もない。京介はスポーツバッグをかつぎ直した。

　どちらも死なずにすむ方法が、見つかったとしても。京介は足を止めた。目の前の交差点の信号が変わり、周囲を歩く大勢の通行人も立ち止まった。方法が見つかったとしても、共に過ごせる日はもう来ないだろう。礼子におれは必要ないのだから。京介は自分の涙るい腺せんの様子を窺うかがったが、瞳ひとみは乾き切っていた。車道から吹ふき寄せる風が、顔の皮ひ膚ふに少しだけ痛かった。

　車の流れから顔を背そむけ、京介は目を閉じた。団体の詳しよう細さいが気にかかるのも、自分で事件を追おうと思ったのも、団体の中で礼子が本当に満足しているかどうか、知りたいだけなのかもしれない。手の届かない場所で礼子が幸せであることがわかったら、彼女に殺し屋の道を選ばせてしまった自分は、それで少しは安心できるのか。目を閉じたまま、京介は小さく項垂うなだれた。その時もまた、どうしたらいいのかと悩なやむだけだろう。礼子がこれからも団体に居続けるためには、今の任務を遂すい行こうさせなければならないはずだ。

　やがて車の音は止まり、雑音はまとまりのない足音に変わった。京介は目を開き、歩行者用の信号を見上げた。青い表示の前で立ち止まっているのは京介だけだった。警護術者の気配は前後左右の通行人に紛まぎれてしまい、わからなくなっていた。

　信号が点てん滅めつを始め、京介は交差点へ足を踏ふみ出す。礼子のために殺されてやると思いきれれば、全すべては楽に終わるのかもしれない。だけどそれでは自分に噓をつくことになる。拒きよ絶ぜつされても気持ちはまだ消えなくて、壊こわれそうな体でも生きていたいと願う。無様であってもそれが本心だ。だから今は歩き続けなくてはいけない気がした。あてがなくても、力がなくても、望んだ幸福が未来にないとわかっていても。

　交差点の先、道はふたつに分かれていた。片方は人通りの少ない細い道で、片方は混雑した商店街への道だ。細い道の方は、そのまま進めばやがて虹原川の土手へと至る。二年前に礼子とよく歩いた道だった。

　商店街のアーケードのスピーカーから、気の早いクリスマスソングが流れていた。華はなやいだ音楽の聞こえる方向へ、京介はゆっくりと進んだ。人の賑にぎわう、しかし礼子のいない道の上へ。




　まず手に入れたい情報は、団体について。どんな組織で、なぜ古代術の使い手を危険視するのか。情報源は今のところ構成員しか思いつかないが、礼子から聞き出すことは難しく、他の仲間がどこにいるのかはわからない。本家の特別班も同じことを調べているはずだが、その結果を待っているわけにはいかない。

　どうしたものかと考えているうちに、京介は虹原高校の正門前に来ていた。考え事をしながら街を歩いているうちに、足は無意識にも通学路を辿たどっていたようだ。時刻は正午を一時間ほど回っており、学校全体は昼休みに入った頃ころだった。校舎の方から響ひびく笑い声が、校門の前で佇たたずむ京介の耳にもしっかりと届いてくる。

　干ひからびた校舎の外がい壁へきを、京介は意味もなく見上げた。学校の中も恐おそらくは安全圏けんだと、石田が言っていたことを思い出す。迷っていると、門の内側にある水道の方から生徒の話し声が聞こえた。女子生徒が数名、水すい槽そうを洗っていた。水槽は何かの教材らしく、人が入れそうなほどの大きさだった。

　女子生徒の一人が京介に気づき、隣となりの生徒の肘ひじをつついた。「見て、あれ」「何、あれ」「家出みたい」「家出でしょう、だって顔が暗いもの」女子生徒たちは派手に笑い合い、水槽を持ち上げて校舎の方へ去った。

　京介はため息をついた。このまま外を歩いていたら、やはり家出少年として補導されそうな気がした。とりあえず下校時刻までは校内に留とどまり、その間に休息を取って考えをまとめ、次の移動場所に移る。しばらくはそう過ごそうと決めて、校門をくぐった。警護術者の気配は、校門から先へはついて来なかった。

　昇しよう降こう口ぐちに入ると、校内の喧けん騒そうが直じかに体へ伝わってきた。学食方向に向かって疾しつ走そうする生徒。体育館方面へ力走する運動部員。廊ろう下かに集まって雑談に盛り上がっているグループ。それらを遠くに眺ながめつつ、京介は自分の靴くつ箱ばこを開ける。相変わらず靴箱の中は、誰かがいやがらせに入れたごみや、不良生徒からの果たし状で充じゆう満まんしていた。いつか全てをごみ箱へ捨てようとは思っているが、今日はそんな気力もない。上うわ履ばきに履き替かえ、京介は靴箱の戸を閉めた。

　授業を受けに来たわけではないので、教室へ行くつもりはなかった。どこか適当な空き教室を探そうと思った時、ふと昇降口の掲けい示じ板ばんに目が留まった。貼はられた掲示物の中に、京介がちょうど考えていた「空き教室」という単語が躍おどっていたからだった。

　その掲示物は、「廊下は走らないこと」や「部員募ぼ集しゆう」などと書かれた他ほかの印刷物の上に、ガムテープで無造作に貼りつけられていた。正規の掲示物ではなく、誰かが勝手に貼ったのだろう。遠目には大判のポスターに見えた用紙も、実際はルーズリーフを何枚か繫つなげて作った粗そ雑ざつなものだった。

　その掲示物を見つめ、京介は率そつ直ちよくに眉まゆを寄せた。悩み多き生徒は必見、と書かれていた。

『悩なやみ多き生徒は必見、「不思議な空き教室」をみんなで探そう！

　情報求む！　何か知っている人は、ここにじゃんじゃん書いてね』

　用紙の一番上に、赤い太文字でそう書かれていた。以下に続く多数の文字は、色や筆ひつ跡せきが全て異なり、横書き、縦書き、斜ななめ書きと、寄せ書きのようにまとまりがない。京介は途と中ちゆうから目を走らせた。

『第一校舎の三階奥で見たって聞いた（二年・男子）

　違ちがうよ、第二校舎の四階だよ（二年・男子）

　色々な空き教室に出るんだって（匿とく名めい希望）

　わたしの悩みを消してくれた。あっという間に、もう魔ま法ほうみたいに（二年・女子）

　身長百五十五センチくらいの男子って話（一年・女子）

　髪かみはくせ毛、あと、そばかすが多いとか（一年・男子）

　目は細め（二年・男子）

　最初は生意気なやつだと思った。でも結構いいやつだった（一年・男子）

　黒いコートを着てるって聞いたよ（二年・女子）

　あの人はまさに神様（三年・女子）

　ぶ厚い紙の束を持っているらしい（二年・男子）

　進路調査のアンケート係じゃねえの？　毎年この時期に来るって聞いた（三年・男子）

　神様だってば（秘密）

　どこにいるのー、もう二日も捜さがしてるのにー（二年・女子）

　許可印のない無断掲示物は禁止！　即そつ刻こく撤てつ去きよせよ！（風紀委員会・委員長）』

　最後の文字だけやたらと大きく、それ以上紙に余白はなかった。京介は黙だまって首を捻ひねった。よくはわからないが、現在生徒の間でまた、何かの噂うわさ話ばなしが流れているようだ。紙に記されている内容を要約すれば、神様だか何だかがどこかの空き教室に出て、生徒の悩みを消してくれる、ということらしい。紙の隅すみに、漫まん画が的なイラストが描えがかれていた。「情報」に記された特とく徴ちようを集めて、誰だれかが描いたのだろう。くせ毛で目の細い黒い服を着た少年の絵だった。

　参ったな、と京介は思わず呟つぶやいた。球技大会中の体育館や校庭の居い心地ごこちが悪いように、こんな噂のある時期に、空き教室で一人静かに過ごすことは恐らく難しい。

　廊下の方から、男子生徒が数人、ふざけて追いかけ合いながら走ってきた。生徒の一人が掲示板にぶつかり、その拍ひよう子しにガムテープが剝はがれ、文字だらけの掲示物が床ゆかに落ちる。そのことに気づかないまま、生徒たちは昇降口から賑にぎやかに駆かけ出していった。声と足音が遠ざかり、京介は頭に手を当てた。マンションからここまで来る間、様々な騒そう音おんを聞いたせいか、また頭痛と耳鳴りがする。とりあえず、一人になれる場所を見つけたかった。

　ふと天てん井じようを見上げて、思い立った。空き教室が駄だ目めならば、屋上はどうだろうか。屋上で昼ひる寝ねをするにはもう寒すぎるが、今日は十一月にしては暖かい方だ。それでも寒ければ術者専用の黒マントでも巻いてやり過ごそうと、京介は階段へ移動した。二、三階あたりまでは踊おどり場にも生徒がたむろしていたが、屋上へ至る階段には人の影かげは全くなく、下の階の喧騒もほとんど届いてこなかった。

　屋上の扉とびらを開けると、冷たい風が吹ふきつけてきた。空を仰あおぐと、いつの間にか一面に灰色の雲が立ちこめ、太陽は姿を消していた。雲が途切れる様子はなかったが、校舎内へ引き返すのも面めん倒どうで、京介は屋上へ出た。鉄の扉は閉まりが悪く、半開きの状態で風に押されて軋きしんでいた。

　敷しき地ちの中央辺りまで歩き、風の当たらない場所を探している時、今いま更さらながら京介は先客がいることに気がついた。前方、屋上を囲うフェンスの前に人が立っている。背の低い少年だった。

　風の中で、髪と黒いコートの裾すそが大きく揺ゆれていた。右みぎ腕うでの下に電話帳のようなぶ厚い冊子を挟はさんでいるが、紙の端はしもまた、風に煽あおられていた。フェンスに背を預けた少年は、京介を見ると微笑ほほえみを浮うかべた。一見友好的な雰ふん囲い気きではあるが、どこか曲がった感じのする笑みだと京介は思った。

　全く覚えのない相手だが、どこかで会ったような錯さつ覚かくが生じる。くせ毛、切れ長の瞳ひとみ、小こ柄がらな体つき──少年の外見を順に眺ながめているうちに、気づく。目の前にいる相手は、昇しよう降こう口ぐちの掲示物で取り上げられていた人物像と似通っていた。

　しかしそれよりも見覚えがあるのは、少年の着ている黒いコート。処分された構成員、音無浩一が着ていたものとよく似た型であった。そして礼子が着ていたコートとも、色違いのように見える。

「あなたの名前は何ですか」

　不意に少年が口を開いた。かすれ気味で、まだ子供らしさが抜ぬけきらないような声だった。

「名前。あなたの名前です」

　もう一度少年が言う。京介が黙っていると、少年は鼻から息を漏もらして短く笑った。

「なんてね。ボクの干かん渉しよう法ほうは、団体所属の人間と光流脈使いには効かないんですよ。それに聞くまでもなく、あなたの名前は知っているし……」

　少年が手の中に冊子を持ち直し、開いた。

「あなたはきっと、屋上に来るんじゃないかと思っていました。今、校舎内の空き教室は生徒が見張っているでしょう。全く、ここの生徒はみんな愚おろかしいほどに単純でまっすぐですね。空き教室と言ったら、そこしか捜さないんだから。まあ、そのおかげでこうした死角が生じて、あなたに会えたんだけれど」

　紐ひもで綴とじられた資料らしきものが、風を受けて更さらなる音を立てる。次々に捲めくれるページを眺めながら、少年は言った。

「はじめまして、一条京介さん。ボクたちの組織が現在マークしている殺害対象」

　顔を上げた少年が、笑みを深くした。黒いコートの裾が、鳥の翼つばさに似た音を立てる。構成員の制服なのかもしれないが、少年の体に裾の長いコートはあまり似合っていなかった。京介は少年を無言で見返した。

「ボクは砂島さんと同じ構成員で、泉見いずみ順じゆん也やといいます。本名じゃありませんけれどね。団体に入ってから、尊敬している幹部の姓せいを借りました。年は砂島さんよりもひとつ下ですけれど、キャリアはボクの方が少しだけ長いんですよ」

　自じ慢まんげな言い方で、少年が一方的な自己紹しよう介かいをする。よく喋しやべるやつだな、と京介はまず思った。だから何だとも尋たずねようとしたが、泉見という少年は先を続けてしまう。

「それにしても、聞いていた通り、あなたは表情の摑つかみにくい人ですね。でも大体はわかりますよ。あなたは今、肉体も精神もかなり疲つかれている。上半身から消毒液のにおいがしますから、深くはなさそうですけれど、いくつか傷もあるんでしょう。喧けん嘩かが強いと聞いたこともありますが、今ならボクみたいな非力な相手でも勝てるかな。……ああ、無理か。古代術を使われたら、ボクなんかあっという間に木こっ端ぱ微み塵じんだ」

「お前……」

「冗じよう談だんですよ。戦せん闘とう行こう為いも含ふくめて、ボクは暴力が嫌きらいなんです。だけどまあ、構成員としての能力は使わせてもらいましょうか」

　わざとらしいまでに緩かん慢まんな動きで、少年はフェンスから背を離はなした。背筋を伸のばし、何百ページもありそうな紙の束を、片手の指先だけで閉じる。

「一条京介さん」

　動作を止めた少年は、そこで笑みを消して目を細めた。

　フェンス全体が一いつ斉せいに震ふるえた。軋んだ金かな網あみが、一いつ瞬しゆんだけ白い稲いな光びかりのようなものを宙に放つ。京介の背後では、鉄の扉が必要以上に強い音を立てて勝手に閉まった。

「逃にがさないよ」

　泉見の口元に笑みが戻もどる。

　その頭上で、雲が暗さを増していた。




　にわかに曇くもり始めた空を見上げ、豊花は足を止めた。舗ほ道どうに落ちた枯かれ葉やチラシが、豊花の足元を忙せわしなく舞まっている。

　朝、リビングのテレビで時間潰つぶしに観みた天気予報を思い出す。今日の夜よ更ふけから明日の明け方にかけて天気が崩くずれ、明日は降水確率百パーセントの雨。雷かみなりを伴ともなった大雨に注意して下さいと、愛あい想そのよい気象予報士が宣言していた。豊花の頭上に張り出している雲は、今にも冷たい雨あま粒つぶを落としてきそうだ。
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　雨か。豊花はもう一度空を睨ねめ上げ、まだ降ったら駄だ目めだからね、と強く命じた。京介を見つけてマンションに戻るまで、できれば降らないでほしい。豊花は荷物を抱かかえ直し、再び舗道を走り始めた。

　豊花の持っている荷物は、和紙に包まれた長い棒状の物体。中身は玲れい洗せん樹じゆの枝だ。リビングの隅すみに転がっているのを見つけ、豊花に持たせたのは遠峰だった。この術具は古代術専用のものらしく、遠峰は京介に渡わたすようにと言った。京介だって持ちたくなくて放ほうり出しておいたものだろうに、断っている時間がもったいなかったので、豊花はそのまま街に出た。家長の馬ば鹿かたれと、豊花は心の中で何度も罵ののしる。

　いなくなってしまった京介のことを、遠峰はさほど心配していないようだった。捜さがしに行きたいのはやまやまだが、この後会議があるから戻らなくてはならないと、帰っていった。外を出歩けるなら心はまだ完全に潰つぶれていないねと、わけのわからないことも呟つぶやいていた。

　本家側としては、「囮おとり」である京介が出歩いて礼子に再度遭そう遇ぐうする事態は、計画通りで歓かん迎げいすべきことだ。そのために警護術者もついているのだし、京介に迎げい撃げき用に古代術専用術具も持たせることができれば、更に予定通りに事は進む。遠峰が心配する必要は、確かにない。交差点の信号で足止めを食らった豊花は、赤信号を睨んだ。あんたたちの言う通りには動かないんだから。そう決めたんだから。そう決めたのに──豊花は肩かたを落とした。どうして京介は、ひとりで出て行っちゃったんだろう。

　寒さと苛いら立だちを堪こらえるため、豊花は足あし踏ぶみをして信号が変わるのを待った。京介はどこにいるのだろう。土手や河原や空き地や、双ふた子ごの兄がいそうな場所を、豊花はこれまで何箇か所しよもまわった。しかし京介はどこにもいなかった。怪け我がのせいで、今の京介からは消毒液のにおいがする。それを辿たどって追えば見つかるかもしれないと思ったが、街の空気は枯れ葉のにおいと雨の予兆だけで満たされていた。信号が変わり、豊花は思考を止めて横断歩道へと駆かけ出す。準備運動もなしに走らせている足が、泣きそうに痛んでいた。もしかして、どこかで礼子に見つかって今いま頃ごろはもう──そんな不安がよぎるたびに、豊花は脳が揺ゆれるほど頭を振ふった。

　ふと気がついた時、豊花は見覚えのある建物の前にいた。高校の正門前だった。ちょうど休み時間らしく、校内から生徒の賑にぎやかな声が聞こえていた。豊花は足を止め、洟はなをすすって校舎を見上げた。ひとけがなくて風ばかり吹ふく場所を回っていたせいか、学校を見たら安あん堵ど感がこみ上げてきた。

　正門の陰かげで、自分と同じように校舎を見上げている人物がいることに豊花は気づいた。しゃがみこんだ姿勢で、男が虹原高校を見つめている。不ふ審しんそうな表情のその男を、豊花は知っていた。夜更けに会ったばかりだが、京介の警護術者だ。

「警護のおじさん」

　豊花が呼びかけて駆け寄ると、警護術者は更さらに表情を険しくした。

「何してるの」

「数分前、警護対象が校内に入ったのだが……」

　校舎の方へ視線を戻し、警護術者が言った。

「ついさっき、突とつ然ぜん気配が消えてしまった」

「消えたって、どういうことよ」

　声を裏返した豊花の前で、警護術者は音もなく立ち上がる。

「結界の類たぐいの中へ入ったか、あるいは死んだか、可能性としてはそのどちらかだ。これから確かく認にんを……」

　豊花は警護術者を突つき飛ばし、走り出した。

　門を抜ぬけ、昇しよう降こう口ぐちで靴くつを脱ぬいで、靴下のまま廊ろう下かに飛び出す。だが数メートルも進まないうちに、背後から何者かに腕うでを摑つかまれ、豊花は無理矢理足を止めさせられてしまう。友人の誰だれかだとしたら、悪いが今は構っていられない。豊花は振り返り、怒ど鳴なるように懇こん願がんした。

「ごめん急いでるの、放して」

「おお、今日も元気だな。魔ま女じよの片割れ、一条豊花君」

　豊花の背後にいたのは、眼鏡めがねをかけた男子生徒、風紀委員長の長谷常彦だった。豊花や京介のことを魔女と称しようし、術具を校則違い反はんと詰なじる迷めい惑わくな三年生だ。だが、常に豊花たちの行動に目を光らせている委員長なら──豊花は長谷に顔を突きつけて、可能な限りの早口で尋たずねた。

「ねえ、京介を見なかった？」

「ほほう、奇き遇ぐうだな。私もちょうど我が親友のことを捜していたのだよ」

　長谷は指先で素す早ばやく眼鏡を押し上げた。

「実は魔女の一条兄きよう妹だいに、折り入って相談があるのだ。先日より我々風紀委員では、空き教室に現れる部外者の捕ほ獲かく及および校外追放作戦を実じつ施ししているのだがね」

「見ていないならいいわ。放して」

「ところがいくら校内パトロールをしても、その部外者が一向に見つからないのだよ」

　豊花の言葉は全く耳に入っていないようで、長谷は勝手に話し続けた。

「今朝になって、塩原君までもが『あの少年は人の悩なやみを消してくれるいい人だ』などと言い出して、急にやつの肩を持ち始めた。私一人では手が回らんのだよ。我が親友一条兄妹よ、部外者追放に力を貸してくれないかね」

「ものすごく急いでるんだってば」

「恒こう例れい通り、依い頼らい料りようが必要だと言うのだろう」

　口元に不敵な笑えみを浮うかべ、長谷は頷うなずいた。

「安心したまえ、立場上、現金は出せないが、それなりのものを用意しよう。『風紀委員会特製・これで遅ち刻こくとさようなら目覚まし時計』はどうだ。ほしいだろう」

　豊花は長谷の脛すねを蹴けっ飛ばした。長谷が悲鳴を上げるやいなや、豊花は風紀委員長の腕を振り払はらって廊下を駆け出す。背後から長谷が「なぜ断る、限定モデルだぞ」と叫さけんでいた。

　階段の前に女子生徒が数人集まって、雑談に興じていた。豊花のクラスメートだった。豊花は京介を見なかったかと尋ねたが、クラスメートは「豊花、昨日どうして休んじゃったの」とか「放課後バーゲンに行こうよ。最終日だよ」とか「聞いて聞いて、豊花が学校を休んでいる間に面おも白しろい話が出てきたんだよ」などと一いつ斉せいに話しかけてくるだけだった。豊花がうろたえていると、ようやく最後のひとりが「そういえば、さっき豊花のお兄さんが屋上の方に行くのを見たよ」と教えてくれた。豊花は礼を述べたが、焦あせっているせいか、舌がうまく回らなかった。

　階段を四階分駆け上り、屋上へ至る踊おどり場も一気に抜ける。目前に屋上の扉とびらが見え、豊花は体当たりするように扉を押した。だが扉は開かなかった。

　豊花は眉まゆを寄せた。ドアノブに手をかけ、乱暴に扉を押し引きした。ノブは手の中で回りきり、施せ錠じようの手て応ごたえはない。それなのに扉は全く開こうとしない。凍こおりついたように動かない扉の周辺には、うっすらと消毒液のにおいが漂ただよっていた。

「やだ……開いてよ」

　豊花はすがりつくように、扉を何度も叩たたいた。額に滲にじんだ冷たい汗あせが、豊花の目元を流れていった。






















　屋上を吹ふき抜ぬける風の音は、何かの泣き声に似ていた。音に耳をすませるような顔で、泉見順也がこちらに向かって歩み寄って来る。京介は反射的にスポーツバッグを床ゆかに落とし、玲れい洗せん樹じゆの枝を包む布に手をかけた。

「落ち着いて下さいよ」

　声を上げて泉見が笑った。

「先に言っておきますけれど、あなたが攻こう撃げきをしてきたら、ボクは姿を消して逃にげます。そうなって後こう悔かいするのは一条さんの方ですよ」

「どういう意味だ」

「だから、そんなに張りつめた顔をしていると、余計に体力を消しよう耗もうしますよ。ボクは誰だれにも邪じや魔まをされずに、穏おん便びんに話がしたいだけです。ボクにあなたと戦う意思は微み塵じんもありません。暴力は嫌きらいだって、さっきも言ったでしょう？」

　泉見は足を止めた。紙の束を片かた腕うでの下に挟はさんで、空いたふたつの手のひらを掲かかげる。

「その証しよう拠こにほら、砂島さんみたいに物ぶつ騒そうな武器は持っていません。他ほかにも何も隠かくしていませんよ」

　泉見はコートのポケットをひっくり返し、ボタンを外してコートの内部まで開いて見せたりした。それが終わると、再度京介に向かって歩き始める。

「それに第一、あなたを消すように命じられたのは、砂島さんであってボクではありません。殺害対象と認められた人物だからと言って、構成員総出で攻撃しに行くようなことは滅めつ多たにありません。みんなそれぞれに仕事を持っていますからね」

　京介から二歩ほど離はなれた位置で立ち止まり、泉見はかけ損そこなったコートのボタンを直した。

「誓ちかっておきますよ。ボクはあなたを殺すつもりはありません」

　術具の布に手をかけたまま、京介は相手の動きに注意を払った。泉見の立ち位置は、公園で礼子と向かい合った時よりも、いくらか距きよ離りがある。本人が言う通り、確かに武器は所持していないようであるし、殺気も感じない。だが相手は団体の構成員だ。油断はできない。

　そもそも、現在生徒の間で噂うわさになっている人物は泉見のようだが、この少年は何をしに虹原高校に来たのだろうか。京介に用があったのだとしたら、他の生徒の前に姿を現す必要はないだろう。京介と話がしたいと言っているが、殺すつもりのない人間を相手に構成員が何の話をしようというのか。

「……今の」

　姿勢は変えず、フェンスを一いち瞥べつしてから、京介は泉見に視線を戻もどした。疑問はいくつもあったが、とりあえずひとつずつぶつけていくことにした。

「今の力、何だ」

「空間遮しや断だんのことですか」

　ボタンから手を離し、泉見が答えた。

「あなたたち光流脈使いの術で言えば、結界術が近いでしょうね。空間に作用させて、外部から誰も立ち入らせないようにする力です。同時に、内部から対象を逃がさないようにもする」

　泉見の言葉を聞き、京介は無意識に表情を硬かたくしていたらしい。泉見は「だから、違ちがうんですって」と笑った。

「基本的な使い方はこうだって、教えただけですよ。そう、これは基本なんです、一条さん。音無さんは馬ば鹿かだったから、こんな簡単な力も使えなかったんですよね」

　片手でくせの強い髪かみを搔かき、泉見はフェンスの先に目をやった。体つきや声は年相応であるが、時折見せる仕し種ぐさがひどく老成したものを感じさせる。音無浩一の話が出てきたからには、この少年は当然、事件の経けい緯いを知っているのだろう。京介は黙だまって言葉の続きを待った。

「それから砂島さん。夜中に一条さんと砂島さんが公園にいるところを、ボクは近くから見ていました。あなたは気づかなかったでしょうが、砂島さんは公園に入る前に、ちゃんと空間遮断を使っていました。だけど……」

　泉見が京介に向き直り、意図的なタイミングで言葉を切る。だけど──。京介は足元のコンクリートに目をやり、考えた。だけどあの公園には、豊花が駆かけつけてきた。手ぶらの豊花が、空間遮断という作用を破って現れたとは考えにくい。つまり力は最初から働いていなかったということか。豊花が止めに入った時、礼子が悔くやしげな舌打ちをしていたことを、京介は思い出す。

「他にもありますよ」

　コートのポケットに両手を突つっこみ、泉見が言った。泉見は京介の前を横切り、そのまま背後へと回った。泉見の動きに合わせて、京介も体ごと後ろへ振ふり返る。

「姿を消す力、あれは長時間持続するものではありませんけれど、普ふ通つうだったら何分かは続く力です。砂島さん、一分も保もちませんでしたね」

　屋上の扉とびらの前で立ち止まり、泉見は指先で首の後ろを搔いた。

「あれでも本人は、無理をして頑がん張ばっていたみたいですけれど。額に汗あせをかいていましたから」

　首から離した手で、泉見がドアノブを握にぎる。開かないことを確かく認にんすると、泉見は満足そうに手を戻した。

「そしてきわめつけが、あれだけ攻こう撃げきしてもあなたを絶命させられないどころか、致ち命めい傷しようも負わせられなかったこと」

　後ろで手を組み、何の意味があるのか、泉見は胸を張った。

「武器に自分の殺意が浸しん透とうしきっていない証しよう拠こです。前兆はありました。最初にあなたたちに遭あった時、砂島さんはあなたの妹を一撃で殺せませんでしたよね」

「あれは……」

　ぎりぎりのところで急所を外れていたから。病院で言われた台詞せりふを京介が口にしようとすると、泉見は大きく首を左右に振った。

「もちろん、妹さんに対する治ち癒ゆが遅おくれたならば、あのまま失血死していたかもしれませんね。でもそれは、砂島さんが一撃で殺したということにはなりません。砂島さんの能力なら、相手を殺し損そこなうなんてことはあり得ないんです。全構成員の中でも、砂島さんは優ゆう秀しゆうな方です。このままの成績が続けば、将来的には充じゆう分ぶん幹部の座を狙ねらえるでしょう。そんな彼女があの失態。本人は単なるミスだと言い張るでしょうけれど、違います。理由は簡単なんですよ、一条さん。相手があなただったからです」

　簡単だと言われた理由が全く理解できず、京介は泉見を見返す。聴ちよう衆しゆうが話に食いついてきたことが嬉うれしいのか、泉見は再び口元を笑わせた。

「全すべての構成員がそうだというわけではありませんが、過去の知人をどうあっても殺せないという事例は、これまでにも何件かあったようです。対象に特別な感情を抱いだいている場合、構成員の装備や特とく殊しゆ能力は、本人の意思とは無関係に作用しにくくなるんです。これは団体内では、いわば一いつ般ぱん常識ですね」

「常識でも……」

　風で目の中に入ってきた前髪を払はらい避よけ、京介は言った。

「礼子はそれを知ったうえで、任務を引き受けたんだろう」

「まあそうでしょうね。知人でも肉親でも、問題なく抹まつ殺さつできた構成員は何人もいますから。砂島さんもそうだろうと幹部は見こんだのでしょうが、ボクの見たところ難しそうですね」

　笑えみを消し、泉見はため息をついた。

「団体に入ると、全ての過去を捨てるようにとまず言われます。そもそも、いつまでも過去を引きずって沈しずんでいるような構成員に、正規の任務は与あたえられません。だけど過去を捨てても、過去の知人に対する感情がなくなっても、殺せないことがあるんです。原因は今も解明中ですが、構成員の肉体に古い親愛感情がしみついてしまっているため、という説が有力のようですね」

　しみついている、という、消えない汚よごれのような表現に、京介は思わず目を伏ふせる。泉見が肩かたを竦すくめるのが、気配でわかった。

「それとも砂島さんの場合は、単純にまだあなたのことを想おもっているだけなのかもしれませんけれど」

　まさか。京介は俯うつむいたまま、首を横に振った。この世にいてくれなくてもいいと、はっきり言われたのに。泉見のように笑えるものならば笑い飛ばしたかったが、頰ほおは動かなかった。いつの間にか、京介は自分が術具から手を離はなしていることに気がついた。

「構成員側に、任務を拒きよ否ひする権利は一応あるんですよ」

　扉を軽く蹴けり、泉見がまた京介の方へ近寄ってきた。

「任務の途と中ちゆうで降りることもできます。成績は極きよく端たんに下げられますが、処分されるよりはましでしょう？　それなのに砂島さんは、今の任務を遂すい行こうしようとむきになっている。一条さんにとってはつらいでしょうけれどね、でも落ちこんでいる場合じゃないと思いますよ」

　京介は顔を上げた。泉見が数歩先で立ち止まっていた。

「砂島さんの真意は本人にしかわかりませんけれど、彼女が今、生きるか死ぬかの岐き路ろに立たされているのはわかりますよね。砂島さんはあなたを二度襲しゆう撃げきして、二度とも殺せなかった。団体にも報告が行っているはずだし、その時点で彼女の後任も選考されたはずです」

「後任？」

「ええ。次にまたあなたを殺せなかったら、砂島さんはその後任に処分されてしまいますよ。そうなったら困るでしょう？　ボクだって仲間が処分されるのは悲しいですし。どうしましょうね、一条さん」

　泉見が嬉しげに微笑ほほえんだ。風が吹ふき、フェンスが苦しげな音を立てた。なぜ泉見がこんなに楽しそうなのか、京介には全く理解できなかった。




「お前、何が目的なんだ」

　もう一度術具を摑つかみ、京介は泉見を見み据すえた。

　口数の多い少年を、次し第だいにうるさく感じてきた。こちらには知り得ない事こと柄がらを平然と口にする一方で、どこか欺あざむかれているような気にもさせられる。わざわざ学校にまで現れて、この少年は仲間が処分される悲しみをわかち合いにでも来たのだろうか。

「礼子が処分されたら、困るんだろう。だったらどうして今、おれに何もしてこないんだ」

「物ぶつ騒そうなことを言わないで下さい。さっき約束したじゃないですか、ボクは殺しませんって」

「じゃあ何が言いたいんだ。おれに自殺でも勧すすめに来たのか」

「勧めても意味がないでしょう。死にたくないくせに」

　京介が黙だまりこむと、泉見は肩を揺ゆらして笑った。街の方から救急車のサイレンが響ひびいてきたが、風に紛まぎれて拡散された。

「一条さん。あなたの考えていることはほぼわかりますよ。あなたは死にたくない、それから砂島さんにも死んでほしくない。その方法を探しているんでしょう？」

　ぶ厚い紙の束を再び開き、泉見が言った。暇ひま潰つぶしに雑誌を捲めくるかのような、今度はのんびりした手つきだった。術具を摑んだまま、京介は泉見の涼すずしい表情へ尋たずねる。

「構成員は、人の心を読む力もあるのか」

「そんなものはありませんよ」

　紙の束から目を上げずに、泉見が答えた。

「ボクはただ、あなたと砂島さんの過去の関係を、調書で読んだことがあるだけです。そこからの簡単な憶おく測そくと、あとは顔色を見れば何となく察しがつきます。一条さんの顔色は、前向きな生存願望が苦く悩のうのせいでほとんど霞かすんでいるのに、死ぬことへの拒きよ絶ぜつ意識がとても濃こい。芯しんが強いのか弱いのか、本当にわかりにくい人ですね」

「相手の顔色を察する技術も、人殺しのためには必要なのか」

「一条さん、構成員の仕事は殺しだけじゃないんですよ」

　京介を一いち瞥べつし、泉見が言った。今までの中で、一番自信に満ちた声だった。

「殺し以外の仕事ができない連中は、殺しの部門で精せい一いつ杯ぱい成績を稼かせぐしかないですけれどね。団体でのボクの専門は、構成員が持ち得うる能力の考究です。今は、人の悩なやみや苦しみを消す力を試ためしています」

「苦しみ……」

「ええ。でもボクらがやることなんて、大したことじゃないんですよ。あなたたちみたいに呪じゆ文もんを唱えたり、薬を使ったりするわけではありませんから。人に干かん渉しようして、外側から頭の中にある悩みの回路を断たち切るだけです」

　束の中のあるページに目を落とし、泉見は続けた。

「ところがさっきも言った通り、ボクの干渉法は、仲間や光流脈使いには効きません。もし効くのなら、今、あなたや砂島さんの抱かかえるものを全すべてクリアにしてあげられるんですけれど。残念ですね」

「この学校の生徒の悩みを消したのは……」

「ええ、ボクですよ。新しい街に来ると、新しいサンプルで統計が取りたくなるんです。少し試させてもらいました」

　ページの端はしを折り、泉見は紙の束と両目を同時に閉じた。

「勉強、人間関係、恋れん愛あい……色々な悩みがありましたよ。でもボクが好きな悩みは見つからなかったな。それはどうでもいいんですけれどね、学校の中でちょっと騒そう動どうになってしまっているし、これ以上はもう試さないつもりです。ボクはただの構成員であって、神様ではありませんから」

　目を開き、泉見は大きく伸のびをした。

　人の悩みや苦しみを消す力。人殺しの集団かと思えていた団体に、別の側面が見え始めた。ますますわからなくなり、京介は音を立てずにため息をつく。

「団体のこと、知りたいですか？」

　泉見が言った。京介が見返すと、泉見はこちらの気持ちを見み透すかしているらしく、笑みを濃くしていた。

「正式名めい称しようは『久く画かく均きん精せい』。幹部の現在の最高位は、泉見なつき。ボクが尊敬していると言ったのはこの人のことです。一条さんの持つ力に最初に注目して、危険と認めたのもこの人。団体の詳しよう細さいや危険視された理由は、ここに書いてあります」

　軽い口調で泉見が答え、束の中から紙を一枚破った。その手つきも、実に気やすいものだった。

「別にいいですよ。ボクの知っている程度のことで構わないのなら、差し支つかえない範はん囲いで教えましょう」

　紙を京介の方へ放ほうり、泉見が言った。風を受けて胸むな元もとに飛んできた紙を、京介は反射的に受け止める。端の折れた白い紙の中には、ミリ単位の大きさで記された文字が大量に並んでいた。文章なのか、文字列は漢字とかなで構成されていたが、書体はひどく崩くずれたもので、そこに何が書かれているのか京介にはさっぱり理解できなかった。

「読めないでしょう」

　泉見が鼻を鳴らした。

「読めるようになるのに、ボクは半年かかりました。よかったら、わかりやすく内容を教えてあげましょうか。そんなことよりも、あなたと砂島さん、どちらも死なずにすむ方法を教えてあげる方がいいですか？」

　手の中で紙を握にぎり潰つぶした京介に、泉見が嬉うれしそうに目を細めた。

「その顔は、警けい戒かいしていますね」

「そんな方法、本当にあるのか」

「はったりじゃありませんよ。本当にいい方法をいくつか知っています。あなたや砂島さんのために、実はちょっと前から一生懸けん命めい考えていました」

　泉見はフェンスの前まで歩いて行き、コンクリートの床ゆかをつま先で軽く蹴けった。

「一条さん、ボクが虹原に来た目的はね、砂島さんを助けたいと思ったからなんですよ。構成員同士の助け合いを、団体は推すい奨しようしていません。だから大っぴらに救いの手を伸ばすことはできない。だけど、優ゆう秀しゆうな仲間が処分されるのは悲しいんですよ」

　床を蹴る音が単調に響ひびく。音に合わせるように、泉見は抑よく揚ようの乏とぼしい口調で話し続けた。

「ボクは生意気なところがあるって、昔から周りに疎うとまれやすい性格でした。団体に入ってからもそれは変わりません。専門が他ほかの構成員と違ちがうことで、周囲の嫉しつ妬と心しんも煽あおったのかもしれませんね。でも砂島さんは、ボクに普ふ通つうに接してくれましたよ。一条さんならよく知っていますよね。砂島さんは本当は優やさしい人なんです」

　京介の手の中で、紙が小さな音を立てた。泉見は自分の足元に向かって頷うなずきながら、続けた。

「念のためにきちんと言っておきますが、双そう方ほうに恋愛感情はありませんからね。安心して下さい」

「別に……」

「そういったことは抜ぬきにしたとしても、親切にしてくれた人が苦しんでいたら助けてあげたいんです。ボクが砂島さんに代われるならばそうすればいいのでしょうが、ボクは人を殺す専門訓練を受けていないし、本当に暴力は嫌きらいなんです。……それにさっき、あなたの死を拒こばむ気持ちも見えてしまった」

　言葉と足を止め、泉見は京介を見上げた。

「最高位には絶対に聞かせられない発言ですけれど、ボクは死にたくない人は死ぬべきじゃないと思うんです。だから一条さんには是ぜ非ひ、ボクが提案する方法をとってもらいたいんですよ」

　頭部を傾かたむけ、泉見が心細そうに言った。

「理由になっていませんか？」

「……さあ」

「もちろんただとは言いませんよ。ボクが一条さんの望む方法を教えてあげる代わりに、あなたのことも教えてくれませんか」

「おれの、何を」

「古代術のことですよ。他に何があるんですか」

　泉見が笑った。床を蹴った行こう為いで靴くつ紐ひもが解ほどけたらしく、泉見はその場に片かた膝ひざをついた。

「殺し以外の仕事のできない連中は、殺しの部門で成績を稼かせぐしかない。逆を言えば、ボクは殺しができないから他の専門を持っているだけです。だからその専門以外で点数を得たくなったら、別の分野に手を伸のばさないといけない。それでせっかく目の前に貴重な材料もいることだし、古代術について調べてみようかと思ったんです」

「……材料か」

「言い方が気に入らなかったら謝ります。だけど悪い話じゃないと思いますよ。ボクがあなたの力を調べて、場合によってはそれが危険なものではなく、団体を含ふくめた世界の未来に有効性のあるものだと証明することもできるかもしれません。古代術に対して、あなたの組織はそんな扱あつかいをしてくれないでしょう？　使用禁止にしたり、私欲や体制のために突とつ然ぜん解禁したり、そんなことばっかりじゃないですか」

　靴紐を結ぶ手を止め、泉見が同意を求めるような表情を見せてくる。京介は黙だまっていた。昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが、のんびりと風に乗った。

　姿勢を低くした泉見は、当たり前ではあるが、直立している時よりも更さらに小さく見えた。弁が立ち、構成員としての経歴は礼子よりも長いと言っていたが、年は京介よりも下。そして京介は今いま更さら思い出したが、現在構成員であるということは、この少年も過去に何らかの死に瀕ひんし、団体に所属するようになったということだ。そこで見つけた生きるすべ。それ以外にはない生きる道。

　次し第だいに自分の気持ちがわからなくなってきて、京介は深く息を吐はいた。団体や構成員は敵。それなのに、礼子がいる世界だということだけで、やはり京介の認にん識しきは脆もろく歪ゆがんでしまう。遠く、下の方の階から生徒の歓かん声せいが聞こえた。

「急に言われても、困るでしょうね」

　泉見が立ち上がり、両手をコートのポケットに入れた。

「あなたの力を調べるにしても、どこか施し設せつの方へ来てもらわないといけません。最高位の決めた殺害対象を生かしたまま調査するとなると、団体の施設は使いにくいですし。場所探しに加えて、調査方法も確立されているわけではありませんから、最終的にどのくらい時間がかかるかわかりません。その間、あなたはいわば行方ゆくえ不明になるんですからね」

　泉見がフェンスに背を預けて言った。フェンスからは一いつ瞬しゆんだけ、白い光の粒りゆう子しが飛び散った。

「考える時間をあげます。そうですね、受けてもらえるのなら、今夜の十二時にまた学校へ来てくれませんか。ボクにも準備をする時間がいるので、ちょうどいいでしょう。一条さんが本当に助かる方法を知りたいと言うなら、ボクの方もきちんと準備をしたうえで教えてあげたいので」

　答えがすぐに返せず、京介は唇くちびるを嚙かむ。泉見は焦じれた様子もなく、また紙の束を開いた。

「ひょっとしたら、あなたの組織のお偉えらいさんから、構成員と個人的に接せつ触しよくしたり取引するなって言われていますか？　それだったら安心して下さい。空間遮しや断だんの基本的な使い方は対象の束そく縛ばくですが、応用的な使い方では密談なんかにも向いています。ボクの空間遮断は完かん璧ぺきですから」

「……そうか」

「気のない返事ですね。やっぱり、ボクのことを信用できませんか」

　ページを捲めくりながら、泉見は軽く胸を上下させた。

「無理もありませんね、今日初めて会ったんですし。それに本当に一条さんや砂島さんを助けたいと思っているなら、取引なんかしないで、今すぐ無む償しようで方法を教えてあげるべきでしょう。だけどわかって下さい。ボクも団体の中でこれから生きていくために、色々と必要なことがあるんです。でもボクは、一条さんを信用しますよ。砂島さんが過去に一度でも好きになった人ですからね」

　そこまで言い、泉見はようやく口を閉じた。暗い空を見上げ、京介はため息をついた。

　呼吸を繰くり返し、頭の中を整理する。どちらも死なずにすむ方法。簡単に飛びついていいのだろうか。親切そうな口をきき、協力的な姿勢を突つき出してくるが、この少年は団体の構成員だ。どこまで信用していいのか、京介には全くわからない。判断力が働かないのは疲つかれているせいか、それとも生まれつきだったのか、それすらわからなくなってくる。

　今夜十二時。そこで泉見と交こう渉しようしなくても、行き詰づまった状じよう況きようを切り開く手段は見つかるかもしれない。泉見から受け取った紙の内容を自力で解かい析せきし、団体の所有地を探さぐり当て、殺害指令を下した泉見なつきという最高位に会うという方法もある。しかし紙の内容が真実であるかどうかは確かではないし、真実であったとしても、そう時間はかけられない。恐おそらく礼子の方も、近日中に任務を遂すい行こうさせようと考えているはずだ。本家の調査担当も、いつまでも動きのないままでいるとは思えない。

　風で紙の束が捲れる音が、急せかすように京介の鼓こ膜まくを叩たたく。京介は深く呼吸をした。手の中の紙を、丸めたままポケットに突っこむ。笑えみを浮うかべて返事を待っている泉見を見つめ、小さく頷うなずいた。

「わかった。十二時までに考えておく」

「そうですか。よい返事をお待ちしていますよ。その際は、ボクも張り切って完璧な方法を教えますから」

　泉見は顎あごを反らし、頰ほおを緩ゆるめた。ほしい物が手に入った子供、そんな表現がぴったりの表情だった。

「わかっているとは思いますけれど、この件は他言無用ですからね。仲間の術者や管理本局の人なんかを一いつ緒しよに連れてきたら、ボクは取引はしませんよ」

「わかってる」

「砂島さんには、団体からの命令だと適当に噓うそをついて、今日は動かないようにしてもらいます」

　音を立てて紙の束を閉じると、泉見はフェンスから背を離はなした。

「正門や校舎の鍵かぎは、どうにかして開けておきます。あなたの監かん視しをしている術者も、ボクの方でうまく足止めをしておきます」

　泉見は屋上の扉とびらに向かって歩きながら、横目で京介を見た。

「それからもしこちらの条件を飲んでくれるのなら、古代術専用の術具も持って来て下さい。今持っているもの、違ちがいますよね？　今夜はそのまま、施し設せつへ移動するかもしれませんので」

「……わかった」

「では一条さん。できれば、また後ほど」

　自分が口にした台詞せりふに微笑ほほえみ、泉見がドアノブを摑つかんだ。扉が開き、ちょうど向こう側にいたセーラー服の生徒が短く驚おどろきの声を上げた。目を丸くして泉見と扉を見比べている生徒は、豊花だった。

　泉見は豊花の顔を見ると、肩かた越ごしに京介を振ふり返った。ほんの数秒だけ京介の目を見て、校舎の中へ去って行く。この人は連れてこないで下さいよ、泉見はそう言いたかったのだろうと解かい釈しやくし、京介はため息をついた。次の息を吸いこむ暇ひまもなく、眉まゆをつり上げた豊花が駆かけ寄ってきた。

　どこから走ってきたのか、豊花の顔には汗あせが浮き、前まえ髪がみも制服のリボンも見事にひっくり返っていた。胸の前には、和紙に包まれた棒状の物体を抱かかえていた。

「今の、誰だれ？　知り合い？」

　泉見に不ふ審しんなものを感じたのか、豊花が眉み間けんに皺しわを刻んで言った。すれ違ったのはほんの数秒で、コートの型にまでは目が行かなかったらしい。京介は黙だまって首を横に振った。家族だから、双ふた子ごだから、術者の相棒だからと理由を挙げればきりがないが、どうしてこいつはいつも、自分のいるところを見事に探さぐり当てて駆けつけてくるのだろう。それで助けられたことは何度もあるが、豊花の野性的な勘かんが今回ばかりは重かった。

「そんなことよりも……」

　豊花は大きな鼻息を吐つくと、手の中の荷物を床ゆかに放ほうり投げ、両手で京介の胸むな倉ぐらを摑んできた。

「一緒に事件を追おうって約束したのに、黙って出て行かないでよ。心配するでしょう。警護のおじさんは校舎内であんたの気配が消えたとか言うし、友だちは屋上に行くところを見たとか言うし、扉は開かないし。もう全すべていやになって、飛び降りでもしちゃったのかと思ったんだから」

　そう喚わめいて、豊花は京介の上半身を揺ゆすった。

　豊花の両目は充じゆう血けつして潤うるんでいたが、病院の時のように泣き出すことはなさそうだった。京介はもう一度首を振り、豊花の手を外した。文化祭の頃ころに、この屋上から飛び降りた拝はい呪じゆ能力者のことを思い出した。彼女の唯ゆい一いつの希望は、命を絶つことだった。

「それ……」

　豊花が投げ出した荷物に、京介は視線をやった。マンションに置かれていた、古代術専用の術具だ。本家の術具管理部からの命令文の内容は、確か、万が一の場合は古代術で構成員を攻こう撃げきせよ、だったか。
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「家長が、京介に渡わたせって」

　豊花が不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「でも気にしないでいいわよ、あんたを追いかけようとした時に強ごう引いんに持たされただけなの。後であたしが返しておくから……」

「自分で返す。大だい丈じよう夫ぶだ」

　豊花の言葉を遮さえぎり、京介は床に転がった術具を拾い上げた。和紙を剝はがし、漆しつ黒こく色の玲れい洗せん樹じゆの枝を眺ながめる。

　黒い術具。なぜか不安が胸をよぎった。文化祭の事件で負傷した時、京介の術具はかなりの量の血を吸い、一時的に変色した。

　表情を翳かげらせた豊花が、心配そうに呼びかけてきた。

「どうかしたの？」

「……別に」

「とりあえず中に入ろう。ここ、寒いわよ。風邪かぜを引いちゃうわ」

　豊花に腕うでを引っ張られ、京介は無言で頷うなずいた。

　あの時、玲洗樹の枝は。こんなふうにどす黒い色に染まったのだった。




　屋上で護身用の結界術の練習をしていた。豊花や警護術者に、京介はそう言い訳をした。

　警護術者は特に何も言わなかった。マニュアルでは、マンションや学校内での京介の行動には口を出さないようになっているようだった。

　午後の授業には出ず、京介たちは学校を後にした。「事件の調査の方が先決だ」と豊花が言い張ったためだった。しかし、道中いつまでも警護術者がついてくることに豊花が苛いら立だち、「一いつ旦たん家に帰って警護のおじさんを撒まく作戦を立てよう」と耳打ちをしてきた。帰り道、空の色はますます暗くなり、気温も一層下がっていった。

　マンションに戻もどると、副家長が人間よりも鬼おにといった方が的確な形相で待ち構えており、京介は四時間かけて説教をされた。四時間の間、石田は「君は一術者としての自覚と命に対する責任感がなさすぎる」という台詞を五十回以上口にした。二百四十分間はひたすらに石田の独どく壇だん場じようで、夜中の公園で何があったかという件については、説明を求められなかった。説教地じ獄ごくの間、京介の隣となりにいた豊花が一番ぐったりしていた。

　完全に日が暮れ落ちた頃、副家長はようやく帰った。疲ひ労ろう困こん憊ぱいした豊花が「とりあえず食事を摂とってエネルギーの補ほ充じゆうをした方がいいと思う」と決め、恐おそろしく不器用な手つきで夕食を作り始めた。豊花が決めたメニューは白菜とあさりの洋風煮にで、以前料理の本で読んだ時に絶対に作れると確信したらしい。しかし途と中ちゆうで「作り方を忘れた」と言われ、京介が代わった。作り方は京介もわからなかったので、適当に作った。調味料が醬しよう油ゆと味み醂りんしかなかったので味は和風になったが、食事中、豊花はそれに気づいている様子はなかった。

　夕食中も、食後に意味もなくテレビを眺めている間も、豊花はずっと喋しやべり続けていた。警護術者を撒く作戦も含ふくめ、事件の調査に対する方針を立てよう。箸はしと拳こぶしを握にぎりしめ、豊花は表情を引き締しめていた。豊花は何だかんだと様々な作戦を立てていたが、言い方や順序が多少異なるだけで、結局はどれも「団体を倒たおして礼子を救う」というものだった。京介は石田の説教を受けて耳が痛むことを理由に、今は集中できなくて何も思いつかないと答えた。

　豊花が欠伸あくびをしながらトイレに行った後、京介は泉見から受け取った紙を再度確かく認にんした。内容は、やはり少しも理解できなかった。

　そうして夜は静かに冷えこみ、ゆっくりと更ふけていった。




　老ろう朽きゆうアパート「にじはら荘そう」二階の、三号室。崩ほう壊かい寸前の扉とびらを開け、砂島礼子は屋外の空気に一いつ瞬しゆんだけ肩かたを震ふるわせた。皮ひ膚ふに根を張るような冷気がまとわりついてくる。体質改善を受けた構成員は凍とう死しをすることはないが、極きよく端たんな寒暑はそれなりに身体能力を低下させる。

　これ以上時間はかけたくないなと、星の見えない空を見上げ、礼子は白い息を吐はく。たとえ時間をかけたくなっても、周囲が許さないだろう。呼気と同じ色の手て袋ぶくろをはめ直し、礼子は鉄パイプ状の装備を強く握った。

　外廊ろう下かに向かって一歩踏ふみ出した時、礼子のブーツの先に紙が一枚当たった。チラシの類たぐいだろうか。ピザだろうと蕎麦そばだろうと、出前は取れない。礼子の部屋には電話がないのだ。礼子は紙を蹴けった。紙が裏返り、紙面に現れたのは出前の品書きではなく、淡たん泊ぱくな形の文字だった。礼子と同じ構成員、泉見順也の筆ひつ跡せきだった。礼子は訝いぶかしがりつつも、紙を拾った。

　紙に記された文を読み、礼子は更さらに表情を不可解なものにする。紙をコートのポケットに入れ、礼子は足早ににじはら荘を発たった。

　街灯と人通りのない暗い道で、前方を三人の男に塞ふさがれた。相手は何も名乗らなかったが、礼子はすぐに見当がついた。構成員調査のために、光流脈統とう轄かつ管理本局が派は遣けんした術者だろう。礼子の住処すみかを突つきとめたことが嬉うれしかったのか、三人とも目を血走らせて何か言っていた。どうやら宣戦布告めいた言葉を吐いているようだったが、礼子は無視をした。

　礼子に向かい、術者が一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。古くて狭せまいにじはら荘とも、これでお別れかな。口の中でこぼし、礼子は武器を右手に持ちかえる。でもそんな必要はないか、この人たちが消えてくれればいいのだから。礼子はその場から動かずに、武器を振ふった。右。左。正面。計三回。三度悲鳴が上がり、三種類の血ち飛沫しぶきが闇やみに散った。

　どちらにしろ、任務が終わればにじはら荘とはお別れなんだと礼子が気づいたのは、道の角を曲がった時だった。




　救急箱に入っていた睡すい眠みん薬やくは、説明書によれば初期的な不眠の改善に用いられるものらしく、効果も寝ねつきがよくなる程度だという。京介が豊花の食事に混ぜた薬の量も、きっちり規定通り。しかし豊花は今、リビングの床ゆかに頰ほおをつけ、崩くずれるようにして深く眠ねむりこんでいた。

　寝息も立てない豊花の様子に、京介はつい不安になったが、もともと豊花も疲つかれていたのだろうと思った。昨日、病院ではよく眠っていたが、その病院からも脱だつ走そうしてきた。今日は寝不足気味に見えたし、京介を捜さがし、汗あせを流して学校までやってきた。疲労の原因から眠らせたことまで、一連の責任を感じずにはいられなかったので、京介は豊花を洋室のベッドまで運んだ。

　十二時まではまだ時間があった。ベッドの下に転がっている救急箱を引っ張り出し、上半身の傷に消毒液を塗ぬり直した。瓶びんの中身はそれで完全に空となった。

　部屋の隅すみに座り、豊花の寝顔を何とはなしに眺ながめながら、京介は考えた。うるさくて強気でやたらとまとわりついてくる双ふた子ごの妹。二年前、礼子が事故死したと聞いた後、京介の毎日はどうしようもなく無意味で息苦しいものになった。そんな時でも、いつも豊花が必要以上に騒さわいで京介を日常に巻きこむせいで、結果的には何とか現実に対処し続けられていた。だが今は、一人で現実と向き合わなければならない。

　泉見に渡わたされた紙をもう一度手に取り、京介は目を落とす。内容は読めないが、屋上で聞かされた言葉を思い返し、頭の中で整理する。団体。正式名めい称しよう『久く画かく均きん精せい』。特とく殊しゆ能力を身につけた構成員が、殺しと殺し以外の仕事をし、幹部から成績という形で評価を受けている。組織の構造としては、京介が属する本家とよく似ている。しかし、本家の大きな目的が光流脈というシステムの維い持じや発展であることに対し、団体の目的は想像がつかない。

　泉見順也の専門は能力の考究で、今は人の悩なやみや苦しみを消す力を試ためしている。その泉見の尊敬する最高位が、古代術に注目して恐れた。そして京介に対する殺害指令を下した。泉見は仲間である礼子の処分を避さけるため、そして自分の考究間口を広げるため、京介に取引を持ちかけた。自分も礼子も死なずにすむ方法──それは一体どんな方法なのか。本当に助かるのか。京介は紙を床の上に放ほうり、肺に溜たまった息を長く吐き出す。

　ベッドの上で豊花が寝返りを打った。眠りの深さが変わったのか、豊花は何度か寝返りを繰くり返したが、目は覚まさなかった。京介は立ち上がり、豊花に毛布をかけ直した。時計を見ると、十二時まであと三十分を切っていた。

　罠わなかもしれない。殺しはやらない、暴力は嫌きらいだと泉見は再三口にしていたが、本当はとてつもない攻こう撃げき力の持ち主なのかもしれない。泉見の空間遮しや断だんは完かん璧ぺきで、密談にも適している。しかし力の基本的な用よう途とは、相手を殺すためだ。あるいはこれは、礼子のための舞ぶ台たい設定なのか。礼子の武器は過去の知人相手には作用しにくくなるというが、問題は一撃で殺せないという点だけだ。礼子の代わりに泉見が空間遮断を使えば、京介は逃にげられない。遅おそくとも日が昇のぼる前には礼子の任務は完かん了りようする──。ため息をつき、京介は全すべての思考を振ふり払はらった。考えれば考えるほど、望まない結果ばかりが出てくる。泉見の言葉は全て本当で、罠などどこにもないという可能性も、あるかもしれないのに。死にたくない人は死ぬべきじゃない、泉見の笑えみが思い出される。

　時計の針を確かく認にんし、京介は豊花の顔を見下ろした。結果がどうであれ、何も相談せずに、しかも睡眠薬まで盛って出て行った京介を、豊花は絶対に許してくれないだろう。怒いかりは短くとも一週間は続き、怒りがおさまった後も事あるごとに罪を蒸むし返され、食事当番を押しつけられる。そんな仕打ちを受ける日は、果たしてどれくらい先になるのか。もしこれが罠ではなかったとしても、泉見に協力するとなったら、しばらくの間豊花には会えなくなる。

　昼間に部屋を出る時にも呟つぶやいた台詞せりふを、京介は口に出す寸前で飲みこむ。謝るのは次に会えた時にしよう。無理矢理にでもそう思うことにした。




　古代術専用の術具だけを持って、京介はマンションを出た。エレベーターホールの警備員は今夜も皮肉な顔つきで直立し、今夜も話しかけてこなかった。

　外は湿しつ度どの高い風が強く吹ふいていた。暗い雲の塊かたまりが、目に見える速度で流れている。東の方向の空には、紫むらさき色いろの稲いな光びかりまでもが見えた。もうすぐ雷らい雨うが訪れるのかもしれない。稲妻をもう一度だけ見上げ、京介は虹原高校に向かって歩き始めた。

　いつもであれば、十歩も歩けば背後に感じ始める警護術者の気配が、今夜はいつまで経たっても現れなかった。足止めをしておくと泉見は言っていたが、何をしたのだろうか。そんなことを考えながら、細い十字路を曲がった時だった。京介の前に車が一台滑すべりこんできて、音もなく停とまった。

「こんばんは」

　助手席の窓が開き、中年の女が顔を出した。何日か前、本家付属の病院で会った女医だった。家長の代理で、無効治ち癒ゆ体質最終段階にある入院患かん者じやに会わせてくれた女医だが、あの時の医者がこんな時間に何の用だろう。京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を背後に持ち直し、黙だまって会え釈しやくを返した。

「夜分に突とつ然ぜんすみません。お話ししたいことがあって、伺うかがおうとしていたところなんですが……」

　女医は首を傾かたむけ、言った。

「どこかへお出かけですか」

「少し、用があって」

「お時間は取らせません。ちょっとだけよろしいですか」

「また今度にしてくれないか。急いでるんだ」

　言いながら、京介は車体の後方へ迂う回かいを始めた。が、行き先を遮さえぎるように後部席の扉とびらが開き、本家の職員らしい男が一人降りてきた。

「お願いします」

　京介の背後で女医の声がした。肩かた越ごしに振り返ると、女医も車を降りてきていた。女医は片手に銀色のアタッシュケースを持ち、緊きん張ちよう気味な表情を浮うかべていた。

「別パターンの調合が完成したんです。家長からの承認はまだ得ていませんが、あなたの体で実際に試ためさせてもらえないでしょうか」

「何のことだ」

「そろそろ成功させないと、上層部の立てた計画に支障を来きたしてしまいます。残された資料はでたらめで、家長はあなたへの協力要よう請せいを許可してくれなくて、調合チームも皆みな困っているんです。お願いします」

　女医が足早に近づいてくる。話が一向に見えず、京介は眉まゆを寄せた。

　立ち止まった女医が、アタッシュケースを胸の前に抱かかえ直した。稲妻が先ほどよりも近い位置で輝かがやいた。女医の腕うでの中全体が、硬こう質しつ的な光を放った。いつの間にか開かれたケースの中には、注射器が何十本も並んでいた。空の方では光に何秒か遅おくれて、雷鳴が低く轟とどろいていた。

　無意識に女医から後退あとずさろうとした京介の肩を、職員が摑つかんだ。つけ根の辺りをまともに押さえこまれ、京介は身動きが取れなくなってしまう。女医は職員に向かって固く頷うなずき、ケースの中から注射器を一本取り上げた。

「この薬がうまくいけば──」

　細長い針の先を見つめ、女医が呟いた。

「うまくいけば、もう苦しまないですみます。何も考えずに、砂島礼子という構成員を倒たおせばいいんですから」

「え……」

「余計な戦いを重ねて、これ以上傷を受けるのはあなたもつらいでしょう。無効治癒体質が進行してしまいます。こうすることはあなたのためで、本家のためなんです。家長はそう考えておられます。私もそう思います」

　女医が睨にらむように京介を見つめてきた。目の前に迫せまる注射器からの連想で、京介は以前、薬を打たれて古代術を使わされた時のことを思い出した。この女医も家長も、あの時のように力を使えと言うのだろうか。

　女医の声を振ふり払はらうように、京介はもがいた。しかし職員の力は強かった。女医は苦々しい顔つきで注射器を構えた。

「こんなことを私が言っていいのかわかりませんが……あなたが子供じみた執しゆう着ちやくで一人躊躇ためらい続ければ、それだけ多くの人間が迷めい惑わくを被こうむるんですよ」

　女医が手を伸のばした。

　頭上で黒い光が弾はじけた。稲妻にしては近すぎる光だった。顔を上げた京介の視界を、黒い光が両断する。短い悲鳴を上げ、女医が後ろ向きに倒れた。女医の手からアタッシュケースが落ち、何本もの注射器が地面を遠くまで転がっていった。

　間を置かず、背後でも悲鳴が響ひびいた。叫さけびと連動するように、京介の肩を拘こう束そくする力が解ける。京介は振り返り、息をのんだ。職員が額から血を流して倒れていた。職員の傍かたわらには、黒いコートを着た女が立っていた。女の手の中には、鉄パイプに似た武器が握にぎられていた。女はウェーブのかかった長い髪かみをかき上げ、職員から京介へ、つり目がちの瞳ひとみを移してきた。

　礼子が現れたのかと思ったが、違ちがった。無ぶ遠えん慮りよな視線でこちらを見ている若い女に、京介は全く見覚えがない。しかし女の服装や装備は、間違いなく構成員のものだった。

「あんた、仲間から嫌きらわれてるんだね」

　構成員の格好をした女が、赤い唇くちびるを歪ゆがめて笑った。

「どうして最高位は、こんなやつが怖こわいんだろう。遠目で見た時は普ふ通つうのガキだと思ったけれどさ、近くで見てもやっぱりどうってことない高校生じゃん。だけどまあ、砂島礼子には似合っているかもしれないね」

　構成員が鉄パイプを肩に担かつぐ。凶きよう器きの表面が街灯の光を受けて、黒く輝いた。

　構成員の足元で、職員が呻うめき声を上げた。まだ生きているようだ。反射的に駆かけ寄ろうとした京介を、構成員が腕を上げて制した。

「何してるんだよ。さっさと行きな。あの子は真面目まじめだから、約束の時間に遅れると癇かん癪しやくを起こすかもしれないよ。過去に頭をかち割られたことがあっても、堅かたさってのは変わらないのかね」

「誰だれのことだ」

　おかしそうに笑っている構成員に、京介は尋たずねた。途と端たんに、相手の表情は不ふ機き嫌げんなものへと一変した。

「あの生意気な、研究家気取りのガキのことに決まってるだろう」

「……泉見か」

「そうそう、確かそんな名前だったね。あの坊ぼうやに突とつ然ぜん頼たのまれたんだよ。今晩、あんたの警護をしているやつや邪じや魔ましようとするやつを全員止めてくれって。だけどそこで倒れている男も、あっちの女も気絶させただけだよ。危あやうく手加減を間違うところだったけどね。任務でもないのに殺しをしたことがバレたら、懲ちよう戒かいを受けちまう」

　構成員は気怠けだるそうに顎あごを反らした。外見は若く見えるが、実じつ年ねん齢れいのわかりにくい女だと京介は思った。

　そんなことよりも。玲れい洗せん樹じゆの枝を握り直し、京介は構成員を見み据すえる。泉見に頼まれてこの構成員は動いた。泉見がわざわざ団体から呼び寄せたのか、あるいは別の任務で虹原にいた者に声をかけたのか。後者ならば、この構成員は礼子の「後任」という可能性もあり得うる。

「こんな面めん倒どう事ごと、私はいやだったんだけどさ」

　京介を睨み返し、構成員が口を開いた。こちらの視線と考えには、充じゆう分ぶんに気がついている様子だった。

「あの坊やが、どうしてもって言うんだよ。『ボクは友だちが少ないから、他ほかに頼める人がいないんですよ』ってさ。別に私だってあいつの友だちなんかじゃないけど、機嫌を損そこねて最高位に変な告げ口されたらもっと面倒だし。全く、『死に方』が悲ひ惨さんなやつは性格が曲がるのかね」

「死に方って……」

「ひとりの人間が構成員になるきっかけとなった出来事のことだよ」

　そんなことも知らないのかと言いたげな顔で、構成員は肩かたの髪を払った。

「あの坊や、何年か前にいじめに遭あって死にかけているところを、勧かん誘ゆう員いんに拾われたんだってさ。何十人もの同級生から手足にガムテープを巻かれて、真冬の夜、学校の池に突つき落とされたんだと。あの性格だからさ、いじめられた原因には何となく察しがつくけれど……。ん？　じゃああの子は、『死ぬ』前からずっと曲がった性格ってことかね」

　反らした顎を元の位置に戻もどし、構成員は一人で頷うなずいていた。息苦しい話に、京介は意識的にため息をついた。暴力は嫌いだと言った泉見の気持ちが、裏づけされた気がした。死にたくない人は死ぬべきじゃない、それは自らの経験から得た主張だったのか。音無浩一にしろ、礼子にしろ、団体はそんな人間ばかりを集めて構成員にする。そんな構成員を使って、死を望まない京介を殺そうとしている。

「余計な話をしちまったね」

　鉄パイプの先端で十字路の先を示し、構成員が凄すごみを帯びた声で言った。

「わかったらさっさと行きな。あんたが遅おくれた理由を私のせいにされたら、もっと面倒なんだよ」

「言われなくても行く。だけどその前に、ひとつだけ聞いてもいいか」

「うるさいね。ああそうだよ、私は砂島礼子の後任さ。本当はあいつの監かん視しもしなくちゃいけないんだから、忙いそがしいんだよ」

　構成員は鉄パイプで道路を叩たたき、乱暴な笑えみを浮うかべた。

「次にあんたに会うことがあれば、その時は挨あい拶さつなしに斬きってやる。楽しみにしてな」

　京介は相手の目を一度だけ見返し、倒たおれた職員の体を避よけて走り始めた。

　本家の指示には従えないまま、本家には黙だまって、構成員と取引をしようとしている。その仲間に道を開かれて。自分は組織を裏切っているのかもしれないと、今いま更さらながらに思った。

　女医の言葉が耳の奥に蘇よみがえる。一人躊躇ためらい続ければ、それだけ多くの人間が迷めい惑わくを被こうむる。そんなことはわかっていた。だから走った。

　雷らい鳴めいが次し第だいに近づいていた。




　京介が高校に着いた時、正門近くにある時計はちょうど夜中の十二時を示していた。街灯に照らされて、レールで滑すべらせる開閉式の門が、三十センチほどの隙すき間まを残して開いているのが見えた。京介が隙間を抜ぬけて学校の敷しき地ち内に入った瞬しゆん間かん、街灯が消え、背後では門がひとりでに動き、音を立てて閉じた。

　暗くら闇やみの中で、京介は門を振ふり返った。高さは京介の肩の辺りまでで、その気があれば簡単に乗り越こえられる門だ。しかし泉見の空間遮しや断だんは、乗り越えれば逃にげられるというものでもないだろう。門に背を向け、京介は校舎に向かって歩き始めた。足を運ぶたびに、足元で枯かれ葉の潰つぶれる音が何度も響ひびいた。

　そこでふと、十二時に学校に来いとは言われたものの、正確な場所を指定されていないことを思い出した。校舎を見上げ、すぐに余計な心配は無用であることに気づく。黒いシルエットと化した校舎の中、ひとつだけ明かりの点ついている窓があった。周囲が暗いせいで正確な位置は摑つかめなかったが、第一校舎の二階か三階辺りに見えた。京介は昇しよう降こう口ぐちに向かった。

　昇降口の扉とびらも予想通り開かれていた。ただ、扉の両脇わきに数名の女子生徒が立っている光景は、予想をしていないものだった。校舎内には泉見以外に誰だれもいないと思っていたのに、制服を着た女子生徒が立ち話をしている。今が夜中であることを確かく認にんするために、京介は暗い夜空を見上げてしまった。女子生徒の声こわ高だかな話し方も、時々弾はじけたように笑う様子も、日中のものと何も変わらない。

　訝いぶかしがりつつも、京介は女子生徒の横を通って昇降口に入った。女子生徒たちは京介の顔を見ると、互たがいの肩をつつき合った。「見て、あれ」「何、こんな時間に」「家出みたい」「家出でしょう、だって顔が暗いもの」女子生徒たちは大声で笑うと、扉を勢いよく閉め、京介の背後について来た。

「お前たち……」

　京介は振り返って声をかけたが、女子生徒たちは京介の顔などもう見ておらず、何かの話に熱中していた。

　首を捻ひねり、京介は昇降口の内部に向き直る。そこで更に目を疑うような光景を目にした。夜中の十二時だというのに、大勢の生徒がいた。学食方向に向かって疾しつ走そうする生徒。体育館方面へ力走する運動部員。廊ろう下かに集まって雑談に盛り上がっているグループ。廊下の方から、ふざけて追いかけ合いながら走ってくる男子生徒の集団。それだけ騒さわがしくても廊下の明かりは全すべて消えており、窓から見える空も確かなまでに暗い夜の色だった。京介は困こん惑わくするしかなかった。

　どこかのクラスで、今夜だけ特別に課外活動があるのだろうか。だがそれにしては生徒たちの動きにまとまりがない。誰かに理由を尋たずねようとしても、誰も京介の声を聞いてくれない。

　不ふ審しんではあるが、とりあえず今は無視をしようと決め、京介は廊下へ踏ふみ出す。騒がしいのは昇降口付近だけのようで、左右に続く廊下の先は静まり返っていた。

　明かりの点いていた教室は、二階だろうか。適当に見当をつけ、京介は階段へ向かった。すると、それまで好き放題に騒いで走り回っていた生徒たちが、一いつ斉せいに京介の背後についた。最初にいた女子生徒を含ふくめて、背後にはおよそ二十名ほどの生徒が行列を作っていた。男女の数は大体半々で、一列にきちんと並んでいるくせに、それぞれが前後の者と無む秩ちつ序じよな雑談に興じている。さすがに気味悪くなり、京介は階段の途と中ちゆうで足を止めた。

　どういうことだと問いかけても、依い然ぜんとして耳を傾かたむけてくれる者はいない。仕方がないので、どうでもいいかと、誰にも聞こえないことは承知で呟つぶやいてみた。取引の場で生徒が邪じや魔まなら、泉見が何とかするだろう。勝手に決めて、階段を上る。生徒たちは雑音を撒まき散らしながらも、同じ速度でぴったりと京介について来た。

　二階に着くと、目的の場所はすぐに見つかった。短い廊下の奥に扉の閉まった教室があり、内部からの漏もれ出た明かりが床ゆかを染めていた。京介はまっすぐ扉に歩み寄り、ゆっくりと開けた。

　静かな部屋だった。教きよう卓たくや机のない空き教室で、剝むき出しになった床の上には、古い教材やごみのような角材がいくつも放置されている。そこら中に埃ほこりが散っており、空気はかび臭くさかった。

「こんばんは、一条さん」

　カーテンのない窓まど際ぎわで、人の声がした。昼間と同じ服装の泉見が微笑ほほえんでいた。泉見の傍かたわらには、これも使われなくなった備品なのか、大きな水すい槽そうがあった。人が入れそうなサイズの水槽には水が満たされていて、蛍けい光こう灯とうの下もとで、水面が冴さえた光を放っていた。水槽の横には女子生徒が一人立っていたが、その生徒は京介と同じクラスの風紀委員、塩原友子だった。

「十二時五分、五分の遅ち刻こくです」

　両りよう眉まゆをつり上げ、塩原が怒ど鳴なった。啞あ然ぜんとする京介の横を足早に通り過ぎ、塩原は教室の扉の方へ移動した。

「今日という今日は、厳重に処しよ罰ばつしますよ。悪徳遅刻者は死し刑けいなんですからね。ほら、みなさんもさっさと教室に入って下さい。入ったら私語は慎つつしんで下さい」

　塩原はいつもと変わらない風紀委員の口調で叫さけび、ざわめいている行列を室内へ導くと、扉を力強く閉めた。大きな音が教室中に響き、その余よ韻いんが消えると、生徒の雑談はぴたりとやんでいた。ひとつの教室にこれほどの人数がいるのに、耳が痛いほどのこの静せい寂じやくは何だろう。京介は行列を振り返った。列はすでに崩くずれ、生徒たちは思い思いの位置で佇たたずみ、一様に俯うつむいていた。塩原も同様の姿勢で、全く動かなかった。それは制服を着けたマネキンが二十体ほど並んでいるかのような光景で、つい十数秒前まで彼らが自由に動いていたことが信じられなかった。

「夜の学校って、ちょっと怖こわいじゃないですか」

　気がつくと、京介の真横に泉見が立っていた。ぶ厚い紙の束を抱かかえた泉見は、余よ裕ゆうのある笑みで生徒の集団を見つめていた。

「だから一条さんが怖おじ気づかないように、賑にぎやかにしてもらったんです。彼らはみんな、ボクが悩なやみを消した生徒です。友だちじゃなくても頼たのみを聞いてくれる存在って、わりといいものですね」

　夜間であることに気を遣つかっているとは思えないが、泉見の声は昼間よりもやや小さなものだった。抑おさえられた語ご尾びに嬉うれしげな乱れが生じ、泉見の機き嫌げんを物語っている。

　理解できずにいる京介から、泉見が一歩下がった。紙の束を捲めくり、唐とう突とつに笑みをなくした泉見が言った。

「一条さん、ボクはあなたにひとつだけ噓うそをつきました」

「噓？」

「ええ。正確には、見み栄えを張ったという方が正しいですね。ボクは人の悩みや苦しみを消す力を試ためしていると言いましたが、実はつい先日、幹部から中止を言い渡わたされていました。理由は考究の進みが遅おそすぎるから、それだけです。今も続けているなんて知られたら、叱しかられてしまいます」

　コートのポケットからペンを取り出し、泉見が紙へ何か書きこむ。大きなバツ印だった。

「この力の考究は、ある程度まで進んでいました。だけど、いくら頑がん張ばっても、結局は自分自身に力は効かないとわかっていたんです。当然、それ以上進める気は起こりませんでした」

「だけど、お前の力は完成しているんじゃないのか」

　異様に静かな生徒の群れを見回し、京介は言った。

「この生徒たちは、お前に会って悩みが消えたって騒さわいでいた」

「ボクが彼らに使ったのは、途と中ちゆう段階で確立させた方法の応用です」

　紙の束を閉じ、泉見が大きく肩かたを上下させた。

「悩みの回路が断たち切られたように感じますが、実際には消えずに残っていることを、あと何日かすればみんな気づくはずですよ。ボクが言うのもなんですが、他人の悩みや苦しみを簡単に消してやるなんて、神様でもなければ無理なんでしょうかね」

　表情を戻もどした泉見は、京介の持つ術具と、京介の顔へ順に視線を移した。

「さてと、それでは本題に入りましょうか。ここに来てくれたと言うことは、ボクとの取引に応じてくれると見なしていいんですね？」

　笑みを絶やさずに、泉見が京介の目を見つめてくる。窓の向こうで稲いな光びかりが走り、雷らい鳴めいが窓ガラスをかすかに震ふるわせた。震しん動どうはやがて雨の音に変わり、強い雨風が窓を叩たたき始めた。

　玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎり、京介はゆっくりと頷うなずいた。表情を動かさないまま、泉見が頷き返した。

「そうですか。あなたなら必ず応じるだろうと思っていました。場所をここにしておいてよかったですね。学校にもお別れをしないといけないでしょうから」

「そんなことよりも、礼子もおれも死なずにすむ方法を教えてくれ」

「焦あせらないで下さいよ、ちゃんと教えますから。その前に、ひとつ報告しておきます」

　泉見はまたペンを使い、紙に何かを記した。二重丸。

「あなたの力を調べるに当たって、使える施し設せつがあるかどうか少し捜さがしてみたのですが、なかなか条件の合うところが見つかりませんでした。それで、思いきって団体の施設を使うことにしました」

「だけど、それはまずいんだろう」

「ええ、殺害対象であるあなたを生かしたまま団体内部へ連れて行くことは、確かに問題でしょう。でもね、この方法ならきっと大だい丈じよう夫ぶだと思うんです」

　泉見が言い終わった時だった。それまで一様に俯き黙だまりこんでいた生徒たちが、突然動き出した。生徒たちは雑談を再開し、それぞれ自然な手つきで床ゆかに落ちている角材を拾った。誰だれもが楽しそうな顔つきで、京介の方へ近づいてくる。

　男子生徒が五人ほど、歓かん声せいを上げて一いつ斉せいに飛びかかってきた。避よけようとした先に、別の集団が回りこんできて角材を振ふり上げる。誰かが振り下ろした角材に肩を打たれ、京介が呻うめくと、他ほかの生徒も笑いながら所有物を振り下ろした。頭部や背中を四方から殴なぐられ、京介はいつの間にか取り囲まれていることに気づいた。反はん撃げきしようにも、二十人近い生徒の動きは誰もが自由気ままな不規則なもので、まるで隙すきが見えなかった。

　鳩尾みぞおちを打たれ、ふらついたところで腹部に角材がめりこんだ。傷に響ひびき、京介が膝ひざをつくと、生徒たちは拍はく手しゆをして喜んだ。

「大丈夫ですか、一条さん」

　生徒の壁かべの向こうから、泉見の声が聞こえた。痛みに耐たえながら京介は顔を上げた。泉見は他の誰よりも、楽しそうな顔で笑っていた。

「一人一人はそれほど力のない生徒でも、これだけ数が揃そろうと手も足も出せないでしょう。作戦を立てて攻こう撃げきしてくる不良グループよりも、好き勝手に動く連中の方が手て強ごわいんですよ。しかもみんな楽しんでやっているからなかなか疲つかれないし、罪悪感もないので、こちらがどんな顔を見せてもやめてくれません」

「お前、こいつらに何をしたんだ」

　尋たずねた京介の頰ほおを、誰かの角材がかすめた。塩原だった。塩原はいつも通りの使命感に燃えた表情で、角材を握りしめていた。そんな塩原を隣となりにいた女子生徒が押し退のけ、京介の後頭部を打った。一いつ瞬しゆん視界が暗転し、泉見の顔が見えなくなった。

「大したことはしていませんよ。半はん端ぱな力の応用ですから」

　生徒の壁をかき分けて、泉見が近づいてきた。

「頭の中の悩なやみや苦しみのある部分に、一時的に別の思考をすりこんで、もとからあったものが消えたように見せかけているだけです。詐さ欺ぎ師しみたいなものですかね。すりこんだ思考は、今夜十二時からボクの手伝いをするというものです。ボクは自分で暴力を振るうことが嫌きらいですから、代わりに手を下してくれる人がほしかったんですよ」

　何人かの男子生徒が、同時に京介の腹部を叩いた。傷が完全に開き、痛覚がひび割れるように上半身に広がった。手から滑すべり落ちそうになる術具を、京介は必死で摑つかむ。

「もういいですよ、このくらいにしましょう」

　泉見が生徒たちを見回し、大きな声で言った。ぴたりと攻撃がやみ、京介の耳に雨の音が戻った。

「これ以上続けたら死んでしまいます。ボクは一条さんを殺さないって、約束したんですからね」

　生徒たちが手にしたものを一斉に落とした。雨よりも強く大きな音が連発し、床を穿うがった。

　起き上がろうとした京介の襟えり首くびを、複数の手が摑んだ。たわいのない雑談をしながら、生徒たちが京介の体を引きずり始める。京介は抵てい抗こうしようとしたが、体が動かなかった。目の前に揺ゆれる光のようなものが見えた時、京介の体は生徒たちによって持ち上げられた。次の瞬間に手は離はなされ、京介の全身は術具と共に冷たい液体の中へ叩たたきつけられた。水すい槽そうの中に放ほうりこまれたのだとわかった。気き泡ほうと共に、水の中に自分の血が静かに散ってゆく。その様子はひどく寂さびしいものだった。

「お待たせしました。あなたも砂島さんも死なずにすむ方法を説明しますね」

　京介が水面から顔を出すと、泉見が水槽の縁ふちで頰ほお杖づえをつき、こちらを見下ろしていた。

「まず、砂島さんの任務は、今夜ボクが横取りしたということにします。団体の恥はじをさらすようですが、他人の業績を奪うばってでも成り上がろうという卑ひ怯きような行こう為いは、構成員の間で時々行なわれているんです。その結果うまく事が運ぶこともありますから、推すい奨しようはされませんが、幹部は黙もく認にんしてくれます。任務を奪われた方に罰ばつ則そくが下ることもありません。これで、砂島さんの処分は回かい避ひされましたね」

　泉見の背後で、事情を知らないはずの生徒たちがタイミングのよい喝かつ采さいを上げた。水中の寒さに、京介は身み震ぶるいをした。水槽から出ようと試みるが、生徒に打たれて痛んだ手足は、冷水の中で思うように動いてくれない。

「それから、一条さんをどう助けるかについてですが」

　頰杖を右から左に換かえ、泉見が続けた。

「任務を横取りしたボクは、殺し専門の構成員ではありません。だからあなたを殺せなくても、それほど責められません。ですが、何もしないというわけにはいかない。そこで使える方法が、ボクが申し出た古代術の調査です。殺さない代わりに、あなたのことを調査材料として団体に持ち帰るということにします。もちろん約束通り生きた状態で連れて行きますけれど、幹部の手前がありますからね。荷物的な扱あつかいをしてしまうのは了りよう承しようして下さい」

　空いた右手を伸のばし、泉見は水槽の水に触ふれた。水面が歪ゆがみ、京介の体にまとわりつく水温が一気に下降した。これも空間遮しや断だんの一種なのか、水槽に満たされた水は音を立てて凍こおり始めた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。この水は特とく殊しゆなものですから、いくら冷たくても心停止を起こすことはありません」

　水面から手を離した泉見が、指先の雫しずくを払はらい落として言った。

「でも、一度凍りづけにされたら、意識が戻もどらなくなる可能性はかなり高いですけれどね」

　危機感に突つき動かされ、京介は水槽の底で凍りかけている両足を、何とか動かそうとした。すぐに生徒の一人が水槽の近くまで駆かけ寄ってきて、水面上にある京介の頭を殴った。衝しよう撃げきで、京介の頭部も凍りかけた水の中へ沈しずんでしまう。飲みこんでしまった水が、気管の中で凍った。苦しくて水面に戻ろうとしても、氷が全身を包んで姿勢を変えることができない。遠くで再度、生徒の歓かん声せいが聞こえた。

「どうですか、一条さん。とてもいい方法でしょう？　これであなたも砂島さんも死なずにすみますね。ボクを信用してよかったでしょう」

　水槽の側面越ごしに、泉見が話しかけてきた。ガラスの向こうで、泉見は不思議なくらいに晴れやかな顔で笑っていた。

「もうひとつ、別の方法を教えてあげましょうか。あなたの古代術で、ここにいる生徒を攻こう撃げきするんです。この人たちはボクに操あやつられただけの罪のない一いつ般ぱん人じんです。無害な人を術で傷つけると、あなたの組織は罰ばつとして術者の能力を封ふう印いんすることがあるって聞きましたよ。能力が封印されてもあなたの命はなくならないし、能力のなくなったあなたを最高位はもう危険視しないでしょう。一条さん、どちらがいいですか？　ああ、もう答えられないみたいですね」

　笑い声、拍はく手しゆ、雨の音。全すべてが冷たく閉とざされて、京介から遠ざかっていく。不ふ透とう明めいで寒すぎる視界の中で、術具も自分の体も体から流れた血も、そして吐はいた息さえも、硬かたく冷たくなってしまう。

　泉見の悩みとは何だったんだろう。脳が中心から痺しびれ始め、震ふるえることもできないまま、京介はふと考えた。真冬の夜、学校の池に突き落とされた日のこと。それを忘れたかったのか、あるいは今度は攻撃側に回りたかったのか。

　どうして泉見が嬉うれしそうなのか、どうして誰だれかに笑われながらこんな思いをしなければならないのか、何もわからなかった。

　とてもいい方法でしょう？　泉見が笑っていた。

　じゃあ、これでいいんだろうか。いいんだろうか。

　全ての思考が凍りつく。




　誰かに思いきり背中を突き飛ばされたような衝撃を感じ、豊花は目を覚ました。

　ベッドの上にいた。自分のものではない毛布と枕まくら。体の周りで、そのどちらもが豊花の寝ね汗あせを吸って湿しめっていた。

　いつの間に眠ねむってしまったのだろう。夢を見ていたのか、それとも何も見なかったのか、頭が重くて目の奥が痛い。何度かまばたきを繰くり返し、豊花は暗い室内に視線を漂ただよわせた。窓の外は暗く、雨の音が強く響ひびいていた。天気予報の通り、不ふ機き嫌げん気味な雷かみなりの音も聞こえてくる。床ゆかに転がった時計が、十二時過ぎを示していた。冷えた空気の中に、かすかに消毒液のにおいがした。

　窓の向こうで紫むらさき色いろの稲いな妻ずまが弾はじけ、大きな音と震しん動どうが部屋を揺ゆらした。衝撃で意識が明確になった豊花は、ベッドから体を跳はね起こす。慌あわただしく周囲を見回した。京介がいなかった。

　豊花はベッドから飛び降りた。床に落ちていた紙に足を滑すべらせ、転びそうになった。抱だきつくようにドアノブを摑つかんで廊ろう下かに飛び出した。探さなくても、どこにも京介の気配がないことを一いつ瞬しゆんで感じた。豊花が唇くちびるを痙けい攣れんさせた時、玄げん関かんのチャイムが鳴った。

　豊花は玄関に駆け、扉とびらを開けた。しかし豊花の期待は裏切られ、扉の向こうにはスーツを着た大男が立っていた。副家長の石田だ。傘かさに入りきらなかったのか、石田の肩かたは布地の色が変わるほど濡ぬれていた。その背後から、窓越しに聞こえたよりも激しい雨の音が響いていた。

　こんな真夜中に、副家長は説教の続きに来たのか。石田の顔を見て豊花は自動的に腹が立ったが、豊花の口から飛び出した言葉は自分でも意外なほどに気弱な声だった。

「京介がいないの」

「君の兄はどこだ」

　豊花とほぼ同時に、石田が険しい表情で尋たずねてきた。

「警護術者、それから君の兄に会いに来たらしい医師と職員が、マンション付近で倒たおれていた。砂島礼子という構成員も動き、構成員調査担当の術者が三人殺された。君の兄はどこへ行ったんだ」

　石田が言い終わるよりも先に、豊花は副家長の横を抜ぬけて走り出した。外廊下にはどこかの部屋の住人らしい中年女性もいて、雷を眺ながめて「あらー」と感かん嘆たんめいた声を発していた。中年女性が更さらに目を丸くするようなスピードで、豊花は走った。

　勢いのひどすぎるシャワーに似た雨の中を、豊花は歯を食いしばって駆かけた。衣服が重く体に張りつき、靴くつの中も雨水で満たされ、今走っているのは地面の上なのか水の中なのか、判断がつかなくなる。何秒かに一度、空が閃せん光こうを放って視界を麻ま痺ひさせる。豊花はまっすぐに高校を目指した。昼間、校舎の屋上で京介を見つけた時、思い詰つめた顔をしていたことが思い出された。豊花が走る道には自分以外の人ひと影かげはなく、車でさえ動いていなかった。

　正門前に到とう着ちやくし、豊花は足を休ませることなく門へ駆け寄った。門は完全に閉じられていたが、乗り越こえればどうということもない。雨で足を滑らせないように注意しないと──そう思って手を伸のばした時、鉄の門から豊花の指先に電流のような痛みが走った。痛覚は腕うでを抜けて脳まで達し、驚おどろいた豊花は後方に倒れ、水みず溜たまりの中に尻しり餅もちをついてしまった。

　しばらくの間動くことができず、豊花は茫ぼう然ぜんと雨に打たれた。静電気にしては強すぎる。雷が落ちたわけでもなさそうだった。赤く染まった指を何十秒か見つめた後、豊花は何とか起き上がる。もう一度手をかけ、同じ衝しよう撃げきを受けて、同じ水溜まりに今度は体ごと倒れた。手足が痺れて立ち上がれなかった。

「馬ば鹿かなガキ。光流脈使いってのは学習能力がないのかね」

　頭上から女の声が降ってきて、豊花は顔を上げた。黒い傘を差した髪かみの長い女が、冷ややかな表情で豊花を見下ろしていた。女は黒いコートを着ており、傘に添そえられていない方の手には、長い鉄パイプを持っていた。

　礼子の仲間だろうか──豊花は立ち上がろうとしたが、背骨が軋きしんで上半身だけしか起こせなかった。よろける豊花の様子が面おも白しろかったのか、女は声を上げて笑った。

　俯うつむいた豊花の目の前で、女のコートの裾すそが揺れている。豊花は奥歯を嚙かみ、呼吸を整えた。屋上ですれ違ちがった背の低い少年、そういえばあの少年も同じような黒いコートを着ていなかったか。水溜まりの表面に映った豊花自身の顔が、ひどく歪ゆがんで見えた。

「あの坊ぼうや、今回はずいぶん気合いの入った空間遮しや断だんを使ったんだね」

　構成員の服装をした女が、豊花の傍かたわらを通り、門へ歩み寄った。鉄パイプの先で門を何度か叩たたくと、構成員は豊花に向き直って唇の端はしを上げた。

「私がちょうど来てよかったじゃないか。三度目に触ふれたら、多分神経が焼かれて死んでいたよ」

「あんた、誰よ」

　構成員を睨ねめ上げ、豊花は言った。雨の中、自分の吐はいた息が白く染まる。水に浸つかった下半身から、どんどん体温が奪うばわれていくのを感じた。

「京介はどこよ。あの坊やって、あんたと同じコートを着た男の子のこと？　どうして礼子以外の構成員まで出てくるのよ。京介に何しようとしているの」

「うるさいガキだね、かん高い声で喚わめくんじゃないよ」

　構成員が片足を上げ、ブーツの底で豊花の顎あごを蹴けった。豊花は頭を地面に打ちつけた。唇から漏もれた悲鳴は、水溜まりの中へ消えた。

「中で何をしているかなんて、私だって知らないよ」

　豊花の鼻先に鉄パイプを突つきつけ、構成員は面めん倒どうくさげな口調で答えた。

「まあ、大体想像はつくけどね。他人の任務に首を突っこんだあの坊やは、いつも同じようなやり方で殺害対象を虐しいたげるんだ。団体のあの子の部屋の中、得体の知れない氷づけの塊かたまりがごろごろしてるんだよ。本人は仕事の合間の気晴らしだと言っているけれど、あれはもう一種の病気だね」

「何のことよ、どういう意味よ。ちゃんとあたしの質問に答えてよ」

「答えてるだろうが。今は氷づけで何とか生きていても、そのうち液体が腐くさって結局死んじまうってことだよ」

「死ぬって、誰だれが」

「そうか、あんた、対象の妹だね？　あいつと違ってぴいぴい喚くから、気づかなかったよ。よく見りゃ顔がそっくりじゃないか」

　豊花の問いを無視し、構成員が笑った。

「だったらここで私が殺しても、砂島が妨ぼう害がい者しやを消したってことにすれば、問題にならないか」

「何よ……あんた、さっきから何言ってるのよ」

「手加減するのに飽あきたんだよ。あんたは先に行って、兄貴を待ってな」

　構成員が鉄パイプを振ふり上げた。凶きよう器きの影かげと共に、上空を稲いな妻ずまが駆け抜ける。豊花は思わず両目をつぶった。

　目ま蓋ぶたの向こうで、金属同士がぶつかり合う鋭するどい音が響ひびいた。火花に似た熱を一いつ瞬しゆんだけ頰ほおに感じたが、それ以外に痛みは訪おとずれない。豊花はそっと目を開いた。豊花の前方に白いコートを着た人影が立ち、自分の武器で構成員の鉄パイプを食い止めていた。

「礼子……」

　豊花は呟つぶやいたが、雨に濡ぬれた背中は振り返らなかった。白いコートの主が構成員に向かって一歩踏ふみこみ、武器を握にぎった右みぎ腕うでを押し出す。耳みみ障ざわりな音を立てて、構成員の鉄パイプが宙に飛んだ。反動で、傘かさも地面へ転がった。

　構成員が舌打ちをし、屈かがみこんで傘に手を伸のばす。豊花の斜ななめ前で、砂島礼子は黒いコートの仲間を見つめていた。礼子の髪の先からは雨が伝い、頰に雫しずくが流れていた。

「何をしているの」

　豊花が呼びかけるよりも先に、礼子が口を開いた。声は静かだったが、瞳ひとみの色は厳しかった。豊花が一度も見たことのない表情だった。

「あなたの仕事は私の監かん視しでしょう」

「別に、ただの暇ひま潰つぶしだよ」

　傘を拾い上げた構成員が、ため息混じりに言った。

「あんたがぐずぐずしている間にやることがないと思って、坊やの頼たのみを引き受けただけだよ。バレちまったんなら、もう手を引くけどね」

「校舎の中に、泉見順也がいるのね」

「そうみたいだね」
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「私の殺害対象も」

「いることは、いるだろうね」

　コートの裾を翻ひるがえし、礼子が門へ走る。豊花は礼子の背中に向かって呼びかけたが、答えはなかった。礼子は立ち止まらずに、門に向かって鉄パイプを振った。白い光が弾はじけ、鉄の門が一いち撃げきで崩ほう壊かいする。粉ふん塵じんを蹴け散ちらし、礼子は高校の敷しき地ち内へ飛びこんで行った。

「あーあ、坊ぼうやが作った空間遮しや断だんを壊こわしちまったよ。とんでもないやつだね」

　豊花の隣となりで構成員が言い、傘を差して門の方へ足を運び出す。鼻歌を歌いながら、鉄パイプで地面を叩たたいていた。豊花は慌あわてて立ち上がり、構成員を抜ぬいて礼子の後を追った。手足の痺しびれは、走っていくうちに薄うすれていった。

「礼子、待ってよ」

　昇しよう降こう口ぐちのところで、豊花は礼子に追いついた。礼子は豊花には応じず、土足のまま校内へ進んで行った。豊花は濡れた靴くつで何度も足を滑すべらせながらも、必死に後を追った。

「礼子。礼子だけは違ちがうんでしょう」

　豊花は礼子の横顔に叫さけび続けた。

「あの人たちはみんな平気で人を殺すみたいだけれど、礼子は違うんでしょう。無理矢理やらされてるんでしょう。京介のこと、助けに来てくれたのよね。だからさっきあたしのことも……」

「勘かん違ちがいしないで」

　頰から雫を飛ばし、礼子が豊花を強く睨んだ。

「さっきあなたを助けたのは、余計な死体が増えると報告が面めん倒どうだから止めただけ。あなたなんて、もう友だちでも何でもない」

「噓うそよ」

「噓じゃない。それに、これから私は任務を遂すい行こうしに行くだけ。他人に任務を横取りされるのはいやなの。それだけよ」

「噓よ！」

「噓じゃない。あの人は、私が殺す」

　礼子の背中がどんどん遠ざかる。白い背中が階段を駆かけ上がり、豊花の前から見えなくなった。何秒かしてから、礼子の速度が上がったのではなく、自分が立ち止まってしまったのだと豊花は気がついた。

　固まってしまった膝ひざを自分で殴なぐり、豊花は走った。階段を抜けると、廊ろう下かの先にひとつだけ明かりの点ついた教室が見えた。廊下には礼子の体から零こぼれた雫が落ち、開け放たれた扉とびらまで点々と続いていた。

　教室へ飛びこみ、豊花は息をのんだ。教室の中には大勢の人間がいた。真夜中だというのに、制服を着た生徒が二十人ほどいて、窓の方に向かって拍はく手しゆをしたり笑い声を上げたりしていた。何だろう。豊花は眉まゆを寄せた。見た目は楽しげな雰ふん囲い気きなのに、ちっとも気が休まらない。気味が悪い。引き返したくなったが、礼子は確かにこの教室へ入ったはずだ。額から流れてきた水滴を拭ぬぐい、豊花は生徒の背中へ「どいて」と話しかけた。

　生徒たちは喝かつ采さいに夢中で、誰だれも豊花を振ふり返らなかった。もう一度呼びかけたが、やはり反応はなかった。豊花は生徒を押し退のけて前へ出た。豊花に押された生徒も笑うだけで、文句は言ってこなかった。

　生徒の壁かべを抜けると同時に、前面の窓の向こうで雷かみなりが弾けた。稲いな光びかりに照らされ、窓まど際ぎわに置かれた直方体の物体に陰いん影えいが刻まれる。豊花は最初にその物体を、棺かん桶おけだと思った。しかし改めて凝ぎよう視しすると、大勢の生徒が見ているものは大きな水すい槽そうだった。何よあれ。再度目元に流れてきた雫を振り払はらい、豊花は水槽に一歩近づく。底の方に何かが見えていた。玲れい洗せん樹じゆの枝を抱かかえた京介が、目を閉じて沈しずんでいた。

　豊花は京介の名前を呼び、水槽に駆け寄った。近くで見ると、水槽内に満たされた水は半分くらい血の色で染まっていた。豊花は水の中に腕うでを突つっこもうとしたが、指先が硬かたい水面に遮さえぎられてしまった。水面はびっしりと凍こおりついていた。

　豊花は水槽の側面を拳こぶしで叩いた。透とう明めいなガラスにはひびも入らなかった。後ろで生徒がなぜか歓かん声せいを上げ、豊花の苛いら立だちを増長した。床ゆかに角材が落ちていたので、それを拾って側面に叩きつけたが、結果は同じだった。生徒の拍手は大きくなった。

「余計なことはしないでと、最初に言ったはずよ」

　背後から怒いかりを帯びた礼子の声がした。豊花は振り返った。窓の前で、礼子は背の低い少年と向かい合っていた。黒いコートを着た少年が、嘲ちよう笑しように近い表情を浮うかべていた。

「砂島さん、びしょ濡ぬれじゃないですか。今夜は大雨だから外に出ない方がいいって、せっかく手紙を書いたのに」

「私が受けた任務よ。邪じや魔ましないで」

　雨に濡れた鉄パイプで、礼子が床を強く叩いた。豊花は思わず身を竦すくめたが、礼子の前にいる少年は目も細めなかった。

「砂島さんのためを思って、考えたことなのにな」

「それが余計なことだと言ってるのよ」

「そうですか。じゃあ、さっさと殺せばいいじゃないですか」

　少年は胸の前で腕組みをした。余よ裕ゆうに満ちたその仕し種ぐさが、小さな体つきにあまり似合っていない。豊花は二人の構成員を黙だまって見つめることしかできなかった。

「その水槽ごと斬きって構いませんよ。今なら対象は逃にげられないし、動けませんからね。目をつぶったって斬れるでしょう。そうだ、砂島さんは相手の顔を見ない方が、成功率が上がるんじゃないですか？」

「泉見君、ずいぶん私のことを馬ば鹿かにしているみたいね」

「誤解しないで下さいよ。ボクは砂島さんを心配していただけなんですから。一条さんとの約束は取り消されてしまいますけれど、砂島さんの判断なら仕方ないですからね」

　少年が鼻を鳴らして笑った。生徒が拍手をした。

　靴くつ底ぞこを強く鳴らし、礼子が豊花の方へ振り返った。豊花は水槽の縁ふちを強く握にぎり、首を横に振った。

「駄だ目め……礼子、やめてよ」

　詰つめ寄ってきた礼子が、無言で豊花の肩かたに手をかけた。皮ひ膚ふに細長い指が食いこみ、豊花は顔をしかめた。それほど強い力ではないのに、豊花は何もできなかった。豊花はあっけなく水槽から剝はがされ、後方にいた少年の足元まで押しやられた。

「砂島さんの友だちなんでしょう？　以前の」

　豊花を見下ろし、泉見と呼ばれた少年が話しかけてきた。豊花が泉見を睨にらむと、少年は更さらに楽しそうに顔をほころばせた。

「だったら、砂島さんのすることを止めないであげて下さい。ボクたちのいる世界では、こうやって任務をひとつひとつ遂行して成績を稼かせいでいかないと、人間として認められないんですよ。あなたも光流脈使いの組織にいるのなら、大体わかるでしょう？」

　泉見には答えず、豊花は両手で床を押し返し、立ち上がった。水槽に対たい峙じしている白いコートに向かい、豊花は走り出す。

　礼子が鉄パイプを振り上げた。雷が狂くるったような音を響ひびかせた。窓からの光で、凶きよう器きと礼子の色が失われ、地鳴りが豊花の足元を揺ゆるがせた。

　鉄パイプが水槽を穿うがった。悲鳴じみた音を立て、ガラスと氷の破は片へんが宙に飛び散る。紙かみ吹雪ふぶきと勘かん違ちがいしたのか、歓声を上げた生徒が跳とびはね、豊花の前方を塞ふさいだ。豊花はやめてと怒ど鳴なったが、声は誰にも届かない。

　生徒の向こう、床の上に、京介が仰あお向むけに倒たおれているのが見えた。意識は戻もどっていないようだが、濡れた肩が小刻みに震ふるえ、変色した唇くちびるから白い息が漏もれていた。腕の中の術具の表面に、白い氷が張りついていた。

　京介の体を目がけ、礼子が凶器を叩たたきこんだ。豊花は再度礼子に向かって叫さけんだが、生徒の声にかき消されてしまう。礼子は鉄パイプを何度も振った。京介の表情が歪ゆがみ、吐はき出す白い息に赤いものが混じった。豊花は全力で生徒を突き飛ばし、礼子の背中へ摑つかみかかった。

「邪魔しないで」

　振り返った礼子が、武器を構えて豊花を見つめた。殺意という色だけで塗ぬられた表情。豊花の知らない形相だった。その顔を見た時、豊花は胸の中に、礼子に廊ろう下かで投げつけられた言葉と全く同じものが生じたことを知った。

　あなたなんて、もう友だちでも何でもない。それは紛まぎれもなく豊花自身の感情だった。

　つらかった。




　豊花の声が聞こえた。

　異様に冷たい水で濡れた目ま蓋ぶたを、京介は静かに押し上げた。視界一面が白く霞かすんでいてよく見えない。豊花が側そばにいるのかどうかも、わからない。ただ、そこら中に様々な音が満ち溢あふれていてうるさいことと、寒くて自分の体がどうしようもなく震えていることはわかった。

　豊花の声。確信はないが、生まれてから最初に耳にした音は、豊花の声だった気がした。いや、あれは生まれる前のことか。母親の胎たい内ないの中で、双ふた子ごの妹がひっきりなしに語りかけてくる奇き妙みような記き憶おくがあった。その時に思った。これから行かなければならない世界は、きっと騒さわがしいんだな。無気力でも諦あきらめ半分でも、あの頃ころから自分なりに生きようと決めていたのかもしれない。

　脇わき腹ばらに強い打だ撃げきを受け、そこで京介の思考は拡散した。打撃は続き、苦痛が全身を侵しん食しよくする。心臓が喘あえいでいる。生きないと。凍こおりついた玲れい洗せん樹じゆの枝を握り、京介は力をこめる。生きたいんだ、だからこんな思いはいやだ。

　攻こう撃げき者しやに対し、京介は古代術の呪じゆ文もんを唱える。

　撃げき砕さい、消しよう滅めつ。──始動。

　白い世界が黒く染まった。




　雷かみなりの轟とどろきが、すぐ近くから聞こえていた。雨混じりの風が強く体に吹ふきつけてくるが、濡ぬれた髪かみや衣服は靡なびくことはない。いつの間にか直立していた京介は、間かん隔かくの短い息を吐きながら、周囲をゆっくりと見回した。震える指先に、玲洗樹の枝が引っかかっていた。

　どこかの空き教室にいた。天てん井じようの蛍けい光こう灯とうは一様に割れ砕くだけ、辺りは薄うす闇やみに包まれていた。窓が全すべて破は壊かいされていて、雨と風はそこから流れこんでいた。窓だけでなく、三方の壁かべにも大きな亀き裂れつが走り、廊下の様子が見通せた。床ゆかの上には、大勢の生徒が倒れていた。なぜ倒れているのかはわからないが、クラス全員が雑魚ざこ寝ねでもしているような光景だった。生徒の周囲には細かい透とう明めいの粒つぶが無数に散らばり、雨を受けて輝かがやいていた。

　京介の数歩先に、豊花がいた。床にへたりこんだ豊花は、ぼんやりとした目つきで京介を見上げていた。豊花の全身も雨でひどく濡れていたが、他ほかの生徒と同様に特に怪け我がはなさそうに見えた。

　その豊花の斜ななめ前に、何かが横たわっていた。何だろう。京介は眉まゆを寄せた。赤と白のまだら模様で染められているそれは、どことなく人間の形に似ていた。捻ねじれているものは胴どう体たい。曲がっているものは四し肢し。頭部は赤いものに埋うもれてよくわからない。赤いものは──血。白いものはコートの残ざん骸がいと、裂さけた肌はだから見える骨。至近距きよ離りで古代術の威い力りよくを受けた、攻撃者の体。

　眉み間けんを伝った水すい滴てきが冷たかった。ようやく事態を理解した京介は、目の前で倒れている攻撃者に駆かけ寄った。両膝ひざをついて急いで抱だき起こした。床の上で舞まった黒い粉は、粉砕された鉄パイプの残骸のようだった。

　反動で垂れた礼子の手が、床の上で崩くずれた。腐くさった流木のようだった。血にまみれた顔がわずかに動く。痛みを訴うつたえて歪んでいた。京介は全ぜん癒ゆの古代術を使った。淡あわい光に包まれて礼子の出血は止まったが、壊こわれてしまった体は治らない。京介はもう一度呪文を唱えた。まだ治らなかったので、もう一度唱えた。

　頭の中はまっ白だった。豊花がかすれた声で呼びかけてきたが、京介は構わずに術を使い続けた。古代術の連発で潜せん在ざい精神力が削そがれ、京介が目眩めまいを起こした頃、ようやく礼子の体は元に戻った。腕うでの中で、礼子は眠ねむるように目を閉じていた。

「すごい。すごいですよ、一条さん」

　豊花の後方から、小こ柄がらな少年が現れた。頰ほおには小さな裂れつ傷しようが浮うき、腕の下に挟はさんだ紙の束も黒い煤すすにまみれていたが、少年は満面の笑えみで手を鳴らしていた。

「砂島さんに当たったのは、衝しよう撃げき波はのほんの一部ですよ。更さらにその一部を受けただけで、生徒は全員気絶してしまいました。ボクのすりこんだ思考も、全部吹っ飛んだことでしょうね。ボクももう少し近くにいたら、危なかったな」

　少年の名前が泉見順也であり、耳みみ障ざわりな音が拍はく手しゆの音であることに、京介は数秒かかって気がついた。

「最高位が危険視する理由がよくわかりましたよ。人間の体をあれほどまでに破壊したり、こんなに完かん璧ぺきに修復したり、まさに神かみ業わざだ。もちろんあなたなら、人間相手ではなく、世界に対しても同じように力を及およぼせるんでしょう。一条さん、あなたはね、神と死神と絶望と奇き跡せき、その全てが混ざり合って道みち端ばたに転がっているようなものですよ。あなたの組織はどうしてあなたを野放しにしているんでしょうね。機会があったら責任者にきいてみたいな」

　笑う泉見を茫ぼう然ぜんと見つめながら、京介は無意識に術具を握にぎり直した。乾かわいた杖つえの音を耳にし、泉見がおどけた足取りで一歩下がる。床の透明な粒が踏ふみ潰つぶされた。

　術具にかけた京介の指先に、柔やわらかい感かん触しよくが添そえられた。視線を下げると、礼子の手が京介の手を握ろうとしていた。五本の指は外見こそ元通りに治っているが、そこから伝わる力はほとんど感じられなかった。弱々しい温ぬくもりが、京介の濡れた手を包んだ。

　礼子は睫毛まつげを揺ゆらしたが、目ま蓋ぶたまでは動かなかった。夢でも見ているのか、礼子は張りのない声を漏もらした。手、今日も冷たいね。目を閉じた礼子は、とても幸せそうに微笑ほほえんでいた。息が詰つまって、京介は動けなくなった。

「ああ、何だよこの部屋の中は。めちゃくちゃじゃないか」

　廊ろう下かの方から、乱雑な女の声が響ひびいてきた。黒いコートを来た女が、壁の亀裂を蹴けり開けて教室へ入ってきた。長い髪の構成員は、京介と礼子の顔を交こう互ごに見ると、あからさまな冷れい笑しようを浮かべた。

「次は挨あい拶さつはしないって言ったけどさ、その前に聞いてもいいかい？　仲よく抱き合ってるのは、私が二人まとめて斬きりやすいようにしてくれたのかね」

　京介の返事は待たずに、構成員は「そんなわけないか」と肩かたを揺らした。

　構成員は片手に持っていた傘かさを捨て、両手で武器を握った。赤い唇くちびるを歪ゆがめると、足早に京介たちの方へ歩き出す。床に倒たおれた生徒が何人か蹴飛ばされ、仰あお向むけから俯うつぶせへと姿勢を変えた。

　京介は構成員へ玲れい洗せん樹じゆの枝を向け、咄とつ嗟さに攻撃系の古代術を唱えた。傍かたわらの豊花が短い悲鳴を上げ、床に伏ふせた。杖の先から閃せん光こうと爆ばく風ふうが生じ、視界が一いつ瞬しゆん効かなくなる。風がやんで目を開けると、壁にもうひとつ大きな穴が開いているのが見えた。構成員は穴の真横で、四分の一ほどの長さに砕くだけた鉄パイプを不快そうに見つめていた。

　外した。京介はもう一度術具を構えようとしたが、先ほどよりも強い目眩に襲おそわれて杖を落とした。古代術の使用は、術者の精神力に多大な負担を及ぼす。やはり連続して使いすぎた。京介は術具を拾おうと手を伸のばしたが、体勢を変えただけで体が揺らぎ、礼子と共に床へ倒れてしまう。豊花がまた悲鳴を上げた。

「どうしてくれるんだよ、私の装備」

　構成員の声が聞こえ、京介は背骨を強く蹴られた。続いて脇わき腹ばらにつま先が食いこんできた。

「こんなんじゃ、あんたどころか砂島も処分できないよ。武器が壊こわれたので蹴り殺しましたって報告しろって言うのかい？　こんな夜中にそんな重労働、いやなんだけどね」

　内臓が潰されそうな痛みに、京介は呻うめいた。礼子を腕の中に抱かかえて守ろうとしたが、構成員の手が先に礼子の頭部を鷲わし摑づかみにする。礼子の体が軽く持ち上げられ、構成員が壁かべに投げつけようとした時。

「ああ、まずいね」

　構成員が吐はき捨てるように呟つぶやいた。歯を食いしばりながら京介が見上げると、構成員は京介や礼子の方ではなく、割れた窓の向こうに目を細めていた。

「あんたらの組織の連中が、大勢で助けに来たみたいだよ。まったく、どこかの誰だれかが坊ぼうやの作った空間遮しや断だんを壊したせいだ」

「あちらのお偉えらいさんに、姿は見られたくありませんね」

　泉見が頷うなずき、コートの裾すそを払はらった。

「残念ですけれど、今日はもう引きあげましょうか」

　肘ひじを使って起き上がろうとした京介の肩手を、構成員が蹴りつけた。片手で乱暴に礼子を摑つかんだまま、構成員は京介を見下ろして言った。

「団体の決まりでさ、前任者を処分するのは現場で十分以内っていうのがあるんだよ。私たちはこれで引きあげる、つまり現場を離はなれる。あんたの元彼女の処分は先延ばしになったってこと。よかったね」

「それじゃあ、一条さん」

　構成員の横から、袖そで口ぐちで頰ほおを拭ぬぐっている泉見が声をかけてきた。

「色々と楽しませてくれてありがとうございました。さっき見せてもらった古代術、最高位に報告しておきますね。あ、砂島さんにも目が覚めたら、ちゃんと何があったのか話しておきますから。例の取引、気が向いたらまた考えてみて下さい」

　京介は声を発しようとしたが、再度襲った目眩めまいで視界が暗転してしまう。頰に床の冷たさを感じた。

　複数の足音が遠ざかる。豊花の呼ぶ声もかすれていき、腕うでの中に残っていた礼子の体温が薄うすれていく。

　どうして大切なものを守れないんだろう。

　冷たい手だと言って、いつも温めてくれた。その礼子の指を、腕を、全てを傷つけてしまった。術でいくら治せたとしても、その事実が消えることはない。攻こう撃げきする気が少しもなくても、礼子を殺せてしまうんだと知った。

　誰かに危険視なんかされなくても、自分の力が、自分の存在が、京介は怖こわくなった。




　激しい雷らい雨うは夜明けまで続いた。

　朝になり、雷かみなりは虹原市の上空から去ってくれたが、雲は居残って翌日も街に強い雨を降らせた。雨は一日中やまず、枯かれかけの街路樹の葉をほぼ全て叩たたき落とした。次の日の明け方になり、ようやく小降りになったものの、空は依い然ぜんとして灰色に染まったままだった。

　連日の雨模様を、一条京介はマンションの一室から眺ながめ続けた。一歩も外に出なかった。副家長から、今後の方針が決定するまでの外出禁止を言い渡わたされていたが、おとなしく従ったのではない。怪け我がの具合がよくなかったこともあるが、単純にどこにも行きたくなかった。別の部屋にこもっているらしい豊花も、一いつ切さい顔を見せようとしなかった。

　雨の行方ゆくえを見つめ、いつも同じことを考えていた。

　構成員たちが去った後、校舎内には副家長の率いる術者が現れた。校舎の修復やあの場にいた生徒の保護など、事後処理は全て術者がすませたという。

　あれから数日が経たち、「不思議な空き教室」に現れる少年が実は悩なやみを消していなかったことに気づいた生徒たちは、今いま頃ごろどうしているだろう。窓の外に目をやり、京介は考えた。軽い暴動が生じ、すぐに忘れて新しい話題に盛り上がり始める。熱しやすく冷めやすい虹原高生のパターンならば、そんなところだろう。

　おれはどうしたらいいんだろう。

　ただそれだけを考え続けた。

　そしてある日の午前五時。京介は何も持たずにマンションを出た。




　本家も団体もそれぞれに対策考案中なのか、京介を追ってくる気配は何もなかった。

　早朝の電車に乗った。暖だん房ぼうの効きが悪かった。隣となり町まちの駅で降りた。海辺にある小さな町だった。雨に濡ぬれて道を歩いた。何も考えなかった。タクシーに水を跳はねられた。親切な男が運転する軽トラックに乗った。ラジオから演歌が流れていた。岬みさきの先を目指し、高い壁の前でトラックと別れた。自殺志願者と勘かん違ちがいされた。

　壁かべを乗り越こえて、やがて白い建物の前へ辿たどり着いた。

　建物は、本家の特とく殊しゆ施し設せつ。

　名前は「灯台」といった。




　　　　＊




　灯台の玄げん関かん口には、見張り役らしき術者が一人立っていた。しかし術者は壁によりかかり、のんきそうないびきをかいていた。京介は一応声をかけたが、術者は寝ね言ごとしか返してくれなかった。今の寝言は許可の合図だと、個人的に解かい釈しやくする。入り口はただのガラス戸で、簡単に開いた。

　建物の内部は薄うす暗ぐらく、四方に灰色の廊ろう下かや階段が淡たん々たんと続いていた。学校の内装とあまり変わらないように思える。上階の方から聞こえる人の泣き声や笑い声に似た響ひびきも、どこか雑音めいていて違い和わ感がない。灯台の存在と役割、場所についてはマンションの隣りん室しつの中年女性から聞いていたが、内部がどんな構造になっているという話は出なかった。仰ぎよう々ぎようしい光景を勝手に予想していた京介は、事務的な作りに何となく安心した。

　廊下の先に、処置室というプレートのある扉とびらを見つけた。処置とはどんな意味であるのかを、京介は知っていた。一度だけ深く呼吸をし、京介は扉に向かって歩いた。

　処置室の扉は半開きになっていて、中では鼠ねずみ色の作業着を着た職員が、テレビと向かい合っていた。テレビの画面の中では、シューティングゲームのものらしき映像が華はな々ばなしく瞬またたいていた。

　京介が声をかけると、職員は一秒だけこちらを見て、すぐにテレビの方へ顔を戻もどした。部屋から出てきてしまった収容者と間ま違ちがわれたらしく、「朝飯はまだだよ」と言われた。京介が自分の意向を伝えると、職員は「今日の能力封ふう印いん者しやの連れん絡らく書しよは届いていない」と怪け訝げんそうな顔をした。不ふ審しんがられて本家に確かく認にんされたら面めん倒どうなので、「規則が変わって、連絡書は後日届くことになった」と自分でもどうかと思う苦しい噓うそをついた。だが職員は素す直なおな性格らしく、「へえそうなの」と言ってテレビゲームを一時停止させ、立ち上がった。

「一人で来たの？」

　京介が頷うなずくと、職員はまた「へえ」と頷いた。

「で、どうするの。どのくらい術者能力や記き憶おくを封印されることになったの？」

　全部だと京介が答えると、何か意味があるのか、職員は京介とテレビ画面の間で忙せわしなく視線を往復させた。

「全部って……全部？　全部封印した人なんて、最近では深廉寺さんくらいしかいないよ。君、一体どんな罪を犯おかしたの？　若いのに可哀かわい相そうになあ」

　いいんです、と京介は答えた。

「もしかしたら、後こう遺い症しようが出るかもしれないよ」

　知ってます、と京介は答えた。

「ふうん……じゃあ、覚かく悟ごが固まっているうちに終わらせた方がいいか」

　職員は感かん慨がい深げに呟つぶやき、ゲーム機に手を伸のばした。リセットボタンが押され、画面の中の映像は一いつ瞬しゆんにして消えた。

　テレビのある部屋の奥に別の扉があり、京介はそこへ案内された。狭せまい部屋の中に、歯医者で使うような診しん察さつ台だいがあった。他ほかには小さな窓があるだけの部屋だった。台の上へ横たわるように言われ、京介は従った。台の下から太いベルトが延ばされ、鎖さ骨こつと腰こしと膝ひざの三箇か所しよを固定された。その姿勢で天てん井じようだけ見つめた。最近張り替かえられたのか、天井の貼はり紙は目に痛いほどにまっ白だった。

　職員が何か準備をしている間、京介は天井に向かってゆっくりと呼吸を繰くり返した。自殺じゃないんだと、改めて確認した。そう、自殺ではない。

　古代術を使う力も含ふくめ、全すべての術者能力を封ふうじる。術者能力に関する記憶も共に封じるとなると、結局人生大半の記憶がなくなる。それだけだ。それだけで死ぬわけではない。だから自殺ではない。確認したところで、罪悪感に似た胸の靄もやは消えなかった。生きているか死んでいるかの違いがあるだけで、結局自分は事件から逃にげ出そうとしているのだから。

　自分がいなくなれば事件は終わる。だけど死にたくないからこうするしかない。豊花のため、本家のため、それから、礼子のため。全て逃げるための言い訳だ。だけど他にどうしたらいいのか、もうわからない。迷っていれば、家長や女医に薬を打たれてどうにかされてしまう。それを避けられたとしても、自分のことがもう信じられない。誰だれも傷つかない解決策を考えられたところで、もう一度礼子に追い詰つめられた時、決して反はん撃げきしないという保証がどこにあるのだろう。誓ちかったとしても、またこの体が術を放ったとしたら。次に同じことが起これば、きっと気が狂くるう。京介が固く目を閉じると、台の側そばへ戻って来た職員が「じゃあ始めるよ」と言った。

　その時だった。けたたましい音を立てて扉が開かれ、職員が驚おどろき、叫さけんだ。器具か何かを落としたらしく、床ゆかの上で更さらに騒そう々ぞうしい金属音が鳴った。京介は目を開けた。扉の前に立ち、肩かたで息をしているのは、全身ずぶ濡ぬれになっている豊花だった。京介が最初に思ったことは、豊花がこうして駆かけつけてくるのはこれで何度目だろう、ということだった。

　ひきつった表情で豊花が言った。どうしていつもそうなのよ。怒おこっているのか悲しんでいるのか、わかりにくい声だった。

　どうして黙だまってどこか行っちゃうのよ。言いながら、豊花は職員を押し退のけて京介の方へ詰め寄ってきた。そりゃ、あたしはあんたみたいな力は持ってないし、もしかしたら何の役にも立たないかもしれないけれど。声を裏返して怒ど鳴なりながら、豊花は台からベルトを引きちぎっていった。

　でも、無口なあんたが本当はどのくらいつらいのか、他人よりはわかってやれるわよ。生まれた時から一いつ緒しよなんだもの、そのくらいできちゃうんだから。だけど離はなれられたらわからないわよ。近くにいたってわかりづらい無表情なんだから。ちゃんと側にいてよ。豊花はベルトの残ざん骸がいを力いっぱい床に投げつけた。職員は豊花の背後で「ああ、ああ」とただ動どう揺ようしていた。

「あたしだって、つらかった」

　京介を見下ろして、豊花が言った。雨あま粒つぶなのか別のものなのか、目の縁ふちには透とう明めいの雫しずくが厚く浮ういていた。

「礼子のこと、もう友だちじゃないってあの時思った。思いたくなかったけど、思っちゃったの。今も気を抜ぬくと礼子を憎にくみそうになりそうで、自分が怖こわい。怖いけど、どうして礼子があんなことを言うようになったのか、自分で調べてちゃんと受け止める。自分の気持ちもその時に頑がん張ばって受け止める。また傷ついて泣くかもしれないけど、いいでしょう。だって何もしないでいたって、結局部屋にこもって一人で泣くしかできないのなら、思った通りに動いた方がいいもの」

　豊花の瞳ひとみから零こぼれ落ちてきた雫が、京介の頰ほおに当たった。まっ白な天井を見上げ、京介は口を開いた。

「おれが何かをしようとすると、また周りが傷つくかもしれないんだ」

　豊花が音を立てて洟はなをすすった。職員が慌あわただしく部屋を出て行く足音が聞こえた。

「だからもう、そんな力はいらないんだ」

「でも」
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　もう一度洟をすすり、豊花が京介の視界に顔を割りこませてきた。

「でも、京介の古代術で礼子を救えたのも事実よ」

「それでも傷つけたんだ」

　京介は静かに答えた。自分が口にする声には、相変わらず抑よく揚ようがなかった。感情がこもらないくせに、声は震ふるえていた。

「あの時、寒くて苦しくて、意識が朦もう朧ろうとしていた。だけど術を放った時、頭の隅すみで相手は礼子なんだとわかっていたような気もする。あんなに好きだったのに、今でも変わらないのに、攻こう撃げきできた。次は本当に殺してしまうかもしれない」

「その時はあたしが京介を止める。だからもう一人でどこかに行かないで」

「簡単に言うなよ」

「簡単になんか言ってないわよ」

「できなかったらどうするんだ」

「できなくても、あたしは京介のしたことは責めない。だって、あたし自身がもしかしたら止めないかもしれないもの。そんなことはわからないもの。京介だってどうするかはわからないでしょう。先のことなんかわからない、だから止まらないで進むことしか思いつかないんだもの」

　手の甲こうで鼻や目元を乱暴に拭ぬぐい、豊花が言った。

「ここまで来るの、すごく大変だったんだから。お隣となりのおばさんが、前に京介に灯台の話をしたって聞いて、駅に行ったの。確信なんてなかったけど、あんたがいるような気がした。でも傘かさは忘れるし、雨は冷たいし、道は遠いし、タクシーに水を跳はねられるし、途と中ちゆうでやっぱり引き返そうかと思ったんだけど、軽トラの人が乗せてくれて、あんたに似た人を岬みさきの方で下ろしたって聞いて、百キロくらいスピードを出してもらったの。無茶だよって言われたけれど、本当に、頑張ったの」

　両方の手のひらで顔を押さえ、豊花がしゃくり上げる。

「あたしは最後まで頑張る。だから……」

　それ以上、豊花は何も言わなかった。京介は豊花から窓へ、視線を動かした。

　部屋を出て行った職員は、今いま頃ごろ本家に確かく認にんをしている。京介が許可もなく独断で灯台を訪おとずれたことを知り、副家長はまた説教に来るのだろう。耳鳴りがして、いつもとはまた異なる日常が螺子ねじを巻く。螺子が切れた時に戻もどってくる世界。その世界では、誰だれが生き、誰が死んでいるのか。

　小さな窓の向こう側、雨はやんでいた。それだけを確認し、京介は目を閉じた。







　あとがき







　本の表紙が大好きです。もちろん中身も好きですが、お気に入りの本は表紙を眺ながめているだけで、結構な時間を過ごせる自信があります。雑誌の表紙もまた、「ふふ」と笑いながら見つめるのは好きです。

　そして何より、この『バイトでウィザード』シリーズの表紙は大大大好きです。毎回「今回はどんな表紙なんだろう」とわくわくしながら、本が届くのを楽しみにしております。

　去年のことですが、打ち合わせの際に、編集者さんが「今度の『ザ・スニーカー』の表紙は『バイトでウィザード』でいこうと思っています」と、嬉うれしい報告をして下さったことがありました。

　大変喜んだ私は、テーブルに手をついて言いました。

「それではどうか、表紙に主人公の父親を描かいて頂けますよう、原田たけひとさんにお願いして下さいませんか」

　私は原田たけひとさんの描く主人公の父親が大好きなのです。これは父親のカラー進出のチャンス。しかし私の言葉に、編集者さんは「ははは」と乾かわいた笑いを返しただけでした。どうやら冗じよう談だんにとられている様子です。私はテーブルを揺ゆらして、「本気ですよ」と語り始めました。

「私がたまに行く本屋さんでは、ザスニはなぜか、格かく闘とう技ぎの雑誌と野球の雑誌の間に置いてあります。だから表紙が中年男でも少しもおかしくはないと、前々から思っていました」

　編集者さんはまた「ははは」と笑い、「そんな苦しい言い分が簡単に通ると思うなよ」という目で言いました。

「表紙は本の『顔』なんです」

「……そうですよねえ」

「でも、椎しい野のさんが全部買かい占しめてくれるのなら、いいですよ」

　いくらかかるんだ。引き下がりそうになった私ですが、コップの水を飲んでから、言いました。

「わかりました。おじさん一人では絵にならないというのなら、こうしたらどうでしょうか。主人公の父親に、長編版に出てくる副家長を加えて、おじさん二人にするのです」

　自分でも何が「わかりました」なのかちっともわかりませんでしたが、私はそう提案しました。編集者さんはもう何も言いませんでした。

　私も黙だまって下を向き、いつかきっとカラーの父親に会えるはずだ、と心の中で呟つぶやきました。さあここで、長編六巻がお手元にある方は、口絵をご覧下さい。どうでしょう、本当に会えたのです！　ありがとう、ありがとう……。私はもう、感無量でございました。

　諦あきらめなければ、夢は必ず叶かなうもの。そんな言葉をまた信じたくなる出来事でした。




　さてさて、そんなわけで、私の夢のひとつでもあった長編『バイトでウィザード』七巻目を、めでたく発売させて頂くことになりました。そして、私の作家活動は、今年でめでたく三年目に突とつ入にゆうすることとなりました。これはひとえに周囲の方々のお力ちから添ぞえと、読者のみなさまの応おう援えんがあったおかげです。角川書店の主藤さん、編集部のみなさん、イラストレーターの原田たけひとさん、出版に携たずさわって下さる方々、そしてそして読者のみなさま。本当の本当にありがとうございます。毎回お礼を書いても書き足りないくらいです。これからも末永く見守って頂ければ、幸いです。

　長編の世界は、これまで一巻ごとに約一か月くらい時が経たつ、という感じで書いてきました。六巻目あたりからその流れがちょっと遅おそくなり、七巻目以降も、しばらくはこのペースで進むかと思われます。私は四季の中で秋や冬は大好きなので、冬がいっぱい書けるなあと嬉しい一方で、暖かい風景のことも早く書きたいなあと思うこともしばしばあります。ですが、どんな季節でもどんな話でも、これからも一冊ずつ大切に書いていこうと思っております。読者のみなさんにも、今後も物語中と同じ時の流れを楽しんで頂けたら、とても嬉しく思います。




　それでは、また次にお会いできる日を楽しみにしております。





椎野美由貴　　


















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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